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　プロローグ　モテなさすぎた俺はとうとう人形に手を出した









（失敗したら死。成功したらヘブン。これこそ『伸のるか反そるかの、大おお博ばく打ち』ってやつだな。ところで伸びたり反ったりするのってどう考えても股こ間かんだよな。いやいや、集中集中）

　血で描いた魔法陣に向けて祈禱ソルテイレギウムを捧ささげると、魔法陣の中心に設しつらえた粘土は、俺の体ごと吸い込むように魔力を要求し始めた。跪ひざまずきながら祈るような姿勢で魔力を供給し続けるも、予想を超える速度で俺の魔力は消耗されていった。

（ゴーレム作るのって、こんなに魔力使うものなのかよ……）

　師匠の研究室から拝借した特殊粘土のせいなのか、ひょんなことから入手した触しよく媒ばいのためなのか、その両方の相互作用でそうなったのか。そんなことを考えてももう遅い。一度作動した魔法陣を止めることはできない。

　魔術が失敗していないかどうか、粘土の様子を見ようとしたが、すでに周囲に濃霧が立ち上っていて、青白く光る魔法陣しか目に入らなかった。その魔法陣は初動から変わらぬ貪どん婪らんさで、なおも俺の魔力を奪っていく。早く終われと祈るのに忙しく、この吸引力の変わらなさをオンリーワンな掃除機に例える余裕もなかった。

（やばい、もう力尽きる……）

　最後の魔力まで搾り取られる。意識は遠のき、視界はブラックアウトする。

（あ、俺死ぬ）

　意識はどこか遠い世界に飛んだようで、セピア色の光景が広がる。音声なしの映画を見ているような感覚。いや、カメラマンになって映画を撮っているような感覚に近い。映画なんか撮ったことないけど。

　走そう馬ま灯とうだ。これが死ぬ前に人生を総ざらいするという走そう馬ま灯とうなのか。




「師父せんせい」

　声は聞こえないのに、女の子にそう言われているのがわかる。その声の主の方へカメラが向く。そこには、弾はじけるような可愛かわいい笑顔を俺に向ける、長い栗くり色いろの髪の美少女がいた。

　素直で、性格が良くて、やさしい女の子だ。俺にはよく分かる。めったにいない上玉だ。

　並んで歩いていた美少女が、急に走りだして店先に並んでいたアクセサリーを指差した。美少女は店のどの宝石よりもキラキラと輝いていた。

　こんなかわいい女の子にねだられたら、断ることも出来ずになんでも買ってしまいそうだ。




　場面が急に変わる。キラキラする美少女の笑顔をもう少し見たかったが、走そう馬ま灯とうだからしかたがない。




　アトリエのような画材が並ぶ部屋。そこに美少女が椅子に座ってじっとしている。じっと俺の方を見て微笑ほほえんでいる。俺はこの美少女をモデルに絵を描いている。

「師父せんせい。できましたか？」

　そのとき向けられた美少女の笑顔が、俺の心をくまなく満たしていくようであった。

　俺は美少女の質問に首を振る。絵はまだまだ完成しない。完成したら、美少女といられる時間がなくなってしまうから、あえてゆっくり描いている。そんな感じだ。




　そうそう。思い出した。

　俺は美少女に『師父せんせい。師父せんせい』と呼ばれ、それはそれは充実した人生を送った──ことなんてねぇええええええええええええええええええッ！

　俺は高校に入ったばっかりだし、先生じゃないし、こんな美少女と会話したこともねぇし、こんな優しい眼まな差ざしをもらったことすらねぇよ。

　女の子に笑顔をもらったのは、電気街で迷子になりかけてたときに美少女に話しかけられて、絵を売りつけられそうになった時だけだよ。なんとか断ったらゴミを見るような目で見られたよッ。

　俺に対して無邪気な笑顔を向けてくれる美少女なんて、これまでの人生で一人もいない！

　こんな胸を張れないことだけは、胸を張って言えるッ！

　断言できるッ！　これ、俺の走そう馬ま灯とうじゃねぇッ！

　俺、こんな素敵な人生送ってないぞ。誰だよ、師父せんせいって。

　人生というものが思い通りにいかない、ってのは、いやというほどわかったけど、死ぬ時くらい俺の走そう馬ま灯とうを見せてくれよ。何が悲しくて死ぬときにすら他人の走そう馬ま灯とうを見なくちゃいけないんだよ。返せよ、俺の走そう馬ま灯とう。

　最近の辛い思い出だけをリプレイされても困るけど、小さい頃は多少は楽しいことだってあったよ。ピカピカの泥団子を作ったりさ。って、楽しい思い出を思い出すときに真っ先に思い出すのがピカピカの泥団子ってのもどうかと思うけど。

　それでも、人生のフィナーレを迎えようとしているときに、他人の走そう馬ま灯とうを見せるってのはあんまりじゃねぇの？　てか『師父せんせい』の人生、羨うらやましすぎだろ。美少女独り占めしてよぅ。俺もそんな人生を送りたかったよぉッ。

　そんな文句を頭のなかで絶叫しているうちに、この他人の走そう馬ま灯とうは失われてしまった。

　映像のようなものの一ひと欠片かけらもない、無む音おん無む明みようの世界が広がっている。

　とうとう死んだな、俺。

　そう悟りかけた時だった。

　紫の妖しい閃せん光こうと、耳をつんざく激しい轟ごう音おん。

　無む音おん無む明みようとは正反対の、これらの現象の出しゆつ来たいが、俺の意識を現実に戻した。

　閃せん光こうと轟ごう音おんが駆け抜けていったのは、薄暗い廃ビルのフロア。

（そうだ。俺、ゴーレムを作っていたんだった）

　先ほどまであたりに満ちていた霧が薄らぎ始め、魔法陣の中心に横たわるモノの影が見えてきた。

「うまく、いったのか……」

　血と魔力を消耗した俺は、著いちじるしい疲労感と倦けん怠たい感かんで重くなった体をよろめかせながら、特殊粘土のあったところに近寄った。粘土は形を変えて、人の形を成していた。

　一いつ糸し纏まとわぬ少女が横になって膝ひざを抱えている。

　人形は、手で触れるのも憚はばかられる雰囲気を醸かもしていた。薄茶色の長い髪に隠れた顔を見ようと、俺は立ち位置を変えた。

　人形の顔は、俺の予想を遥はるかに超えるほど美しく、間近で見ているだけでやましい事をしているような錯覚に陥った。

　目を閉じたまま呼吸している、この少女の姿を見て人形と思うものはいないだろう。『人の形にある程度出来ていれば、人形の顔やボディは後で自分好みに修正すればいい』くらいに思っていたが、その必要はなかった。何を足すことも引くことも許されないほど完璧な出で来き栄ばえで、いまだかつてこの少女以上に美しい人間を見たことがなかった。
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　いや、見たことがある。

　先ほど見た！　他人の走そう馬ま灯とうの中で！

　なるほど、それで合点がゆく。全くの他人の走そう馬ま灯とうではなかったのだ。

　あれは、魂こん魄ぱくを捕まえる過程で起きるという、魂こん魄ぱくの記憶の流入だろう。

「それにしても俺が作ったとは思えないな」

　術が成功したという、魔術師としての純粋な喜びは、この美しい人形を自分の欲のおもむくまま、あんな事やこんな事をするのに使えるぞというドス黒い悦よろこびで塗り潰された。

　もし俺が絵を描くなら、行儀よく椅子に座らせたりなんかせず、素直で従順な彼女にあられもないポーズをさせてやろう。

　この美少女の笑顔を独り占めだッ。俺の心を撃ち抜いたあの笑顔。

　いや、笑顔どころではない。さっきの走そう馬ま灯とうでは見られなかった、あんなことやこんなことをして、彼女が親にも見せたことない悦えつ楽らくの顔を俺に向けさせてやるっ。

　万が一、喋しやべれるような高性能なゴーレムなら必ず俺のことを『師父せんせい』って呼ばせて侍はべらせてやる。

「フフッ。フフフッ」

　乾いた笑い声が口から漏れた。そして、悔しさで目が少し潤うるんだのを感じた。

　人形に手を出してしまった。

　人間にモテたかった。

　モテるはずだった。

　モテなければならなかった。

　なのに全くモテなかった。

　そして、モテなさすぎた俺は、とうとう人形に手を出してしまったのだ。

　この完璧なルックスの人形を創りだした俺は、ふと思う。

（どうするんだ、保管場所……）














　第一章　リア充じゆうが爆発するのを見たことないが、俺の髪型が爆発してるのは毎日見てる









　中学時代、全くモテることなかった俺は、きっと高校に入れば、全てがリセットされて流れが変わると思っていた。流れが変わるどころではない。俺には魔術がある。中学の時とは違う。俺は魔術師になったのだ。魔術師は現代における貴族のようなものだ。チヤホヤされてしかるべき身分。そう、俺はチヤホヤされるべき魔術師様なのだ。

　魔術の素質が見つかったのは、中三の冬休み。妹がブラジャーを買ったという情報を漏れ聞いた俺は、妹の部屋に侵入し物色。見つけたブラジャーを頭に装着してウヒャウヒャと遊んでいたところを、妹に発見されてしまった。妹は怒り狂い「バカ兄！」と俺に殴なぐりかかったが、妹の拳こぶしは俺の体には届かなかった。俺と妹の間には透明な壁のようなものができていた。妹は再度俺を殴ろうとしたが無為に終わった。『魔術師に対して一般人は有形力を行使できない』という原理原則を思い出したのか、妹は母親のいるキッチンへ走った。その後検査を受けて土属性の魔術師と判定された俺を、父母は妹と一緒に赤飯で祝った。

　魔術協会に魔術師として登録し、師事する師匠を決めると、鮮血のように紅あかい魔石の宝玉を授与された。

　魔術師の素質によって与えられる宝玉の色は異なるという。ちなみに俺の貰もらった赤系は下の方のランクだそうだ。残念なことだ。

　それでも魔術師の端くれとなって、宝玉の輝きと同じくらい、そのときの俺はキラキラと輝いていたし、こんな素敵な宝玉を見るたび、お爺じいさんにジェルタースオリジナルを与えられた孫みたいに特別な存在なのだと感じ、宝玉にジェルタースという飴あめの名前をつけさえした。

　その後、俺は、中堅どころの魔術高校に滑りこんだ。魔術高校は複数あるが、願書の受付が締め切られていたり、筆記試験が難しすぎたりして、入れたのがそこしかなかった。

　入学式を待つばかりの三月中、ペンダントにした紅あかい宝玉〝ジェルタース〟を眺めながら、限りない妄想に明け暮れていた。

──美少女たちに囲まれる俺。

「泥どろヶが崎さきくん、魔術師だなんて、かっこいい」「きゃー。素敵」「そんなに見ないで、妊娠しちゃう」そう言われて、「そ、そんなことないよ。ち、ちょっと魔術ができるだけだよ。見ただけで孕はらませる魔術はないよ、安心したまえ、デュフフ」前髪をかきあげながら返答する俺。夢想の中ですら少し吃どもってしまう自分に辟へき易えきとするも、

（いや、欠点のない美人より、むしろ欠点があるアイドルの方が活躍するものだ）

　と、自分の欠点すらモテ要素になるかのように考えていた。

　サブマシンガンを持って教室に乱入してきた暴漢を魔術で撃退し、クラスメイトの命を守る俺。そして、一年生ながら生徒会長に祭り上げられ、美少女な役員たちに囲まれて過ごす生徒会室は、たちまち俺のハーレムと化す。

　歴代の生徒会長たちが手を焼いて山積していた仕事をテキパキとこなす俺。そんな俺をうっとり見つめる美少女たち。でも、そんなデキる俺ですら頭を悩ませる問題がある。

　俺の寵ちよう愛あいを受けすぎた美少女が、他の女の子から暗に明に嫌がらせを受けているのだ。モテる俺よ、なんと罪深い。微笑ほほえみすら罪となる。一人の女の子にこだわってはいけない。そんなこと百も承知していたが、神こう々ごうしいほど美しく、そして性格もいい女の子に「泥どろヶが崎さきくんがそばに居てくれれば他に何もいらない」なんて決死の求愛をされて、どうして断ることができるだろう。俺と美少女は付き合うことになり、具体的な方法は全く何ら思い付かないが、なんやかんやで彼女と他の女の子たちとの間に横たわる確かく執しつも、俺が快刀乱麻を断つようにすっきり解決し、生徒会は大団円を迎える──。

　妄想の舞台は、学校生活だけに留まらない。美少女と過ごす、甘くこってりと濃厚な私生活も数えきれぬほど妄想した。ときおり妄想が暴走し、ただれた生活に浸りきった俺は幾度か破滅の道を歩んだりした。無論、破滅を回避するシミュレーションも怠おこたらなかった。

　さすがに、こういった妄想は行き過ぎているのではないか、と自分でも思わないでもなかった。自分の持つ力と運を最大限活かしきった場合の最高の結果であり、運という不確定な要素がある以上、期待し過ぎはダメだと自戒。自分の謙虚さに自うぬ惚ぼれてみたりした。

（それでも、一年に二人くらいは付き合えるだろう）

　と高校生活中に愛しあうだろう女の子の数を皮かわ算ざん用ようしたりと、つまり俺は、高校生活は完全に約束されたと信じていたのだった。

『ところが……』である。高校に入学してもう二ヶ月近く経たつというのに、俺の周りには女の子はおろか、男友だちすらいない。クラスメイトの誰とも言葉を交わすどころか視線すら合わすことなく下校する日も珍しくなかった。

　昼休みの教室。ぽつねんと席についていた俺の頭の中で二つの声がこだました。

（おかしい。このクラス、どうかしている。この魔術師の俺が一人ボッチだと……。これは夢だ。悪い夢を見ているんだ）

（おかしくて、どうかしているのはお前のほうだ。目を覚ませ。現実を見ろ）

　鍵穴から室内を覗のぞき込こむようにこっそり垣かい間ま見みた現実は、その僅わずかな姿ですら俺に絶望をもたらしたのだった。

（ここ、調ちよう和わ学院高校はマジックアカデミアの付属だ。魔術の使えない普通の生徒も多いが、魔術師の生徒も少なくない。魔術が使えることは魔術師の間ではなんらのアドバンテージにもならない。ルックスが優れているとか、頭がいいとか、スポーツができるとか、そういう付加価値がないとモテないに決まってるだろ）

　俺は自分の付加価値を探したが、見つからなかった。

（で、でも魔術が使えない一般人だって魔術師の女の子と楽しそうにしてるじゃないか。やっぱりこのクラスはおかしいよ）

（皆まで言わないと分からないか。では言ってやろう）

（や、やめてくれ、聞きたくない）

　俺は耳を塞ふさぎ、首を振った。

（よく聞け。現実を見るのだ。泥どろヶが崎さき洋ひろしよ、お前は、魔術師というアドバンテージを覆くつがえされるほど人格に魅力がないのだ）

　雷に打たれたようなショックで、プルプル震えた後、燃え尽きたように固まった。

「あいつ何固まってんの？　キモイ」

　クラスの誰かの嘲笑が俺を我に返らせた。

　気を取り直そうと廊下に出た俺は、同じく隣のクラスから出てきた赤茶の髪の男子生徒に出くわした。彼は宜ぎ野の座ざという魔術師で、女の子たちにクン付けで呼ばれながら追い回されているようであった。俺の理想のような高校生活を送っているにもかかわらず、面倒くさそうに女の子たちを避けようとしていた。俺の心はささくれ立ち、常時乱れている髪の毛はさらに逆立った。

　このモテ男宜ぎ野の座ざは、俺と違って魔術師として相当優秀らしかった。彼は、三月末に開かれた魔術師選抜トーナメントなるものに出場していた（ちなみに俺には招待の声は掛からなかった）。宜ぎ野の座ざは参加するだけでなく、エリート校の優勝候補筆頭をノックアウトしたという。その後の試合で途中棄権したそうだが、中堅魔術学校の生徒に似つかわしくないほどの力を持っているのは確かだった。

　宜ぎ野の座ざは一年生ながら生徒会長に他薦されたが「上級生を差し置いて、出すぎた真ま似ねはできない」と辞退していた。魔術師らしからぬ謙虚さが却かえってさらなる人気を彼に与えた。

　同じ魔術師なのにこれほどの違いが生まれたのはどうしてだろうか。

　実力の違いだけだろうか。入学式後のクラスの自己紹介を思い出す。

　俺の席の列は全員魔術師だった。どんな感じの自己紹介をすればいいか考えながら前の奴やつらの話を聞いていた。

──「風属性のソーサラーです」「オオッー」

──「聖なるエクソシストです」「オオッー」

　こういう流れだったので、得意な魔法の属性と仕事の内容を表す名称を言えばいいのだとすぐに分かった。『鋼はがねの錬金術師です』とジョークを放って笑いを取ろうと思ったけれども、前のやつが使ってしまい、俺のときには使えなかった。だから俺はシンプルに、

「どど、泥どろヶが崎さき洋ひろしです、つ、土属性の死し霊りよう術じゆつ師しです」

　と答えた。きっと普通に『オオッー』という歓声が上がると予想していたのに、返ってきた反応は「うわっ、きもっ」という声と、嫌けん悪お感かんを浮かべた数あま多たの表情だった。俺は頭が真っ白になって着席した。担任の先生は「お前ら、泥どろヶが崎さきがかわいそうだろう。そういうのはやめてやれ」と笑いながら生徒たちを注意したが、その注意の軽さがその後のクラスの俺への冷たい反応を助長した。

　後でわかったことだが、死し霊りよう術じゆつ師しには、仕事柄どうしても死体が必要なので事件事故が起きると喜ぶ不謹慎な連中が多い。それに、かつて墓をあばいて手に入れた死体を実験台としたり、戦中は死体を使役し、ときに爆破して攻撃するという強力だが嫌けん悪お感かんをもたらす術を多用したため、魔術師の業界では嫌われた職であった。

　俺が死し霊りよう術じゆつ師しを選んだのは、土属性の魔術師に最適なのは死し霊りよう術じゆつであるという書物を読んだからで、こんなに不人気だと知っていたら、死し霊りよう術じゆつ師しの門は叩たたかなかったし、死し霊りよう術じゆつの世界に骨を埋める誓約など立てはしなかった。師匠がやたらと俺のことを「今はまだ実感できないだろうが、お前は遅咲きの天才だ。将来楽しみ」だの「千年に一人の逸いつ材ざい」だの褒めそやしたが、それが弟子入りに来た俺を引き止めるための方便だと気づいた時にはもう遅かった。

　それでも、挽ばん回かいしようと周囲に話しかけようとした俺は、一生懸命会話しようとするほどに持ち前の吃どもりクセが出てしまい、盛大に空回りし続けて掘り進めた墓穴からは、もはや脱出不能になっていた。

　魔術も使えぬ一般人の生徒にちょっかいを掛けられ始めても、どう対処していいか、まごつくばかりだった。

　魔術師が現代の貴族と呼ばれる所以ゆえんは、一般人が魔術師に対し有害行為を行っても常時無害化できる能力を持っているからである。〝神の恩おん寵ちよう〟とも呼ばれるこの能力こそが魔術師の認定条件である。この見えない透明の膜のような防御能力は、相手が一般人であるかぎり対戦車砲であろうが、毒物であろうが、その全てから身体を守ってくれるのである。

　俺にちょっかいをかけてきた一般生徒は、俺にこの力があるのを逆手に取って、消しゴムのカスを俺に向けて投げてきたのだった。ケシカスはすべて俺の二センチ手前で弾はじかれ落ちた。鬱うつ陶とうしいが直接当たっていないのに怒るのもおかしい。ちょっと注意しようと立ち上がると、犯人の男子は、

「あれ、一般人相手に魔術使うの？　使っちゃうの？」

　と挑発してきた。この犯人たる一般生徒は、クラス内カースト一位と思われる魔術師真まつ狩かり経ヘテ郎ロの子分で、虎とらの威いを借かる狐きつねよろしく、親分の真まつ狩かり共とも々どもにやけた顔を俺に向けていた。

　実質魔術師同士の喧けん嘩かなので、決闘という解決手段がある。とはいえ、俺は基礎訓練の最中であり、攻性魔法の類は何一つ知らない。だから、決闘なんてものに踏み切れるわけがなかった。真まつ狩かりはおろか、一般の生徒にも何もできない俺はますますナメられ、貶おとしめられていった。

　おまけに、真まつ狩かり経ヘテ郎ロは、いじめっこにありがちな目め敏ざとさで俺が大事に胸にぶら下げていた宝玉〝ジェルタース〟を見つけて、

「おい、それ、宝玉じゃねぇか。俺にくーれーよ」

　とニヤニヤしながら俺の肩に手を置いてきた。

　宝玉はおいそれと他人に渡してよいものではない。ましてやタダでやるなんて論外だ。

「嫌だよ」

　と断ると、たまたま通りかかった一般の男子生徒を指さし、

「宝玉をくれたら、あいつを殴なぐらないでおいてやるのに」

　何を言っているのかわからなかった。真まつ狩かりが指差した男子生徒は、勉強はできるが一般人ゆえにクラスで目立たず、平穏無事に学校生活を送ることを願っていそうな生徒で、友達でもなんでもない、まともに話したこともない奴やつだった。

「そんなこと言われても、魔術協会から最初にもらう宝玉が大事なものだってことは知ってるだろ。あげられるわけないだろ」

　おれがそう言って断ると、

「そうかい。可か哀わい想そうに」

　そういうと、真まつ狩かりは、男子生徒の胸ぐらを摑つかむ。男子生徒の驚く顔が恐怖に変わる瞬間を見て真まつ狩かりはにやりと笑うと、男子生徒の腹を思いっきり殴った。生徒は床に倒れて、ウンウンと苦痛でもがいた。

　真まつ狩かりは、そのさまを見て、

「あーあ。泥どろヶが崎さきくんがケチだから、かわいそうなことになった」

　クラスの全員に聞こえるような大声でそういうと、笑いながら子分を連れて教室を出て行った。

　俺は、未いまだ腹を抱えて倒れている生徒を介かい抱ほうしようとしたが、その生徒に、

「そんなもの、真まつ狩かりにくれてやればいいじゃないか」

　と睨にらみつけられ、差し出した手も払われた。

　仮に俺が宝玉を泣く泣く献上したとしても、理不尽な要求がその後なくなるわけもなく、むしろエスカレートするだろうということは誰の目にも明らかなのに、どこにもそれを指摘してくれる者はいなかった。

　本来真まつ狩かりに向かうべき憎ぞう悪おが、恐怖ゆえに行き場を失い、低きに流れるように、力のない俺の方に向かっているようだった。

　他のクラスメイトも殴られた生徒と同じ様子で、『クラスメイトよりも宝玉を選んだ男』を見る目は、今までよりもさらに冷たくなった。




　こんな風に学校に居場所のない俺にも落ち着く所があった。師匠の死し霊りよう術じゆつ研究所である。

「お前、日に日に死し霊りよう術じゆつ師しっぽくなってるじゃないか」

　師匠は褒ほめるつもりなのだろうが、俺は日に日にやつれているだけである。師匠はいつも白衣を着ていて、死し霊りよう術じゆつ師しというよりも科学者にしかみえない。キセルから手を離さないヘビーな喫煙者であり、研究につぐ研究という不健康な生活をしている四十代の女性であるが、顔には皺しわ一つ無く、艶あでやかな長い黒髪には白髪一本混じっていない。やつれている俺のほうが年上に見えるかもしれないといえば少し言い過ぎかもしれないが、俺が「この人は姉である」と紹介しても疑う人はいないだろう。普段どんな研究をしているのかは教えてくれないが、不老不死の研究でもしているのではなかろうか。

　不人気職ゆえ、弟子は俺一人だけだ。他にいるのは師匠が使役するゴーレムだけである。やたら筋肉質なゴーレムが二体いる。せめてメイド服着た美少女だったらいいのに。むくつけきマッチョなゴーレムで目の保養にもならない。

　師匠は土属性の魔術師として超一流と認められた人だ。ただ、教え方が一流かどうかは不明だ。かっこ良く敵を倒す方法とか、そういうのは全く教えてくれない。

　その代わりに、単調な基礎訓練ばかりする。無数に穴の開けられた壁を魔術で塞ふさいでいく訓練とか。宝石の構成をスキャンして、見た目が似た偽物イミテーシヨンを作る訓練とか。

「こんなのなんの役に立つんだという顔をしているな」

　その通り。俺を左さ官かん業ぎようか宝石鑑定士にでもするつもりだろうか。

「もちろん、これを使って稼かせいでもらう」

　師匠は俺の前に土建業の求人チラシを広げた。

「稼いだ金の一割をくれてやろう」

「奴隷だ！　社畜とかじゃない。奴隷だ！」

「嫌なら贋にせの宝石を貴金属買取業者に売って騙だましてこい。近年は宝石が値上がりしているらしいからな」

「犯罪じゃないですか。ここは非合法組織ですか。悪の秘密結社ですか」

　ゴーレム二体が「イー」とか言い始めた。

「ゴーレムに何言わせてるんですか」

「冗談だ。でもな、こういう単調な基礎訓練が魔術師としての地力をつけてくれるんだ」

　そう言われても。『友情・努力・勝利』は男のロマンだけど、なぜに一番不人気の『努力』だけを俺に課すのか。おまけに努力の先に友情や勝利も見えない。

　とはいえ、努力の賜たま物ものか、日を追うごとに俺の修繕スピードと精度は上がった。近所にある壁におっぱいの形をしたホールドを無数に作ってはボルダリングしたり、本物を凌りよう駕がするほどの輝きを放つ偽物イミテーシヨンを作れるようになったりした。

　ある日、俺の修行が脱線していく様子のを見かねたのか、師匠が、

「基礎訓練も飽きた頃だろう。もうそろそろ、マシな魔術でもするか」

　と言い始めた。

「あ、ホントですか」

「キミ、何かやりたいことあるか？」

「うーん、そうですね」

　なんとなく室内を見回す。二体のゴーレムが棺かん桶おけを運んでいるのが見えた。師匠のゴーレム『運うん慶けいくん』と『快かい慶けいくん』である。仏師の名前が付いているが、仁に王おう像ぞうのような見た目で、重いものを運ぶ仕事を与えると喜ぶ、変わった性格のゴーレムであった。

「あれ、何運んでるんですか」

「ん？　ああ、死体だよ。実験に使うんだ。まあ、お前には死体を扱うのは荷が重いか」

「そんなことはないです。死体なんて所しよ詮せんはモノです」

「なかなか威勢がいいじゃないか。だが背伸びはあまりしない方がいい。痛い目にあうぞ」

（背伸びなんかしてない……）

　死し霊りよう術じゆつ師しの本には無残な遺体写真が多数載っている。猟りよう奇き犯罪の被害者、捜査機関による非人道的拷問、ゾンビの経年変化の図など、枚挙にいとまがない。はじめはぎょっとしたけれども、学校に行き心が荒すさんでいくにつれ、今ではなんらの感情移入することなくページを捲めくれる。

　ただ、面白くもなんともない。運慶くんたちを見ている方がまだ面白みがある。

　棺かん桶おけを運び終えた運慶くん快慶くんは、彼らに与えられたフィットネスルームに戻り、運慶くんはバーベルを上げたり、快慶くんはゲームを始めたりしている。

「恋愛シミュレーションゲームか。これ脱がすまでに半年かかるでしょ。よくやるね」

　超リアル系と言われるゲームで、これまでのゲームと違いヒロインがなかなか落とせないことで有名で、そのためオタクからの評価はとても低い。しかし、平均半年はかかると言われるヒロインを五ヶ月で落としたことのある俺は、上から目線で、快慶くんの様子を見ていた。

　シーンはヒロインと初デートするところまで進んでいた。

「ここまで来てたか。でもこっからが長いんだよな」

　主人公が約束の三十分前に待ち合わせ場所に到着するとすでにヒロインがいて、

『待った？』『全然、いま来たところ』

　という会話が表示されていた。

「あいかわらず、ありきたりだな」

　しかし、次の選択肢が出てきて、驚かせる。

『唇を奪いますか。１イエス、２ノー』

「当然ノーでしょ。出会ってすぐキスなんてしたら好感度劇下がりだし」

　俺はそうつぶやいたが、快慶くんは迷わずイエスを押した。

　所詮ゴーレムだからボタン連打しかできないんだろうと思っていたが、結果は好感度ゲージが急上昇していた。

「なんだよ、それ。おかしいだろ」

「オカシクハナイ。コノヒロインハ看護学校ノ学生デイソガシイ。イソガシイノニ約束ノ時間ヨリ早ク来タ。スデニ脈アリ。主人公イケメン。ナラ勝負ハ初メカラツイテイル」

「なん……だと……」

「アト、現代ノ女ニトッテ、キスハソンナニ特別視スルコトジャナイ。キスヲ神聖視スルノハモテナイ男ドモノ幻想」

　快かい慶けいくんの解説に愕がく然ぜんとしているうちに、ゲームの場面はいつの間にかホテルの中に変わり、ヒロインの嬌きよう声せいが聞こえてきていた。いつの間にやらヒロインを攻略していたのである。

　その後も次から次へと様々なヒロインを攻略していく快慶くんの様子を呆ぼう然ぜんと見ているしかなかった。

　何たる凄すご腕うで。数あま多たのオタクたちが攻略できなかった女の子を次から次へと。このゴーレム、女心、いや女の体の隅すみまで知り尽くしているのではないか。もはやエロシーンなんて興味が無いという風に場面をスキップしている。

　そこだけはもっとゆっくり俺に見せてほしいのに。

　そう声を大にして言いたかったが、師匠がそばにいるので自じ重ちようする。

「そういえば、運うん慶けいくんと快慶くんって、どうやって作ったんですか。なんか普通のゴーレムと違って個性があるっていうか、俺のイメージしてたのと違うんですけど」

「一体どんなイメージだ？」

「ゴーレムって、土の塊で、表情もなくて、単純作業しかできない、みたいな」

「そういうのもあるが、時代遅れだな。今は、ゴーレムでもある程度知性も与えられるし、身体的個性も与えられる。たとえば、あいつらには、高学歴ボディビルダーの魂こん魄ぱくを仕込んである。だから、体を鍛きたえる作業が好きだし、経理の仕事だってやらせようと思えばできる。肉体的特徴もそこから派生してあんなふうになっている。顔の方は私の趣味に合うよう多少いじったがな」

（仁に王おう像ぞうの顔が趣味なのかよ）

　世の中変わった趣味の人間がいるもんだなぁ、としみじみ思う。

「魂が入ってるなら、もう人間みたいなものですよね。奴隷にするなんて良心は痛みませんか」

「人間を奴隷にしても良心は全然痛まないからなッ」

　あ、俺、やばいところに来てしまったようだ。

「ただ、気になる奴やつは気になるだろうな。人間の定義をどうするか、という難しい問題になるが、広く捉えるならゴーレムも人間に限りなく近い存在になるな。だが一度煉れん獄ごくに曝さらされた魂は漂白されて、生きていた頃あった記憶や意志はほぼ絶無だ。彼らだって、煉れん獄ごくの苦しみよりもここで私に使役されている方がはるかに楽なはずだ。ここを見ろ」

　師匠は急にシャツのボタンを外しだした。

「ダメです師匠。こんなところで。あくまで俺たちは師匠と弟子の関係で、それ以上は」

　俺は遠慮するように目をつぶった。ふりをして少し薄目で胸の谷間を見る。

「何を勘違いしている。薄目じゃなくてちゃんと見ろ」

　命令だから仕方なく師匠のおっぱいをガン見した。胸に刺青いれずみのようなものが入れられている。若干興ざめである。

「これは運うん慶けいに封入されている魂の真ま名な『ルカ』だ。ゴーレムとマスターの真の信頼で結ばれると真名がマスターの体に浮き出る。ちなみに快かい慶けいくんの真名は『マルコ』だ」

　師匠は今度はスカートをまくり、太ももを見せた。そこにも刺青のような印があった。

「ゴーレムとの信頼……ですか」

　俺の場合、人間ともまともに信頼関係を結べないのに、ゴーレムとなんて無理に決まっている。魔力で無理やり使役するほかないだろう。

「そんなに堅苦しく考える必要はない。ま、死体のことにしろゴーレムのことにしろ、なかなかすぐに割り切るのはできないかもな。じっくり悩なやみ給たまえ、少年」

　師匠は、俺の背中をぽんと叩たたいた。

「今度どんな魔術で何がしたいか考えるのは宿題にしておこう」

『宿題』という単語が出てくることは、その日の訓練が終わったことを意味した。




　外に出ると傘をさすまでもない霧きり雨さめが降っていて、歩ほを進めるにつれ徐々に髪の毛が膨らんでいくのを感じた。

　男女が寄り添いながら向かって歩いてきた。俺とすれ違いざま、「何あれ、頭超ぼさぼさ。ウケる」と俺の髪型を辻つじ斬ぎりのようにけなして通り過ぎていった。

　頭が気になって窓ガラスで髪型を整えようとしていたら、中のファミレスにいた高校生の男女の集団に指をさされて笑われた。俺は慌あわてて窓ガラスを曇りガラスに変えて逃げた。

　俺は人を避けようと狭い路地に入る。その路地がラブホテル街につながっていると気づいた時にはすでにカップル二組に前後とも挟まれて、追いぬくことも引き返すこともできず、ノロノロといちゃつく男女が「雨宿りをしていこう」等と言ってラブホに吸い込まれていくのを見ながら歩かねばならなかった。俺も雨宿りしたいところだが、男一人ラブホに入っても、ただのデリヘル利用者でしかない。

　それから駅まで無意識で歩いたらしく、気が付くと駅のホームにいた。この世界は薄情で、俺の味方なんて一人もいないような気がした。

『世界が俺を嫌うなら、俺が世界を嫌っても当然だろう』というような暗あん澹たんたる気持ちで、予定時刻を過ぎても来ない電車を待っていると、女性が呼びかけてきていた。俺に対する呼びかけであると気づくまで少し時間がかかった。声の主は、資料の入ったトートバッグを二つも持った、大学生風の女性だった。黒髪の、清せい楚そそうな背の低い人だった。どうせ新興宗教の勧誘員か、印刷した絵を高く売りつけてくるエウリアンだろう、と冷たい視線を向けた。

「大丈夫ですか。顔色悪いですよ。死んじゃダメですよ！」

　どうも俺が飛び込み自殺しようとしていると勘違いしたらしい。久しぶりに遭遇するやさしい気遣いがそこはかとなく嬉うれしかった。軽く恋愛の情を抱いた。モテなさすぎる人間の性さがで恋に落ちるのがすこぶる早い。

「ありがとう。でも大丈夫です」

　俺はぎこちなく笑った。

「心配事あるなら、話聞くよ。わたし大学でカウンセリングの勉強してるんだ」

　俺は「迷惑かけるから」と少し渋しぶったが「話せばすっきりするよ」という女子大生の言に甘えることにした。

　俺が死し霊りよう術じゆつ師しであることは隠しつつ、ただクラスに馴な染じめないことを明かすと、

「大変だったねぇ」

　そう言ってもらえるだけで少し泣きそうになり、女子大生にさらに惚ほれた。

「でも君、顔のパーツパーツは悪くないんだから、眉毛を整えて、髪型を何とかすれば意外とモテるかもよ」

　俺の顔が少し発熱した。女子大生を直視できなくなっていた。

「ホントですか」

「トイプードルって犬がいてね、昔は全然人気がなかったんだけど、テディベアみたいなカットにしたら急に人気が出たんだって」

　人間での事例はないのか、と言いかけたが、話の腰を折ることはしたくなく、ただもっと話がしたかった。

「でも俺高校だけじゃなくて、中学の頃から──」

　俺が調子づいて話を始めようとした時、女子大生は遠くへ向いて「あ、タカシ……」とつぶやいた。俺はタカシではない。ヒロシである。泥どろヶが崎さき洋ひろしである。

　女子大生の視線の先には、茶髪のおしゃれな服装のカッコイイ男がいた。モデルのように手足の長い男だった。

　その男は「よう、マサミ。久しぶり」と手を上げながら近づいてきた。

　女子大生は、うっとりした目で男と話を始めた。誰がどう見ても俺は邪魔者だった。

「なあ、俺たち、やり直せないか」

「……うん。いいよ。でももう浮うわ気きしないで……」

「当たり前だろ。もうあんなことはしない」

　女子大生は泣きながら男の胸へと飛び込んだ。目の前の二人は、二人だけの世界に入っていた。

（カウンセリングどこ行った）

　俺は何も言わずに、やってきた電車に飛び込んだ。

　無論、車内に。

　忌いまわしき人身事故など起こしてなるものか。

　電車が動き出し、ホームでいつまでも抱き合う男女の姿が流れ消えても、車窓は、白眼を釣り上げた俺の姿を映し続けていた。これだから電車通学は嫌なんだ。

　電車で通学する魔術師の生徒というのは少ない。魔術師の生徒連中のほとんどが寮で楽しそうに生活している。一方俺は、寮に入るほどでもない距離に実家があった。ただ、通学に三時間以上かかる残念な場所にあり、俺に友だちがいない遠因となっていた。

　家の鍵を回し「ただいま」と言っても返事はない。屍しかばねのように生気のない暗い室内に明かりを灯ともす。母と妹は転勤した父のところに行っており、家には誰もいなかった。台所のシンクには放置した食器が溜たまり、洗濯物も、堆うずたかい山になっていた。親のありがたみを感じる。

　寂しい現実からの逃避からか、惰性からか、俺は自室に隠してあるエロ本を取り出した。

　今の心情では、無む惨ざんな遺体の写真を見るとき同様、妖よう艶えんな肢し体たいを見ても何らの感情も喚起されないだろうと思ったが、不ふ肖しような息子だけは元気に伸び伸びしていた。『親の心、子知らず』とはこのことだろう。

　エロ本をベッドの下に戻し、その流れでベッドに潜り込む。早く寝てしまおうと思ったが、寝て起きたら、また寂しい一日が始まるのかと思うと眠ることさえ辛かった。せめて誰かと気軽に話せたらと思ううち、

（話し相手になるゴーレムを作りたい）

　とふと思った。女の子と話したい。

──ゴーレムを作ってどうするんだ。話を聞いてもらうだけか。

　先程のエロ本に載っていたラブドールの広告が頭によぎった。話をするだけ？　ご冗談を。

──それに、家事もしてくれたり？

（そうそう。面倒くさいことも文句言わずに、喜んでしてくれる、みたいな）

──新婚の夫婦みたいだな

（ああ、そんな感じなのがいい）

　掛かけ布ぶ団とんを丸めて抱きしめる。

（そんな感じなのがいい……）




　翌日、さっそく死し霊りよう術じゆつ師しの師匠に相談をした。

「何？　『人間と見間違うほど精巧なゴーレム』だって？」

　研究所内の談話室のソファで寛くつろいでいた師匠は怪け訝げんそうに俺の顔を見た。

「ええ、できれば、皮膚も人間に近い感じのやつを作りたいんですが」

「皮膚にも色々ある。今にも剝はがれそうな老人の皮膚でいいなら、術式をいじるだけでいい。しっとりとした赤ん坊のような肌がいいなら、それ相応の高級な材料も必要だが。いずれにしても技術的には簡単だ」

　俺は思わず、よっしゃ、と小さくガッツポーズした。

「一体なんでそんなに肌の質感にこだわる？」

　師匠は、細いキセルに口をつけた。

「けけけ、決していかがわしいことに使おうなんて、これっぽっちも、かかか考えてません、ままま魔術師たるもの細部にまでこだわるべきというか、『細部に神が宿る』というじゃないですか、それですよ、それ」

「神が宿れば、さぞや魔術師冥みよう利りに尽きるだろうな」

　師匠は、気けだるそうに口から紫し煙えんを吐いた。

「ほとほと、お前は死し霊りよう術じゆつ師しに向いている。知っているか。もともと何のために死し霊りよう術じゆつが生まれたか？」

「いえ、全く」

「死んだ恋人を復活させるためだよ。それがゾンビ作成の嚆こう矢しとなったのさ」

「へぇ。死んだ人を蘇よみがえらせるなんて、なんだかロマンチックですね」

「なにがロマンチックだ。性欲のはけ口にするつもりだったに決まってるだろう。姿形は恋人でも、肝心の魂は別物なのを作ったんだからな。おまけにそのゾンビは他の男に走り、怒った魔術師はゾンビを間男ごと一緒に爆殺しましたとさ。めでたし、めでたし」

「全然めでたくないですよ」

「お陰で死し霊りよう術じゆつ発展の扉が開けたんだ。めでたいことだろう。強欲、傲ごう慢まん、むっつり。これが死し霊りよう術じゆつ師しの三大特質だ」

「むっつり？」

「お前もそうだろう」

「そんなことは……」

　語尾は濁した。

「お前は強欲だから、一番性能のいいゴーレムを求める。お前は傲慢だから、一番難しい魔法だとしても大丈夫だと過信する。お前はむっつりだから、仮に成功してもまともなことには使わない」

　俺は、無意識に視線をそらした。師匠は続ける。

「死し霊りよう術じゆつ師しの死因第一位は、高性能ゴーレム作成中の事故だ。ろくでもないものを作るために大事な大事な弟子を簡単に失うわけにはいかないからな。あとはわかるな」

　師匠は虚こ空くうを見つめたきり、口を閉ざした。俺好みのゴーレム嫁よめを作りたいという夢は露つゆと消えたように思えた。

（よく考えてみたら、こんな恥ずかしいことよく師匠に言えたよな。こんな馬鹿な俺を大事に思ってくれるなんて、俺にはもったいないほどいい師匠に出会えたんだな。死し霊りよう術じゆつ師しになって悪いことばかりじゃないんだな……）

　そう思った時だった。部屋に運うん慶けいくん快かい慶けいくんが、入ってきて、

「シタイ……カズガタリナイ……」「ジッケン……デキナイ……」

　と片言で報告した。師匠は、ガバっと立ち上がり、

「なんだと……そんなバカな。何度も確認してから注文しておいたはずだ」

　師匠は研究室に走っていった後、よろめきながら俺のいた部屋に戻ってきた。

「ありえん。棺かん桶おけに狗いぬの肉が詰められてた。クッ。大事な実験のために割高な業者に頼んでこのザマか。バカ正直にきちんと代金を払ったというのに」

「正直者がバカを見ることはよくあります」

　うなだれている師匠を俺が慰なぐさめると、

「やはり、いつもの業者にいつものように偽にせ札さつで支払っておけばよかった！」

「どこが正直者だ！　むしろバチが当たったんだよ！」

「だって、おかしくないか？　いつも騙だましてる業者からいい死体が届くなら、ちゃんと現金払った業者からは、もっと素晴らしい死体が届くはずだろう。なのに！　絶対おかしいよ」

「おかしいよ。あんたの頭がおかしいよ！」

「正常と異常の境目なぞ誰が決められようか」

　虚こ空くうを見つめながら、柄がらにもなく哲学的なこと言い始めた。いよいよ狂い始めたか？

「師匠。大丈夫ですか？　しっかりしてください。死体なんて病院とか行けば、いくらでも手に入るでしょう？」

　師匠は弱々しく首を振った。

「一般人の死体なんてお呼びでないんだよ。私の研究には魔術師の死体が必要なんだ。あぁ、なんてことだ。私の予定が狂ってしまう。あの星の並びを逃したら、次は十年は待たないといけなくなるのに。あぁどこかに死体、魔術師の死体落ちてないかな～」

「魔術師の死体なんてしばらくしたらまた手に入りますよ」

　俺が慰めようと楽観的に言ったが師匠は応えることなく、じっとしゃがみこんだまま、「魔術師の死体、魔術師の死体」と繰り返しつぶやいたあと、

「今日はもう帰ってくれ、一人でいたい」

　ゴーレムに担かつぎあげられ追い出された俺は、虚むなしく帰路についた。その日からしばらく、師匠は自分の実験室に籠こもったきり出てこなくなった。




　ゴーレムで嫁よめを作るという夢は一度は潰ついえたが、すぐにゾンビのごとく蘇よみがえった。

　寂しい夜にはまだ見ぬゴーレム嫁よめを想像し、学校でつらい思いをした時にはゴーレムについての魔術書を読んで気を紛らわせた。時々エロ本も読んだ。

　魔術書によると、高性能ゴーレムを作るのに必要なのは、術者の【血液】、体の【素材】、そして魂こん魄ぱくを煉れん獄ごくから呼ぶ【触しよく媒ばい】である。

　魔法陣を描くために使う血は毎日少しずつ抜いて透明な血液パックに貯めている。血を抜くことは死し霊りよう術じゆつ師しの嗜たしなみみたいなもので、ゴーレムを作ろうと思う前からしていることでもある。体液を抜くのには慣れている。

　ゴーレムの肉体を形成する特殊な素材については、とある使い捨てのオナホの素材と同一だったので、とりあえずアダルトショップへそのオナホを調達しに出向いたが、残念ながらオナホはどこの店も品薄だった。

　お店の人曰いわく「最近すごい勢いで大量にお買い上げになるお客さん」がいらっしゃるそうだ。

「とんでもない豪ごうの者、いや業ごうの者がこの町にいるんだな……」

　世界は広い。未知なる変態がひっそりと蠢うごめいていると思うとおそろしい。

　無駄とわかりつつ今日わずかに入荷したというオナホを一つ買い、決して無駄にはしないと心に決める。

　一晩たち色々すっきりしてから考えると、研究所の倉庫に目的の素材が眠っていたのを思い出した。灯とう台だい下もと暗くらしとはまさにこの事。オナホが役に立ったのである。倉庫のチェックは俺の役目だったので、勝手に拝借してもしばらくはバレないだろう。そんな風ふうにして素材を入手することはできた。

　着々と進んでいるかに見えた〝ゴーレム嫁よめ製造計画〟だったが、絶望的に困難な壁がその進しん捗ちよくを阻はばんでいた。魔術師の魂こん魄ぱくを呼び込むための【触しよく媒ばい】を入手できそうにないのだ。

　触媒という字をノートに無意識に幾つも書く。女へんに某ぼう。某ぼう女じよを触ると書いて触媒。女とつくだけでもうムラムラしそうなほど欲求が溜たまっていた。これほど渇かつ望ぼうしても手に入らない。

（あれか？　女と付くものは一切手に入らない呪いでもかかってるのか、俺）

　煉れん獄ごくで漂白されて意志の力を失った一般人の魂ですら触媒なしに素材へ封入できない。高性能ゴーレムを作るためには聖遺物レリキアや高価な魔道具などの高級な触媒が必要なのだ。

　ゴーレム制作の失敗は『死』を意味する。それでも挑戦したいという強い欲望が俺の中を蠢うごめいていて、その自殺願望にも近い欲求を押しとどめていたのが、触媒が入手できないという事実であった。俺が買える触媒など、二酸化マンガンくらいなものだ。

　ところが、ある日、そのゴーレム制作に必要な触媒が俺のところに舞い込んできたのだった。むろん、二酸化マンガンなどではない。魔術師業界でいうところの、触媒だ。




　その日は忘れもしない。その日は血を抜きすぎて朝から頭がふらついていた。おまけに

（オナホ固定して腰を振るなんて無茶するんじゃなかった。腰が痛い。今夜は控えておこう）

　体育の時間もぼんやりとしていた。試合形式のバスケだったが、どうせ俺にはパスは来ないから、と油断していたところに、顔面へパスがやってきたのだ。あえなく脳のう震しん盪とうを起こした俺は、保健室で目を覚ました。保健医の姿はなかったが、隣のベッドにはカーテンが引かれていた。

　隣のベッドから

「うぅ～。ぐぉおお」

　人とは思えない唸うなり声ごえが聞こえた。このただならぬ唸うなり声ごえの合間に、女の子の声で

「どうして今日に限って……このままじゃバレちゃう」

　というすすり泣く声もした。俺は、何事かと隣のベッドを遮しや蔽へいしていたカーテンをめくり、中を覗のぞいた。ショートカットの小柄な女の子が怯おびえた顔で、腕が長くなり毛深くなっていくのを手で抑えようとしていた。

「お願い見ないで」

「お、お前、もしかして、人じん狼ろう……」

　人じん狼ろうとは、普段は人の姿をしているが本質は狼おおかみの顔をした怪物である。性格は狡こう猾かつで獰どう猛もう。人を欺あざむき、そして人肉をよく嗜たしなんだので古来より人々に嫌われつづけた存在である。

「人の肉か血があれば、元に戻るの……いつもはちゃんと持ってるのに、今日に限って忘れてきたの……」

　女の子の腕は鋭い鉤かぎ爪づめをもつ人じん狼ろうのものと化し、掛かけ布ぶ団とんに隠れた下か肢しも、人のものとは思えぬほど長くなって盛り上がっていた。俺が傍そばを離れようとすると

「お願い、誰も呼ばないで。バレたら、私生きていけない」

「大丈夫。誰にも言わない。ちょっと俺の血を取ってくるだけだ」

　俺は急いで俺の荷物が入っているロッカーから、貯めていた血液パックを取り出し保健室に駆け込んだ。戻ってきたとき、女の子は毛深い人じん狼ろうの姿となっていて、獲物を見るような眼まな差ざしを俺に向けてきた。

「これを飲め！」

　投げ渡した血液パックは、まるで完熟トマトのように片手で絞られ、人じん狼ろうの大きな口へ注がれていった。俺の血を荒々しく飲み干した人じん狼ろうは縮み始め、再び少女の姿へと戻っていった。

「だ、大丈夫か？」

「ありがとう。本当に助かりました。それにおいしかった。シーツに少しこぼしちゃってもったいないね」

　女の子はシーツの血を絞ろうとしたが無駄に終わった。

「それにしても普段から血を持ち歩いてるなんて、なんて素晴らしい。献血テロリストですか？」

「なんだよ、献血テロリストって。ただの魔術師だよ。血を持ち歩くなんて妙みようなことをするのは魔術師だけだろう」

「驚いた！　魔術師だなんて！　童貞顔だからてっきり献血テロリストだと思ったわ」

「なんで童貞顔なら、献血テロリストなんだよ」

「献血するとき、『最近セックスはしましたか？』って恥ずかしいことを聞かれることなく、心置きなく献血しに行けそうでしょ？」

　え、献血するとき、みんなそんなこと聞かれてるの……。聞かれたことねぇよ。童貞顔ってなんだ？　結局献血テロリストの意味もわからない。

「魔術師に優しくされるのは初めてだわ。こんなことってあるのね」

　人じん狼ろうの女の子は、涙をながすほど感動していた。

「でも、そんなことよりも……」

　俺は慌あわてた。女の子は、変身した時に服が破れ落ちたことに気が付かずに話そうとしていた。女の子は俺の様子を見てようやく自分の状況に気づき、そして、悲鳴を上げた。

　悲鳴を聞いて保健医と魔術教官の網走あばしり先生が駆けつける。

「悲鳴に着衣の乱れた女子生徒と、男子生徒。これは、重大事案だな」

　確かにどう見ても婦女暴行事案だった。

「ち、ちちち、違うんです」

「何が違うというんだ。可か哀わい想そうに。シーツに血まで！」

　それ、俺の血だよ。
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　保健医が、涙を流している女の子の肩に白衣を着せた。

「その涙は、嬉うれし涙なみだで」

「無理やりされて嬉うれしいわけないだろう」

「逆ですよ。俺は優しくしてましたよ！」

「やっぱりしたんだな！」

　なんか俺が話すたびに疑惑を深めている気がするぞ。

「そういう意味じゃなくて。俺はあんな貧乳には興味が無いんです」

　女の子が「誰が貧乳じゃ！」と歯をむき出しにして怒った。貧乳コンプレックスかよ。

「おい、そんなことに怒るより、ちょっと口添えしてくれよ」

　そう言ったが女の子に無視された。

　別室に連れて行かれる女の子の方を引きとめようとした途端、腕をねじりあげられ、制圧された。

「被害者の初めてを奪った上、侮辱するとは、呆あきれ果はてて何も言えんな」

「俺は何もしてません。無実です」

「往おう生じよう際ぎわの悪い奴やつは大体同じセリフをいう」

「俺の目をよく見てください。これが噓うそをついている目に見えますか？」

　網走あばしり先生は俺の顔をじっと見て、少し唸うなってから、

「うーん。確かに典型的な童貞顔だ。ソープには愛がないとか病気が怖いとか言いつつ、結局最後にソープで童貞捨てる顔をしている」

「ちょっと待って。さっきも言われたけど、童貞顔って何？　どんな顔。俺どんな顔？」

　そう聞いても答えてもらうことなく、

「話は後だ。こっちに来い」

　網走あばしり先生に捕ほ縛ばくされ、取り調べのために個室に連行された。

　女の子を襲おうとはしていないと主張したが、女の子の着衣が破れていた理由をうまく捏ねつ造ぞうできず、かといって人じん狼ろうに変身した真実も言えなかった。自分の身を守るために彼女の秘密を明かそうかと思ったが、社会における人じん狼ろうの嫌われっぷりを考えると、そのような重荷を彼女に背負わせるのは忍びなかった。

　人じん狼ろうたちは、今でこそ教会派、すなわち神術教会の討伐の対象外だ。長年対立していた魔術協会と神術教会との和解の際『人じん狼ろう狩がり禁止条項』が入れられたからだ。けれども、人じん狼ろうは人並みに生活していても教会派から激しく嫌われるので、自分の属性を隠して生きているのである。

　俺はすでに破は綻たんした暗黒な高校生活を送っていたが、まだあの子は俺のように失敗はしていない。人じん狼ろうであるとバレたときの周囲の反応の激しい落差。それに耐えられるか考えると、俺が汚名を被かぶったほうがいいと判断した。毒を食らわば皿まで、である。

　問題児の魔術師を入れる地下監獄に放り込まれた俺は、夜になって釈放されるまで「これでいいのだ」と自分に何度も繰り返し言い聞かせた。

　人じん狼ろうの女の子とその家族が「大ごとにしたくないから許してあげてほしい」と学校に連絡したそうだ。俺は退学を免まぬかれ、一週間の停学処分となり、自宅謹慎することになった。




　謹慎中も、家で血を抜いたり、血以外の何かしらも時々抜いたりしてベッドで寝ていると、玄関のベルが鳴らされた。

（どうせまた母ちゃんがコメでも送ってきたんだろう。いつも『コメはきぬむすめにしてくれ』って頼んでるのにコシヒカリばかり送ってくるんだから）

　と玄関を開けると、女の子がいた。宗教の勧誘だと即断しそうになったが、同じ学校の制服だと、そして人じん狼ろうの女の子だと気づいた。

「いきなり来てごめんなさい。どうしてもちゃんとお礼がしたくて」

　女の子は明らかに話はなし辛づらそうにしていたし、荷物もたくさん抱えていた。

「立ち話もなんだし、上がって」

　和室の客間に通した。人じん狼ろうとはいえ、俺は初めて女の子を家に上げた。

「申し遅れました、わたし、伏ふし見み美み裂さきと申します。先日はありがとうございました」

　伏ふし見みは、三つ指を揃そろえて深く頭を下げた。

「別にいいよ。俺のことなんて気にしなくて」

「そんなことできません。泥どろヶが崎さきさんが『レイパー』なんてアダ名で呼ばれてるの聞いたら、もういてもたってもいられなくて」

「え、俺、学校でそんな風ふうに呼ばれてるの……」

　アダ名とか生易しいレベルのものじゃない。社会的死亡宣告受けてるようなものだ。秘密を抱えたまま高校を辞やめるという選択肢も考えたが、それは魔術師の世界では兵役に就くことを意味した。初年兵へのいじめはキツイと聞く。どっちも地獄のようだった。

「大丈夫です。ちゃんと『大事なものは守った』と学校に抗議しておきましたから」

　そんなもの、大した効果ねえよ。未遂と思われるだけだ。

「人じん狼ろうのことなら、大丈夫、誰にも言わないから」

　俺はそう言った。

「……。はい。ありがとうございます」

　伏ふし見みはそれこそ深々と頭を下げた。

「本当は人じん狼ろうなのって隠したくないんですけどね。悪いことだと認めているみたいで。それに私みたいなワケありのコってあの学校には結構いますし」

「へえ。そうなんだ」

　俺は気のない返事をした。

「あと、つまらないものですが」

　伏ふし見みは大きなカバンから、ビニール袋に包まれたものを出してきた。

「これは、父の会社で作ってる人じん狼ろう変身グッズです」

　人じん狼ろうの着ぐるみだった。つけ爪も付属していた。

「ほんとに『つまらないもの』だ！」

　思わず本音が声に出てしまった。

「ちゃんと見てください。毛とか化か繊せんなのに本物そっくりのクオリティですよ。それにすごくかわいいです。寝るときにでも着てください。あ、下半身はオプションなので、自分で買ってくださいね」

「わざわざ買わないよ。誰が着るんだよ、こんなの。それに、お前ら人じん狼ろうなの秘密にしてるくせに、なんでこんなグッズ作ってるんだよ」

「さぁ～なんででしょう？　そんなことよりお茶は出ないんですか？　なかったら泥どろヶが崎さきさんの血でもいいですよ」

「お茶で我慢しろよ。俺はもう頭に昇らないほど血が不足してるんだ」

　俺の中で伏ふし見みは、脳内カテゴリー『お客様』から除外された。客として扱ってやるものか。

　茶をゆっくりすする伏ふし見みを見て、とっとと帰ってくれないかと思った。

「冗談はさておき、本当のお礼はこっちなのです」

　伏ふし見みは丁寧に桐きりの箱を取り出す。中から銀製の細かい装飾を施ほどこした箱がさらに出てきた。

「なんだこれ？」

　銀の箱の中には、小さな醬しよう油ゆ差さしほどの壺つぼが入っていた。

「これは、我が家の家宝、聖遺物レリキアの『香こう油ゆ壺つぼ』です」

「聖遺物レリキア？　本物か？」

　これがあれば、煉れん獄ごくでの魂の漂白に耐えた強力な魂を呼び寄せる事ができる。しかし、

「聖遺物レリキアが贋にせ物ものだったなんて話は耳にタコ焼きができるくらい聞くぞ」

「え、耳にそんなものできるんですか」

「できねぇよ。数本しかないはずの『聖せい釘てい』は軽く数十本のホンモノが見つかっているし、ブッダの骨も成人男性を軽く一万人は錬成できるほどある。そんな話がゴロゴロあって、聖遺物レリキアなんて言われても信じられないって話だよ」

「信じられないッて言われても、知りませんよ、そんなの。人じん狼ろうの私にわかるわけないじゃないですか」

　伏ふし見みはそっけなく言った。

「でも、絶対たぶん本物に間違いないかもしれない根拠はあるのです──か？」

「さっきから新喜劇のボケみたいなこと言ってきてるけど、ツッコまないぞ、俺は」

「私にツッコみたいときは、ツッコんでもいいんですよ」

「そういう言い方やめろ。ただでさえ誤解を招いてひどい目に遭ってってるんだ。それよりこれが本物である根拠だよ、根拠」

「仕方ないな。え～えっへん。これは私のご先祖様が、すごく尊～とうとーい聖者の墓を荒らして拝借したものなのです。どうです、思わず私に血のジュースを差し出したくなるでしょう」

「自慢気に言うことかよ。盗掘品じゃねえか」

「盗んだんじゃありません。聖遺物レリキアが勝手についてきたんです。聖遺物レリキアは意思を持って所有者となるべき者を選び移動するのです。そう、泥どろヶが崎さきさんの血が私の口に入るように」

「そういうのを『盗人ぬすつと猛たけ々だけしい』って言うんだよ」

　俺は、呆あきれながら香こう油ゆ壺つぼの中に残りが入っていないか覗のぞいた。何も入っていなかった。

「もうさっきからごちゃごちゃ言って。いらないなら、もういいです。返してください。いい加減血を飲ませてください」

　そう言われると、なんだかもったいない。

「いやありがたくちょうだいしておくよ。あと、ちょいちょい『血をくれ』ってのを挟んでくるけど、血はあげないからな」

　俺は桐きりの箱の蓋ふたをそっと閉じ、香こう油ゆ壺つぼをしまった。

　伏ふし見みは、それから何度か俺の血をせびろうとしたが、

「これ以上血を抜くとほんと命にかかわるんだよ」

「いいじゃないか。ちょっとくらい死んだって」

「ダメに決まってるだろう」

「抜くの手伝うからぁ。抜くのは嫌いじゃないでしょ？」

　上目遣いで、筒状のものをシェイクする手つきをしながら懇願してくる。どう見ても血を抜く動作じゃない。

「その言い方とその手つき、目つき、全部やめろ」

　俺が頑がんとして拒絶し続けると伏ふし見みは最後は観念して

「ケチ、シブチン、守銭奴、色情魔、童貞ッ」

　と口を尖とがらせて帰っていった。

「あいつ礼を言いに来たんじゃないのかよ……」

　伏ふし見みが戻って来ないように祈りながら部屋に戻る。

「聖遺物レリキアか……。本物だったら、すごいな」

　ゴーレムの嫁よめを作るのに必要な物が、引き寄せられるように集まってくると、何かの意志が働いているように感じた。

　死のリスクがあるのはわかっていたが、前に向かって進むしかないと思えた。

（次の新月の夜。俺は完璧な嫁よめを、作るッ）














　第二章　人形に手を出したと言ったが、あれは噓うそだ。手も足も出ない。









　近所で見つけてあった、魔術に適した気脈がある場所でゴーレム作り、もとい〝嫁よめ作づくり〟の準備を進める。

　そこの廃ビルの四階フロアは、一部を除きほとんどの壁が取り払われていて、手間を掛けることなく広いスペースを確保できた。誰もいないだだっ広い空間に一人ぽつんといると、童心に戻って、丸裸になって走り回りたい気持ちになるのは俺だけだろうか。いや誰しもあるに違いない。そうでなければヌーディストビーチなんてものは存在しないだろう。ストリーキングで逮たい捕ほされた人々も決して悪い奴やつらではなく、単に童心に戻っただけに違いない。ただ、その場所が公共の場所だったという落ち度があっただけだ。

（さて、ここは公共の場ではない。俺しかいない自由な空間。フリーダァム）

　無意識にベルトを緩めてズボンのチャックを下ろしたところで、

（いやいや、そんなことしてる場合じゃなかった）

　と我に返って、時計を確認する。

　停学のおかげで朝から丸一日時間が使えた。災い転じて福となす、とはこのことだろう。

　血で魔法陣を描く。慎重に描いたせいもあるが、描くのに不慣れなので思っていたより時間がかかった。

　というか、まるでこの魔法陣を描かせるために仕組まれていたのではないかと勘ぐってしまいそうになるほど、ゴーレム作成魔術の準備は実行予定時刻ギリギリに仕上がった。

「時間があるって余裕ぶっこいてたけど危なかったな。全裸にならなくてよかった」

　最終確認を終えるも、

「これでこの世ともおさらば、かもな」

　震える息で蠟ろう燭そくの灯ひを吹き消した。

　失敗の可能性のほうがはるかに高かった。複雑な魔法陣の一部でも間違えていたらアウト。聖遺物レリキアが偽物イミテーシヨンで魂こん魄ぱくを捕らえられなければ、それでもアウト。ボディとなる特殊素材の粘土が粗悪品だったり、魂こん魄ぱくとの相性が悪ければ、アウト。俺に魔術師としての才能がなければそれでもアウト。どれか一つでもアウトなら、俺は暴走する粘土に飲み込まれて窒息死、あるいは圧死するだろう。童貞のまま一生を終えることになる。

（あのとき一人でラブホに入ってデリヘル呼んでおいたほうが良かったかなぁ）

　そんな思いも頭がよぎる。が、

　それでも俺は挑戦する。

　俺は死し霊りよう術じゆつ師しだ。俺は強欲だ。俺は傲ごう慢まんだ。そして俺は、むっつりだ。デリヘルは本番禁止だ。

　だから！　命を賭けて、理想の嫁よめを手に入れるッ。

　遠くの時計台が深夜十二時ちょうどの鐘を打つと、俺はゴーレム作成の祈禱ソルテイレギウムを詠唱し始めた。

（来い来い来い来い嫁よめよ来いッ！）

　思いはそれだけである。

　空からだった聖遺物レリキアの香こう油ゆ壺つぼから鮮血のような液体が溢あふれだし、それに応こたえるように素材の粘土塊も波打ち始めた。粘土が聖遺物レリキアを飲み込むように形を変えるやいなや、猛然と俺の魔力を吸い始めた。粘土の様子が気になるが、発生した濃霧で見えなくなっている。

（早く終わってくれ）

　魔力が尽きれば、せっかく魂こん魄ぱくを封入できてもゴーレムは暴走する。自由となるべく真っ先に俺を殺しに来るだろう。死ぬか生きるか、その瀬せ戸と際ぎわで、俺はひたすら祈った。

（嫁よめ嫁よめ嫁よめ嫁よめ嫁よめ嫁よめ嫁よめ嫁よめ嫁よめ嫁よめ嫁よめ嫁よめ嫁よめ嫁よめ嫁よめッ）

　その強い思いも虚むなしく、無情にも俺の魔力の底が見えてくる。時間感覚も消え、生きている実感すらなくなる。そして急に体がズドンと重くなり動けなくなった。魔術が底をついたのだ。俺はこのまま死ぬんだなと思った。

（あああああ、部屋のエロ本片付けておくの忘れたあああああ。もったいない精神発揮してしまったああああ。せめて間違えて買った動物ものと熟女ものだけは処分しておくんだったあああああ。絶対に誤解されるぅうううう）

　後悔の渦うずの先に、俺は走そう馬ま灯とうを見た。

　清せい楚そで美しい乙女が『師父せんせい』『師父せんせい』と俺にほほえみかける走そう馬ま灯とうだ。先生になったこともなければこんな乙女に会ったことすらない俺は、今際いまわの際きわまで他人の走そう馬ま灯とうを見せられて困惑と怒りを覚え、そして美少女を独り占めにして『師父せんせい』と呼ばれ敬愛される素敵な人生を羨うらやましく感じていた。

　そんな俺を現実に戻したのは、激しい閃せん光こうと爆音だった。

　じっとしていると、ひやりとした微風そよかぜを頰のあたりに感じた。

　目を開けると、そこは煉れん獄ごくでも天国でもなく、今までいた廃はい墟きよビルのフロアだった。

　俺は信じられないまま、屍しかばねになったみたいにしばらく立ち尽くしていた。

　魔法陣の中心に、裸の女の子が横たわっている。

　薄茶色の長い髪。なめらかで白い肌。

　近づいて見ると、自分で作ったとは思えぬほど精巧にできている。どう見ても人間である。

　それも見たことがある人間だ。走そう馬ま灯とうの中で見た美少女だ。清せい楚そな乙女だ。

　魔術が失敗して、どこからか美少女を転送してしまったのではないかと疑ってみたが、そういった事例を俺は知らない。聖遺物レリキアも粘土の山も消えてなくなっているのだ。紛れもなく、この少女は俺のゴーレム。いや俺の嫁よめである。

　喜び半分、人形を創りだすに至った経緯の無念さ半分が心を占める。

（とうとう人形に手を出してしまった）

　ともあれ、この人形はあまりに美しい。

　俺はこの嫁よめのご主人様であり、何をしてもいいし、何をさせてもいいのである。こみ上げる喜びとともに、少しだが魔力が再び蘇よみがえってくるのを感じる。無限の選択肢と白い肌がそこにあったが、迷いすぎて最初にするべきことを選べない。保管場所どうしようとか、今考えなくてもいいことも考えてしまう。まごついている間に、嫁よめが目を覚ました。

　嫁よめは立ち上がり、呆ぼう然ぜんと俺を見つめた。

　おしいことに、大きくも小さくもない白い乳房は長い薄茶色の髪で隠れていた。

　俺の嫁よめは、足元の魔法陣を見て「この形は、土人形の魔法陣……」とつぶやいた。

「しゃべった！」

　俺は驚きよう愕がくした。しゃべるゴーレムなんて師匠レベルの魔術師しか作れないと思っていた。

「おまけに魔法陣も読めるなんて！」

　ぼんやりした目で嫁よめは俺を見ていた。美少女にじっと見つめられた俺は、頭が真っ白になり、心臓の鼓動が速まった。俺は咳せき払ばらいして喉を整え、

「お、俺がキミのマスターだ」

　威厳が出るように低い声で自己紹介した。

「なんなら、『師父せんせい』と呼んでも構わないよ」

　走そう馬ま灯とうで見た美少女に『師父せんせい』と呼ばせる夢はすぐ叶かなうと思われた。

　昼は、この美しい嫁よめの手を引いて、花畑をキャハハウフフと言いながら恋人ごっこをして、太陽が沈んだら、夜の恋人ごっこをして。つまらない学校の連中なんかいないどこかに行って、嫁よめと二人で静かに暮らす。そんな夢が現実化しようとしている！

　俺はそう確信した。

　俺は熱い視線を嫁よめに注ぐ。

　しかし、少女は何も言わずに俺から目を離すと、自身の皮膚を摘つまんだり、訝いぶかしそうに眉をひそめた。俺は「どこか気になるのか？」と訊たずねた。

　体のことを気にするのは、魂こん魄ぱくが分離しかけているからではないか、と不安に思い、嫁よめの二の腕に触ろうとした。その時だった。




「我に触るるなノリ・メ・タンゲレ」




　俺は、猛烈な衝撃で突き飛ばされ、フロアの端の男子トイレの壁までぶっ飛ばされた。辛かろうじて激突の瞬間、壁やタイルを柔らかいウレタンに変性できたので、大した怪け我がはなかったが、足首を少し痛めた。痛めた足をかばうように何とか立ち上がる。

　嫁よめは静かに俺の前まで歩み寄って来た。歩くのに合わせるように、包帯のような白い布が裸体を覆おおっていった。魔術を使って体を覆ったのだ。一瞬にして俺を撥はね飛とばしたのも無属性の魔術を使ったのだろう。

（魔術を使うゴーレムだって!?　最上級じゃないか！）

　ただ、俺の嫁よめにしては高性能過ぎる。魔術が使えることを新婚生活にどう活かすか考えていなかった。想定していなかったけれど、まあ今は〝性〟能をどう活いかすかの方が最優先だ。

　そんなことを考えている場合か？　攻撃されたということは、魔術は失敗したのではないか？　門外漢ならそう考えるのが普通だろうが、この土属性の専門家である俺様は慌あわてない。専門家。いい響きだ。こんな高性能なゴーレムを作ったのだから、もう専門家と言っていいだろう。

　さて目の前の嫁よめは、俺を見ている。

『成功しても初期反応として主人を攻撃することがある』と文献にあったのを思い出す。

　あれだ。怯おびえた小動物が最初嚙かみ付ついてくるけど、しばらく我慢していたら警戒を解いて俺になついてくれる、みたいな。ほら、嫁よめの目もちょっとつり上がってる感じで小動物的かわいさがなくはない。

「こ、怖くないから」

　俺が少し近づいたところ、ボディーブローが俺の懐ふところに炸さく裂れつする。激痛が走るが俺はそれに耐える。そうすれば、きっと俺になついてくれ……、ん、全然なついてくれないぞ。ああ、きっと俺の滑かつ舌ぜつが悪くて聞き取れなかったんだろう。もう一度だ。

「大丈夫、怖くないから」

　リトライしてみると、再び、往復ビンタが俺の両頰に炸さく裂れつする。

　さらにもう一度『大丈夫、怖くないから』と言いたいところだが、視界がぐらつき膝ひざを床につく。俺は全然大丈夫じゃない。小動物というより猛獣に近いぞ……。

「我が魂こん魄ぱくを土人形に押し込めるとは、よくもそんな大それたことができたものね」

　嫁よめは蔑さげすむような冷たい目で俺を見た。走そう馬ま灯とうで見た愛情あふれる温かい視線はどこに行ったんだろう。ただ、ゴーレムは生きていないので冷たいのは当たり前。

　それでも、目の前の美しい嫁よめの姿は、走そう馬ま灯とうで見た姿と完全に一致している。素直で従順な乙女になるのは時間の問題だ。俺は確信した。

「俺も自分で驚いてるよ。ちょっと足を痛めたんだ、歩くのに手を貸してくれ」

　美少女は腕を組み、冷たい目で俺を見下したまま、微動だにしない。

「あれ、聞こえなかったかな。マスター様が手を貸してって言ったんだけど」

　嫁よめは、呆あきれたようにため息をつくと、

「物わかりの悪い下げ僕ぼくを持つと大変だわ」

「俺も同感だ」

「本当に自分がマスターだと思うのなら、その下僕に命令したらいいじゃない。そしたら私の言うことがわかるから」

　挑発的な俺の嫁よめ。走そう馬ま灯とうで見た清せい楚そで従順なイメージとは正反対で困惑させられるが、気にしない。いずれ俺に従順べったりになるはずだ。

「じゃあマスターとして命令させてもらう。後悔するなよ」

　俺はそう啖たん呵かを切ったが、わずかに回復した魔力でやりくりしなければならず、命令するのは不本意だった。しかし、上下関係はきちんとわからせないといけない。

「ゴーレムよ、我が命に従い、四し肢しを地につき、我が前に跪ひざまずけ！」

　嫁よめは唇をきゅっと締めた。ただそれだけで、命令通りの四よつん這ばいにならない。

「体が少し重い。なるほど。形式上はマスターなのね。でも拘束が粗あらくて、弱い」

　初めてニヤリと笑った顔を見せた。師父せんせいに対して見せた微笑ほほえみとは違う、不敵な笑みであった。嫁よめは口を開く。

「もうすぐ魔力、切れるんじゃない？」

　図星だった。嫁よめは自由であると見せつけるように軽やかに俺の周りを歩いた。俺は嫁よめに命令を実行させるのは無駄と判断した。命令術を中断する。

「お前が私を作って何をしようとしたか当ててあげようか」

　嫁よめはピタリと止まり瞑めい想そうするように目を閉じた。何をしているんだと言おうとした瞬間、嫁よめはカッと眼を開き、拳こぶしを震わせて俺を睨にらんだ。

「お前、この私を、この私を慰み者にするつもりだっただろッ！」

「どうしてそれを！」

　図星過ぎて、思わず口走ってしまった。

「いや、いや、いや、そんなことない」

　俺は慌あわてて否定するが遅い。

「私に流れ込んできたのは、お前の魔力だけじゃない。お前の下劣な意志も一緒だった。ゴーレムと劣情。それらが何を意味するのかわからないとでも？」

（俺の思考も流れこんだだと？　エプロン以外の着衣を一切認めない新婚生活や、ゴーレムは身ごもらないという通説を俺の激しい愛の力と腰づかいで覆くつがえし、奇跡の愛の結晶とともに新たな家庭を築くという幸せ家族計画を、こいつは知っているというのか）

　目に怒りを宿す美少女が、まるで本物の人間のように思えた。

（いや、違う。こいつはゴーレムだ。煉れん獄ごくにさらされた魂なんて、性格や性能を与えるだけの部品だ。惑わされるな。こいつはあくまで物だ。俺の所有物だ）

　恥ずかしさを振り払うかのように叫んだ。

「うるさい！　お前は俺のゴーレムなんだから、所有物をどう使おうと俺の勝手だろう」

　嫁よめの眼の色が変わった。悪い意味で。そこには明らかな殺意がこもっていた。

「そんなはずかしめを受けるくらいなら、ここでお前を殺して煉れん獄ごくに戻ったほうがマシ」

　嫁よめの拳こぶしが唸うなりを上げた。俺は咄とつ嗟さにしゃがむ。

　嫁よめの拳こぶしが壁に突き刺さっている。

　俺は慌あわてて駈かけ出だした。

　しかし、すぐに転んでしまった。足に白い布が巻き付いている。

　シュルシュルと白い布が寄せられると同時に俺の体は、天井の梁はりにタロットカードの『吊つるされた男』のようにぶら下げられた。下半身に集まっていた血液が頭の方に集まってくる。

　嫁よめの足音がゆっくり近づく。

　俺は胸ぐらをつかまれた。先ほどの壁には大穴が開いている。今度は俺の顔に大穴が開く番だ。

（こ、殺される……スイカ玉みたいにパーンって顔面を粉ふん砕さいされる……）

　拳こぶしの風かざ切きり音おんを聞いた時、俺はパーンってなる覚悟した。本日二回目の覚悟である。

　が、一回目と同様、その死は回避された。

　拳こぶしが生み出した風圧だけが俺の顔を通り過ぎていった。

　嫁よめの手の力が緩む。俺の体は床に滑り落ちた。

　冷や汗が全身から噴出していた。嫁よめをびしょびしょにする前に、嫁よめにびしょびしょにされた。それ以上のことを考える余裕はなかった。放心状態で嫁よめの様子をぼんやりと見るのが精一杯だった。

「その宝玉、師父せんせいの物と同じ色……」

　嫁よめが少し呆ぼう然ぜんとしてから、

「どうしてお前ごときがその宝玉を持っている？」

　と詰きつ問もんするように俺に聞いてきた。嫁よめの視線は、俺の胸元に注いでいた。そこには俺のペンダントがぶら下がっていた。宝玉ジェルタースが輝いている。俺にとっては特別な存在だが、一般にはさほど特別でもないはずだ。困惑しかない。

「そんなこと言われてもな。赤い宝玉は下級の魔術師に与えられるものなんだから色かぶりなんてよくあることだろ。男は大体六割くらいは被かぶってるもんなんだよ。タートルネック派だよ。それでも清潔にしていたら気にする必要なんてないのさ」

　そういっても嫁よめは納得していない様子というか、何言ってるか分からないといった様子で、

「家畜のような男が師父せんせいと同じ色の宝玉を持っているなんて……。それに師父せんせいの声とよく似てる気がする」

　とつぶやいた。

　なんだかよくわからなかったが、嫁よめから殺意が消えていた。命拾いした。

　師父せんせいありがとよ。同じ下級魔術師だったおかげで寿命が延びたよ。

「一応、俺がマスターだとわかってくれた、と理解していいのか？」

　ゴーレムの初期反応である反抗期が終わったのだろうと、俺は思った。これから俺の時代だ。

「煉れん獄ごくでさまようのも飽きていたところだから、しばらく生かしておいてあげるわ」

「またまた、そんなこと言って。俺と一緒に居たいんだろう。恥ずかしがらなくてもいいよ」

「ふん。家畜の足りていない頭でどう思おうが、興味ないけど、師父せんせいと同じ声で変なことしゃべらないでほしいわ。今度は私が命じよう。哀れな羊よ、分をわきまえ、家畜小屋へ帰れ」

　俺は、何言ってるんだこいつ、と思った瞬間だった。嫁よめの鋭いローキックが、俺の痛んだ足をとらえた。

　グワッ。喉の奥から声が漏れ、激痛で倒れた俺は床に両手をついた。

「おかしいわ、この羊、泣き声がまるでアヒルね」

「一体おまえ、何をす──」

　立ち上がろうとすると、尻を蹴られた。

「いてぇ」

「羊のくせに人間の言葉を話すの？」

　抗議しようとした途端、嫁よめの拳こぶしが握られた。白い手の甲にも額にも血管が浮いている。このゴーレム、細部に神が宿ってます。そう師匠に報告したいくらいだった。

「返事は？」

　俺は「メェ」と鳴くしかなかった。上下関係が決まった瞬間だった。

　四よつん這ばいになった俺は、背中を踏みつけられたが、感じたのは嫌けん悪お感かんではなく、嫁よめの足から俺の背中に伝わる温ぬくもりだった。俺の頭は混乱し始めた。

「この羊、やっぱりどこかおかしい」

「いや、俺は普通だ──」

　嫁よめは拳こぶしを握った。俺は体をキュッと固くする。

　指先で軽く脇腹をツンッと突つつかれた瞬間、俺の体はビクンと跳ねた。

　どう考えても嫁よめに弄もてあそばれている。そしてその状況も悪くないと思っている自分がいるのに気がつく。

「あらどうしてかしら。この羊、服なんて着てる。かわいそうに、自分が人間だと思い込んでるんだわ」

　すると、俺の体の周りに白い羊毛が生え始めた。明らかに嫁よめの魔術である。着ていた服を羊毛に変換されてしまったのだ。五月とはいえ深夜は寒い。意外とちょうどいい毛だ。

「ここはあまり居心地よくないから、早く家に帰りましょう。どうせ大した家じゃないでしょうけど、ここよりはマシでしょ」

　俺の嫁よめは、抜き取った俺のベルトをムチのように、ブンブンと振って笑っている。俺は羊飼いに追い立てられる羊のように四足歩行で家に向かう。

（なんか、妄想していた展開と違うんだが……。こんなのを俺は望んでいたのか）

「なにブツブツ言ってるの？　静かに歩きなさい」

　嫁よめに、ピシピシとムチ打たれ、

（こんなのは望んでいなかったが……。いや、でも、悪くない……）

　これほど高性能なゴーレムを作れるとは思っていなかった。かなり暴力的だが、知能は高く、魔術まで使える。おかしな点は、俺の命令をきかないことだ。俺の命令をきかないのに、俺を殺そうともしない。本当に制御不能なゴーレムならば術者を殺そうとするはずだ。だから嫁よめの行動を説明するには、命令をきいていないという認識を改めるべきだろう。

　制御できていないように見えて、実は制御できているのだ。魔力が流れ込んだ時に、嫁よめは俺の心の奥を見たんだろう。俺の心の奥の願望を汲くみ取とってそれに応えようとしているんだ。だから俺は羊のように歩いているんだ。つまり、こういうことだ。俺はドのつくＭで、その性せい癖へきを満たすよう嫁よめは動いている。きっとそういうことだ。




　翌朝俺は、リビングの床で目が覚めた。パンツ一丁。体の節々が痛む。

　自分がどうしてそんなところで寝ていたか。それはすぐ思い出せた。

　昨夜は、俺と嫁よめの初夜だったのだ。

　四よつん這ばいのまま無事帰宅した後、俺は嫁よめに同どう衾きんを迫った。俺は羊から狼おおかみに変身したのだ。恥ずかしがりの嫁よめは、ちょっとキツ目の抵抗を俺に示した。嫁よめの、風を切り唸うなりを上げる拳こぶしはベッドにダイヴしようとする俺の奥歯一本と肋ろつ骨こつを少々破壊した。俺だって『嫌よ嫌よも好きのうち』という言葉くらいは知っていたし、もうひと押ししなければダメなのはわかっていたが、ちょっと息苦しかったし体の節々が痛いし疲れていたので一人で寝させてもらうことにしたのだ。

　つまり俺は、初夜を嫁よめ一人で寝させるという、罪深い行為をしてしまったのだ。

（とんだドＳ亭主だぜ、俺は！）

　俺は急いで二階の自室へ直行した。俺の部屋で嫁よめは寝ているはずだ。

　平日九時を回っていたが、自宅謹慎が今日まで残っていたから、時間を気にする必要はない。今日一日嫁よめとイチャイチャしてやるんだ、俺は。

　自室は鍵も掛かっておらず、少しドアが開けられていた。やはり嫁よめは俺が来るのを待っていたのだ。

　音を立てぬようゆっくりドアを開けた俺は、嫁よめの寝姿を目にして驚いた。

　予想外だった。嫁よめは人じん狼ろうの着ぐるみに身を包んでいた。口の部分からわずかに覗のぞく寝顔は穏やかで、子供っぽく、少し物悲しげにも思えた。

　俺の嫁よめは、俺の願望と欲望を具現化したものだ。俺の隠れた欲望を汲くみ取とり、充足しようとする、俺の心を映す真実の鏡なのだ。俺は間違っていた。嫁よめこそが狼おおかみとなるべきで、俺は羊に、つまり奴隷にならねばならないのだ。嫁よめは人じん狼ろうのコスプレをして俺に教えてくれたのだ。

　俺はちゃんと服を着て、家中を綺き麗れいにすることにした。昨日暴れたときにできた壁の穴を塞ぎ、溜たまっていた家事もこなした。トーストと玉子焼きとウインナー。別に手間をかけたわけではないが、二人分の朝ごはんも用意した。

　土人形がご飯を食べるのは別におかしいことじゃない。もっとも食べた物がどこに行くのかは魔術学会でも謎の一つだ。胃の位置に入ると同時にこの世界から消え、亜空間へと行くとも蒸発するとも言われる。だから『アイドルはうんちしない』というのは噓うそだが、『ゴーレムはうんちしない』というのは事実だ。こう考えると、とても残念な気持ちになったがなぜだろう。俺の性せい癖へきはどこに向かうんだろう。

　それはさておき、俺は、朝寝をむさぼる嫁よめを起こしに行った。

「お嬢様、朝食の支度が出来ました」

　俺が冗談めかしてそういうと、嫁よめが起きた。

「うむ。今、支度する」

　起き上がって俺の顔を見た嫁よめは、しばらく俺をじっと見て、

「ああ、夢じゃなかったのか……」

　と首を振って、手で顔を覆おおった。

「なんで私がゴーレムに……。神の思おぼし召めしとはいえ、こんな奴やつが私のマスターだなんて」

　気が付くと俺は四よつん這ばいになって尻を振っていた。無意識とは恐ろしいものだ。

「はぁ……便宜上聞いとくけど、お前の名前は何？」

「泥どろヶが崎さき洋ひろしと申します」

「どろがさきひろし。長い。生意気よ。略してドロシーね」

　生まれて初めてアダ名をもらった。ドロシー。女の子っぽいが、魔術師っぽくもある。このアダ名は、もし友達ができたらつけてもらうかもしれないアダ名リストに載せていたやつである。さすが俺の嫁よめ。俺のことがよくわかっている。

　その上、今日の嫁よめは、昨日と違って大人しい。機嫌を損ねないよう丁寧に話そう。

「では、お嬢様、できればお名前を教えて頂きたく」

「うむ。私の名前は──。私の名前は……。私の……名前……」

　嫁よめの目が泳いだ。

「わからない」

　しかたのない事だった。煉れん獄ごくにさらされた魂こん魄ぱくは、アイデンティティを失ってゆく。強い魔力を持っていた俺の嫁よめは、性格や知性こそ風化しなかったが、アイデンティティの中心である名前は漂白されてしまったのだろう。名前を失った魂の真ま名なを知ることができるのはゴーレムのマスターだけだ。

　俺の嫁よめは、名前を忘れたショックで呆ぼう然ぜんとしていた。少しだけ嫁よめのレア顔を堪たん能のうしてから、俺は咳せき払ばらいをして注意を向けた。

「では、失礼ながらマスターである俺が──」

「断る」

「まだ何も言ってないじゃないか」

「嫌な予感がする。仮の名前をつけよう、と言うんだろう」

「さすが俺の嫁よめ、俺の考えがよくわかってる」

「私はお前なんぞの嫁よめじゃない。自分の名前くらい自分で思い出す。まあ、聞くだけなら、聞いてやってもいいけど。思い出すきっかけになるかもしれないし」

「ありがたき幸せ」

　俺は、赤ん坊が生まれた時のごとく『命名：俺おれ乃の嫁よめ子こ、略して：嫁よめ』と書いた色紙を両手で掲げた。

「却下」

　と俺の嫁よめは、指先から火炎を放ち色紙を灰にした。そして、アルファベット順に発音しながら、名前を必死に思い出そうとし始めた。俺はそれは無駄なのに、と思った。いずれ俺にちゃんとした名前をつけてほしいと願うだろう。俺のゴーレムなのだ。生みの親であるマスターに名前をねだり服従する運命にある。

　だから俺は余裕ありげに、

「名前がわからなくたって気にすることないだろ。俺はお前がそばにいてくれればそれでいいんだ」

　嫁よめの手を優しく両手で包むと、嫁よめは少し頰を染め、目をそらした。色っぽかった。

「そばに居てくれて、愚ぐ痴ちを聞いてくれて、慰めてくれて、宿題も手伝ってくれて、朝俺より先に起きて俺を起こしてくれて（まあ今日くらいはいいけど）、夜は俺と一緒に夜更かししてくれて、嫁よめ姑しゆうとめ問題を起こさず、小姑こじゆうとである妹にも優しくしてくれて、手料理を振る舞ってくれて、あ、俺、トマトアレルギーだからトマト料理は無しで。俺以外の男と口を利きかずに、俺の一歩後ろを歩いてくれればそれだけでいいんだ」

「どこが『それだけ』よ。ちょっと、要求多いわよ……」

　嫁よめは少し呆あきれた顔をしてから、

「お前の声を聞いていると本当に腹が立つ。師父せんせいと同じ声だし、師父せんせいと同じ宝玉を持っているし。顔は全く似ていないけど」

　俺はどう反応していいのやらわからなかった。

　俺の嫁よめは笑いながら

「でもお前は師父せんせいと同じくらい邪気がない。まあ、変で、ちょっと気持ち悪いけど」と、口元を隠した。

　初めて笑ってもらえて、俺の体に電流が走った。

（「気持ち悪い」と言われることがこんなに気持ちいいなんて）

　初めての経験だった。俺は魔術師だから、同じ呪文でも人により威力が異なるのは知っていた。けれども、同じ『気持ち悪い』というある種の精神破壊的呪文が、治癒的呪文になるとは思ってもみなかった。そこには愛しか感じ取れなかった。

　俺はこのチャンスを逃すまいと、

「では、朝の一番、夫婦の営みを……」

　と嫁よめに覆おおいかぶさろうとした。

「我に触るるなノリ・メ・タンゲレ！」

　ふっ飛ばされた俺は、壁にめり込んで、ふぎゅー、と潰された虫みたいな声を出した。

　だが、計算通りだった。これを求めていたのだ。俺は、拒否られても良し、受け入れられればなお良し。そんな頭脳プレイを見せてやったのだ。

　嫁よめは、「無駄な魔力を使ってしまった」と言って、一階へ降りて行ってしまった。




「まあ、なんだかんだ言って、嫁よめよ、お前は俺のことが好きなんだろう」

「は？　バカじゃないの？　そんなわけないでしょ」

　嫁よめは食卓で椅子に座って遅めの朝食をとっていた。魔術協会が発行する機関紙を丹念に読んでいた。世界の動向を知りたいのだという。

「嫌なら逃げたらいいのに、なぜお前は俺の家で飯を食っている？」

　同席を断られた俺は嫁よめの足元でペットのように四よつん這ばいになり、ミルクを手を使わず飲む。

「簡単な話よ。お前から離れたら力が弱くなるからここにいるだけ。この世界がどんな風なのかわからないうちにウロウロするなんて、無駄死・犬死にするだけでしょ」

「ふふっ。俺から離れたくないだけなのに、そんな口実を持ち出すなんて。お前は、とんだツンデレさんだぜ」

　嫁よめのふくらはぎに頰ずりすると、嫁よめは、きゃっと声を上げ、俺を足蹴にした。

　一日中ふたりきりで過ごせると思ったが、ゴーレムを作った以上師匠に報告しなければならないと思い始めた。勝手に研究所の資材を使って、許可もされていない魔術を使ったのだから、当然怒られるだろう。気が進まないがやむを得ない。

「一緒に研究所行くぞ」

　俺は嫁よめに命じたが、

「お前がそう言うなら、行かない。外に行く服も探さなくちゃいけないし。留守番する」

（ああ、そうか。それが正解だ。さすが俺の潜せん在ざい意識を汲くみ取とる嫁よめ。いきなりゴーレムなんか連れていったら何を言われるかわからない。何をされるかわからない。単に『ゴーレムを作りました』と口だけで説明しておけばいいんだ。危ないところだった）

「分かった。サンキュ」

　俺の嫁よめは頭の上に疑問符を浮かせたような顔をした。




　研究所につくと、師匠が揉もみ手でをして俺を待っていた。玄関で俺を待つなんてこれまで一度もなかったことだ。俺の肩に手を回し、研究所内に俺を招き入れた。

　師匠は目をランランとさせ、鼻息も荒い。何か怪しい。

「ちょっと見ない日があったね、泥どろヶが崎さきくん。何かあったの？」

「ええ、学校でトラブルが」

「周りが色々言うこともあるけれども、私は君を信じているよ」

　俺が婦女暴行の容疑をかけられた上停学処分されたという話は、こっちにも話が回っているのだ。師匠は俺を指導する立場なのだから当たり前の話だけれども。むしろ、知っていたのに今まで俺に対してなにも連絡してこなかったのは、なぜだろう。まあ、どうせ自分の研究に熱中していたのだろうが。

「おい、そんなことより、ゴーレムの話だ」

　俺は、ちょっと飛び上がりそうになった。

「そんなに驚くことはないだろう。そろそろそういう魔術をやってみるのもいいと思うぞ」

　バレたかと思ったがそうじゃないようだった。

「え、いきなりなんですか。危ないからダメなんじゃ」

　師匠は俺の肩を両手でしっかりと押さえながら

「いや、お前ならできる。お前には才能がある。根拠は全くないが、そんな気がする」

　師匠の血走った目が今にも飛び出そうだった。俺が黙っていると、

「今なら、特別に軍仕様の粘土素材をお前にくれてやる」

「いや……そのことなんですが……」

「ダメか。それだけじゃダメか。分かった。今なら素材ももう一回分無料で付けてあげよう。それに今回は特別に、魔道具もつけてやる。『悪魔の触覚』だ。この魔道具をゴーレムに埋め込んでおけば、あら不思議、遠隔操作でゴーレムに魔術を行使させることができるんだぞ。すごいだろう。聖遺物レリキアよりかはグレードが落ちる触しよく媒ばいだが、十数万はするこの品を、今なら全部で百％オフで譲ってやる」

　好条件のオンパレードである。

「なんですか、通販番組ですか」

（魅力的な話だし、もう一体くらいゴーレム作ってもいいかなぁ）

　嫁よめを創るのに成功したので、俺って才能があるかも、という自信が付きつつあった。

　だが胡う散さん臭くさい。この前まで、死ぬかもしれないからやめろ、と言っていたのに、今頃手のひらを返して積極的に俺にゴーレム作成をやらせようとしている。

（そういえば研究に使う死体が足りないとか言っていたな……）

「もしかして俺が術に失敗して死んだら、俺の死体を実験に──」

　師匠は激しく俺の肩を揺さぶった。

「そ、そんなことはない！　べ、別に『モテなくてゴーレムに性欲処理させようとする奴やつなんて、すでに生きながら死んでいるようなものだから潔いさぎよく死ね』なんて全く考えてない」

「本心が隠れてねぇよ。やっぱり俺に死んで欲しがってるじゃないですか。俺のことそんなふうに思ってたんですねッ！」

　俺のことを色々言う奴やつらはいたが、ダイレクトに『死んでほしい』と言ってくる奴やつに遭遇するのは初めてだった。これはキツイ。

「違うと言っているだろう。見損なうな。『崩れたゴーレムの土に埋まって窒息死してくれたら、下処理が楽になる』とか『どうせ生きててもしかたないんだから、私の実験台となって魔道の発展に貢献できることを喜ぶべき』だとかは、全然思ってない。ひとえにお前のことだけを思って提案している」

「噓うそだッ。絶対嫌だッ。絶対」

「大丈夫。苦しまずに死ねるように……。いや、超絶スペックなゴーレムが作れるように、ちゃんと手配してやる。万が一成功したら奇跡といえるような素晴らしいゴーレムができるんだぞ。大丈夫、約束はちゃんと守るから。ふひひ」

「それ、奇跡が起きないと絶対死ぬじゃないですか」

　逃げ出そうとした俺を運うん慶けいくん快かい慶けいくんが羽は交がい締じめにしてくる。

（バカめ。俺にはお前たちより性能のいいゴーレムを持っているんだ）

　俺は、「嫁よめよ、助けに来い！」と命令した。

　が何も来なかった。ご主人様のピンチにあいつなにやってんの？

　師匠は、魔術契約に使う巻物スクロールを取り出し、俺に示した。

「こいつにサインをしろ」

　契約書には互いに差し出す対価と、違約したときの罰の項目がある。

　師匠にはゴーレム作成に必要な道具・材料及び技術の提供する義務が、俺にはゴーレムを作成する義務が、規定されていた。俺が履り行こうしないときは、俺の霊魂、身体ともに師匠は自由にできる、という厳しすぎる罰が待っていた。

　俺は「嫌だ～。サインなんて絶対しない」と絶叫し、足だけジタバタと暴れた。

「四の五の言うんじゃねぇ。師匠の命令は絶対だ。その気になればお前なんて今すぐにでも死体に変えてやれるんだ。それを、温情を見せて、奇跡が起きれば生き残れるように気を配ってやってるんだ」

「今死ぬか、後で死ぬかの違いじゃないですか！」

「そうだ。どっちがいいかって聞いてるんだ！」

「もはや本音を隠す気すらないのかよ」

　今死ぬか、後で死ぬかなんて、選ぶまでもなかった。今死ぬなんてとんでもない。

　俺はしぶしぶ契約書に血でサインする。巻物スクロールの文字が淡あわく光っている。

　師匠は魔術で転移門を開けると、契約書の副本を門の中へ投げ込んだ。契約書は、魔術協会に転送された。これで契約は公示されて成立し、もう撤回できない。

　その後、ゴーレムの材料一式を背負って研究室を出た。それらを運んでくれた運うん慶けいくん快かい慶けいくんだけが寂しそうな表情を浮かべて俺を見送った。

「じゃあな。今度会うときは、死体かもな。俺の死体は軽いから筋トレにはならないと思うけど、大事に運んでくれよな」

　五十キロ近い粘土を台車に載せてとぼとぼ歩む。

　研究所の建物が後方彼方かなたに離れていく。そして角を曲がった瞬間、俺はそれまでの硬い表情を緩め、「イヤッホー」と叫んだ。踊り狂いたい気持ちだった。

「ふっ。計画通り。師匠も意外とちょろい。出し抜いてやったぜ」

　どうも師匠は、俺がすでにゴーレムを作っていたとは思っていなかったらしい。契約では、俺の義務はゴーレムを作ることしか書いていなかった。何かしらの限定、たとえば『提供された材料を使用したゴーレム』など、具体的な仕様を明示していなかった。師匠はかなり焦あせっていたし、俺の能力をかなり低く見積もっていたに違いない。師匠は普段から「契約書はよく読め。『等など』という文言には注意しろ」と口酸すっぱく言っていたが、自分が油断するとは。

　控えとして渡された契約書を見てみれば一目瞭然。契約書の文字から輝きが消え、全部履行済みになっている。

　とはいえ、師匠と絶縁できるわけでもない。師匠が焦あせっているのは、研究中の魔術の好適条件が揃そろう日が間近に迫っているからだろう。その日が過ぎるまで油断はできない。

　難を逃れた俺が意気揚々と帰った我が家で待っていたのは、やはり、嫁よめであった。『女へんに家』と書くだけある。しかし、その姿の変わりぶりに、俺は愕がく然ぜんとした。

「お前、それをどこから……」

「おかえり。どうかしたの？」

　リビングでうつ伏せに寝そべりながら本を読んでいた嫁よめが振り向いた。お尻のラインと紺こん色いろのレアな衣装に視線が釘くぎ付づけになった。

「す、スク水だと……」

　この嫁よめ、俺の斜め上を行く。スクール水着だなんて。どこからそんなものを持ってきたのか、いうまでもない。ゼッケンに『１のＢ泥どろヶが崎さき』とデカデカと書かれている。妹のだ。

　嫁よめは人じん狼ろうのコスチュームを摘つまむようにぶらぶらさせ、

「これ動きにくかったから。隣の部屋にあった服借りうけた」

　服持ちである妹の、数ある衣装からこれをピックアップするとはさすが俺の嫁よめである。俺の嗜し好こうを理解している。

「その服はス・クミズという、この国の女性がみな着ることになっている伝統的衣装で（噓うそは言っていない）、大事な（コスプレ）パーティとかにス・クミズを着ていく人も多いんだ（個人の主観だから噓うそは言っていない）」

　そして俺はスクール水着の素晴らしさを熱弁した。

「ス・クミズ……。そんな大事な衣装だったのか。わわ、こんなバカの前で着てしまうなんて、国民の皆に申し訳ない。別のを探してくる」

「ああっ！　それを脱ぐなんてあんまりだ。そのままの君でいて！」

　嫁よめの体に追いすがった俺は、『我に触るるなノリ・メ・タンゲレ』と一蹴された。スクール水着に身を包んだ嫁よめに足蹴にされ、吹き飛ばされる。なんという男児の本ほん懐かい。死ぬ瞬間脳に分泌されるという快楽ホルモンが俺の脳にもなみなみと溢あふれ、神の国が見えた。
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　しかし恍こう惚こつとしている俺の心に、妹の部屋に行って戻ってきた嫁よめの姿は冷水を浴びせた。

　妹が家に残していった服は二軍扱いの品だったのだろう。嫁よめの目には叶かなわず、結局、妹が転校して着なくなった中学校の制服を嫁よめは着てきた。俺はため息をついた。

「俺の嫁よめよ、失策だったな。それも大きな失策だ」

　残念すぎる格好になってしまった。足すことも引くことも許されぬ嫁よめの体型。その完璧な体型をもってしても、妹の制服を着ると、妹の姿が頭によぎってしまう。俺だって、超えてはいけない一いつ線せんくらい知っている。

　妄想の中で、赤々と燃え立つ炎。その先で陽炎かげろうのように朧おぼろげに揺らめく女性の姿は嫁よめのようにも妹のようにも思える。

『──そんなの飛び越えて来てよ』

　嫁よめの声とも妹の声ともつかぬ声で、脳内で潜在意識がささやきかける。世間が勝手に作った『人じん倫りん』という名の境界線。それを越えさせるために、嫁よめに妹の格好をさせたに違いない。

（すまん、俺の潜在意識。俺はまだ、越えられない）

　妹を抱くなんてこと俺にはできない。嫁よめには高校の制服を用意しよう。

　嫁よめは俺を見ると少し身構えたが、「なんだ、今度はあまり寄ってこないのか」と鼻歌交じりで俺の脇を通り過ぎていった。顔で笑って心で泣いて、ということに違いない。俺にかまってもらえぬ辛つらさを表に出さない健気けなげな嫁よめ。それに比べて俺というやつは。服装一つで萌もえなくなるなんて、不ふ甲斐がいないチキン男。本当に申し訳ない。情けない。

　お蔭かげでその夜も嫁よめに手を出すことができなかった。




　そんなことをしている間に、停学処分期間が満了。俺は学校に行かねばならなくなった。学校の人間が俺をゴミのように見る光景がありありと想像できた。全校生徒＝総ムスカである。

　嫁よめを留守番させて、俺独りで登校する。何度もため息をつきながら足取り重く登校していると、俺に向けて、案の定、心ない罵ば声せいが浴びせられた。

　校門への道すがら、見知らぬ男子生徒からも「あいつだろ、レイパー」と言われる。俺にできることは、なるたけ相手を見ないようにすることだけだ。身を縮めて歩いていたところ、さらに石を投げられた。一般生徒が投げた石や空き缶は、魔術師ならだれでも持つ『神の恩おん寵ちよう』という壁により、俺に当たることなく地に落ちたが、それに混じる魔術師の生徒による投石は、神の恩おん寵ちようを無視して、俺の肩にも頭にも飛んでくる。嫁よめに自宅待機を命じておいてよかった。もし嫁よめの肌に少しでも傷がついたら俺は理性を失うだろう。

　投石はあいも変わらず収まる気配がない。

『俺はやってないし、誤解だ』

　そう言えれば楽になれるだろう。でもそんなことを言えば、今度は人じん狼ろうである伏ふし見み美み裂さきが同じ目に遭うかもしれない。人じん狼ろうは破門者と同じくらい教会関係者に嫌われているから。加害者のくせに被害者ぶりやがって、と一般人からもキツい洗礼を受けるに違いない。

　だれでもいいから石を投げたい、という性根の腐った輩やからが存在するのだ。

　そんなことを思っていたら、校門の前で高級車から降りた伏ふし見みと目が合った。伏ふし見みは、ごめん、と唇を動かし、俺は軽く頷うなずいて『気にするな』というメッセージを送った。伏ふし見みは俯うつむきながら足早に教室へ急いでいった。

　少しホッとした時、

「おい、やって気持ちよかったのかよ」

　一人のバカが嘲笑あざわらうように言い放った。俺は立ち止まってそいつを睨にらんだ。声の主は、クラスのドンの真まつ狩かりだった。

　ナメるな。俺は童貞だ。変なことを言うとぶん殴るぞ。そう思ったときだった。

　バンッっという音とともに、真まつ狩かりの体が花壇の植え込みの中に吹き飛んでいった。

　真まつ狩かりの顔面に空き缶がめり込んでいる。

「生徒たちの口から汚い言葉しか出てこないけど、この学校には『まともなことをしゃべってはいけない』規則でもあるの？」

　俺の味方をしてくれる人はこれまで一人としていなかったので、涙がでるほどうれしかった。この天使のような人はどなた様だろうとお姿を拝見させていただく。

　そこには、神こう々ごうしい後光を纏まとって屹きつ立りつしている女の子。本校の制服を着ている。こんな素晴らしい人がうちの学校にいたとは。捨てたものじゃないな。

　でもいいんですか？　こんな童貞に優しくして。すぐに惚ほれられちゃいますよ。童貞に優しくすると危険ですよ。勘違いされることだってありますよ。

　女の子にそんなアドバイスをしたいを思ったが、よくよく考えると、女の子に助けられるというのはちょっと格好悪い。ピンチの女の子を救い、惚ほれられるも、意に介さず颯さつ爽そうと去るのが俺の理想ではなかったか。今の状況はそれと正反対じゃないか……。

　とりあえず、ご尊顔を拝したとき、思わず、

「あっ」

　と声が出た。俺を救ってくれた女の子。見知った顔だった。俺は目を疑った。いや俺と一緒に住んでるんだから間違うはずがない。

　嫁よめ！

　強く、正しく、美しい嫁よめがそこにいた。

「なんでこんなところに？　怪け我がはないか！」

　俺は慌あわててボディチェック。今回ばかりはエロい気持ちは一切ない。

　傷一つない。本当に優秀なゴーレムだ。そしてそれを創りだした俺。さすが俺。
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　傍観者の中から「あの女の子、ゴーレムじゃないか？」という声が上がった。ゴーレム特有の内蔵魔力の流れでも感知したんだろう。

　花壇からガサゴソと、顔を腫はらした真まつ狩かりが立ち上がろうとしていた。

　嫁よめは、俺の相手はしていられないとでも言うように、真まつ狩かりに視線を向けた。俺だけを見つめていてくれたらいいのに。

　真まつ狩かりは服のホコリを払いながら、

「弱い女を襲うだけが能だと思っていたが、やってくれるじゃねぇか」

　地面につばを吐いた。嫁よめは、

「お前のそういう心ない発言がどれだけ被害者を傷つけるか知ってるの？」

「加害者の分際で偉そうに」

　ゴーレムの発言は、その主の発言と同一である。おそらく俺がゴーレムにしゃべらせていると思っているのだろう。それを裏付けるように真まつ狩かりは俺にガンを飛ばしている。

　真まつ狩かりは転がっていた空き缶を蹴ると、

「一発もらった分、倍にして返させてもらうぞ」

　そういうと、真まつ狩かりは常人にはない速さで俺の目の前に詰め寄ってきた。

（風に乗った!?）

　驚く間もなく、真まつ狩かりの拳こぶしが眼前に迫っていた。とっさに両手を上げて顔を守ろうとした瞬間、バーンと、先程よりも大きな音を立てて、真まつ狩かりが吹き飛んでいた。

　嫁よめのハイキックが真まつ狩かりの側頭をとらえたのだ。

「ちっ。無防備と見せかけて、俺の攻撃を誘い、側面に隙を作るとは。ちっ。癪しやくに障さわるぜ」

　いや、そんな作戦とか考えてないし。深読みだし。

「なかなかいいゴーレムじゃないか」

　真まつ狩かりは俺の嫁よめを嫌な目つきで見た。

「野獣のような性欲だもんな。どうせ夜な夜なゴーレムと──」

　嫁よめは真まつ狩かりの腹に拳こぶしを捻ひねり込んだ。

　強いし、速い。風の魔術で移動速度を増した真まつ狩かりを凌りよう駕がするスピードと、驚くべきパワーで、真まつ狩かりを圧倒していた。

　いつの間にか、周囲に野次馬な生徒が集まっている。しかも、俺と真まつ狩かりどちらが勝つか、賭けまで始めようとしていたが、俺に賭ける奴やつが現れず、賭けは成立しなかった。

　嫁よめは生徒たちに囲まれていることなど意にも介さない。

「こいつはレイプなんてしない。できるわけがない。そもそも、本物の女の子にそういうことができるなら、ゴーレムなんて作るわけない！」

　周囲の野次馬たちから、「あーなるほど」と声が漏れた。

『なるほど』じゃねぇよ。納得されたことに納得出来ないよ……。

　真まつ狩かりは、

「チッ。三さん下したのくせに。見ろ。俺の宝玉の色は青。お前の二段も上だ」

　真まつ狩かりは手首のブレスレットを袖口から見せた。ポテンシャルに二段階も差があれば勝負にならないのは、俺でもわかることだった。

「クソみたいな魔術師の、クソみたいなゴーレムをまずぶっ壊してやらぁッ」

　俺はこのときようやく、真まつ狩かりが風属性の聖職者であることを思い出した。聖職者は、対ゴーレム用の術を小さい時に習得するという。俺は慌あわてて、

「おい、こいつにはゴーレム破壊術があるぞッ」

　俺は嫁よめに叫ぶ。こいつ呼ばわりされたからか、真まつ狩かりが俺を睨にらんでくるが、今はどうでもいい。

　パワーだけなら嫁よめは真まつ狩かりに負けないだろう。しかし、聖職者とゴーレムとの相性は最悪だった。力量差だけでなく、相性も最悪となれば、賭けが成立しないのも当然だ。

　真まつ狩かりにはゴーレムに対して一撃必殺の術がある。まぐれとはいえ、せっかくこれほど素晴らしいゴーレムを手に入れたというのに、真まつ狩かりに壊されてしまうなんて、あってなるものか。

「逃げろ！」

　俺はそう嫁よめに命じるしかなかった。

　しかしこれまでどおり、俺の命令は嫁よめには通じない。

　しかも攻性魔術を一つも習得していない俺。

　真まつ狩かりの手が青白いオーラを放っている。そのオーラの中には小さい十字模様が無数に光っている。美しくも恐ろしい十字模様である。

「粉々にしてやる」

　真まつ狩かりの手が嫁よめの髪の毛をかすめた時、あの美しい毛が僅わずかであっても一瞬にして土ぼこりのように粉々になって舞い消えるのが見えた。

「ひぃ……」

　思わず俺の口から情けない声が出てしまった。

　この世界にたった一人しかいない味方、と言い切っては自分でも惨みじめだけれども、数少ない味方になってくれた嫁よめを、こんなところで、よりにもよって真まつ狩かりごときに破壊されるなんて嫌だった。

　それなのに、何もできずに、ただ指をくわえて見ているしかないのか。

　俺はさほど賢くない自分の頭で考える。

（思い出せ。この状況、妄想で出てきたやつだ）

　美少女のピンチを救う俺。ピンチを救って以来、美少女は俺に付き従ってくれるようになる。そんなありがちだが、夢のある、夢のような展開。

（これだ！）

　身を挺ていして真まつ狩かりの一撃から嫁よめを守るのだ。

　真まつ狩かりの一撃をかわした瞬間にスキが生まれるはず。

　ほとんど何もできない自分だが、そんな小さなスキを生み出すことはできるはずだ。

　そう思うが早いか、俺は真まつ狩かりと嫁よめの間に飛び出していた。

　真まつ狩かりは嫌な奴やつで嫌いだが、この瞬間だけはドラマに出てくる暴漢とか悪役のような、俺のための引き立て役に見えた。

　俺の目もく論ろ見みどおり、真まつ狩かりの青い拳こぶしは俺の腹にヒット。

　腹部に走る激痛で声は出せない。が、今がチャンスだ、と嫁よめへ振り向いたとき、

「肉壁、ご苦労さまッ！」

　嫁よめの強烈な飛び蹴りが俺を襲う！

「なんでだよ！」

　俺の体は真まつ狩かりを巻き込みながら撥はね飛とばされた。

　俺は真まつ狩かりの上に仰向けでのしかかる形で地面に倒れていた。

　ふと気づくと、俺の肘ひじの下に真まつ狩かりの顔面があった。肘が真まつ狩かりの顔ど真ん中に入っていた。

　争う予定なんてなかった俺が手を下したみたいになっていた。

　真まつ狩かりの鼻は曲がり、両方の鼻の穴から血が出ていて、見るも哀れな顔になっていたので、思わず、

「うわ、殺やってしまった」

　と口走ってしまった。慌あわてて呼吸を確認。息はしている。

　ただ、真まつ狩かりは軽い脳のう震しん盪とうを起こしているようで、意識が飛んでいた。

　嫁よめはまだ戦闘モードのようで、俺と真まつ狩かりのいるところに歩いてきた。

　嫁よめの全身からは怒りが冷めやらないといった気配が漂っていた。走そう馬ま灯とうの中で見た清せい楚そなお嬢さんと同一人物とは思えない。清せい楚そだった頃の記憶、カムバックッ！

（なんだろう。なにかのついでに殺されそうな雰囲気……）

　倒れていた真まつ狩かりが目を覚まし、嫁よめの姿を見るや、

「こ、殺さないでくれ」

　と懇願するも、嫁よめは無言。

「泥どろヶが崎さき、すまなかった。謝る。だから──」

　真まつ狩かりは足をばたつかせたが腰が抜けているようで身動きができないようだった。

　俺は、

「もうこれ以上はいいだろう」

　といっても、嫁よめはなおも、

「こういう輩やからは、どうせ謝っても口だけ」

　嫁よめは真まつ狩かりに、

「言い残すことは？」

　と言う。真まつ狩かりはアワアワと紫色になった唇と震わせるだけで言葉にならない。

「そう。じゃあ、静かに地獄に行って！」

　と拳こぶしを振り下ろした。ズドンと重い地鳴りがした。

　激しく土つち埃ぼこりが舞う。

（真まつ狩かり死んだら、俺も社会的に死ぬんじゃね？）

　俺は自分の罪がどうなるか心配になった。

　土つち埃ぼこりがおさまると、泡を吹いて倒れている真まつ狩かりの姿が現れた。よく見るとズボンにシミが広がっている。

　真まつ狩かりの顔の横の地面には、大穴があいていた。もしこれが直撃していたら、頭部は跡形もなく潰れてしまったに違いない。真まつ狩かりが泡を吹き、失禁するのも理解できた。

「命だけはとらないでおいてあげるわ。けど次は無いから」

　と真まつ狩かりを正門前にある大きな木、通称『この木なんの木』に引っかけて吊つるした。

　嫁よめは、

「他に木に吊つるされたい奴やつは？　いるなら出てきなさい」

　と周囲に向かって挑発する。野次馬たちは怯おびえるように散り散りになって校舎へ急いでいった。

　俺は嫁よめに近づくと、その手を丹念に指の間までハンカチで拭いた。

「こういうの、ありがたいけどさ。やめてくれよ。頼むから」

　俺は懇願した。俺の嫁よめが他の男に触れるなんて許されざる事態だった。爪とか割れたらどうするの。

「髪の毛だって少し削られちゃったじゃないか。万が一のことが起きたらどうするんだ。真まつ狩かりに破壊されるところだったんだぞ」

　俺は嫁よめの髪の毛を触ろうと手を伸ばしたが、振り払われてしまった。

「ふん。あんなの当たらなければどうってことないわ。別にあんたのためにあいつを殴ったわけじゃないし」

「じゃあなんで……」

「ああいう不愉快な連中を見ると捨ておけないのよ」

「正義感から助けてくれたって？　またまた。俺のためのくせに。恥ずかしがっちゃって」

「恥ずかしいのはドロシーの方よ。物陰から見てたけど、学校の連中に色々されて、色々言われてて、なんで何もしないのよ」

「物陰から見てたって、お前は俺のお母さんかよ」

「違うわよ」

　真顔で否定された。

「もちろん、知ってるよ。お母さんじゃないよ。俺の嫁よめだよ」

「それも違う」

　いい加減、嫁よめと認めてくれてもいい頃合いのはずなんだが。なかなか強情だ。少しおかしいゴーレムだ。

　そう言いたくもあったが、なんだか自分の中で疑問が生まれてきた。

　あれ？　もしかして、おかしいのは俺の方か？　ゴーレムを嫁よめとか言ってる俺のほうがおかしいか？

「最初から最低なマスターだと思ってたけど、自分に振りかかるキノコも振り払えないなんて、ほんと、情けないにもほどがあるわ」

『キノコじゃなくて、火の粉だよ』とつっこめなかった。嫁よめの言うとおり、力のない自分があまりにも情けなかった。

　嫁よめの言うとおり、振りかかってきたキノコも払えないだろう。アッ──。

「それに魔術でサポートしてくれるのかと思ったら、素のまま体をさらして、馬鹿じゃないの」

　確かに、腕力がなくても、魔術で地面を泥にして足止めするとか土壁を作るとか方法があった。魔術に慣れてないとはいえ、『身を挺ていして女の子を守りデレさせる』なんてロマンにとらわれて、こういったまともな方法すら浮かばなかった。何もできなかった。そして、

「学校内で魔術を使うとか目立った行動するといろいろ面倒なんだよ。第一、世の中いろんな奴やつがいるから、いちいち全部に反応してるほどヒマじゃないし」

　こんな稚ち拙せつな言い訳で自分の未熟さをごまかした。魔術が未熟なだけではなく、その他いろいろ未熟だった。

「反応を惜しむほど忙しいの？　どうせヒマでしょ。いちいち反応しなさいよ」

「俺、意外と忙しいよ……ほら」

『──ヶが崎さき、一年の泥どろヶが崎さき、至急、魔導教官室の網走あばしりのところまで来い』

「だから言ったろう……。学校内で騒ぐとこうなるんだ……」

　ハウリングしながらブツリと切れたこの校内放送が、未来の俺の断末魔のように聞こえる。




「失礼します」

　そう言って入った教官室。奥で革の椅子に座っている網走あばしり教官の鋭い眼光が俺に突き刺さった。高級ブランドのコレクションラインのモデルのような、美しくも冷たい表情を常に浮かべている、細身の教官である。腰に軍刀を佩はいているこの網走あばしり教官が、この姿のままパリコレに出ても、おそらくアヴァンギャルドなスタイルとして問題なく受け入れられるだろう。

　もちろん網走あばしり教官はモデルなどではない。魔導教官、つまり魔術師たちの生徒指導をする教官だ。生徒といえど魔術師を指導するだけあって、教官も一流の魔術師であり、そして居合の達人でもあった。反抗的な生徒はここで牙きばを抜かれるという。それゆえここは『網走あばしり刑務所』と呼ばれ生徒の間で恐れられている。

「今年の魔術師のガキに変なのが多いとは聞いていたが、まさか学校にダッチワイフ連れてくる変態がいるとは。世も末だ」

「ダッチワイフなんかじゃないです。れっきとした嫁よめです」

　俺の嫁よめは「私はお前の嫁よめじゃない。私は私だ！」と怒っているが、俺も教官も構わなかった。

「地球温暖化のせいか、惑星直列のせいか、なんだかしらんが、勘弁してくれ。それにしても、先週といい今日といい、お前は問題児の筆頭だな」

　教官は俺の嫁よめをジロジロと観察する。そして近寄ると、嫁よめの手を触診するようにいじり始めた。

　俺の嫁よめは『我に触るるなノリ・メ・タンゲレ』と怒る気配はない。同性に触られるのは気にしないのだろう。

　ああ、生まれ変わったら、女の子になりたい。可愛かわいい友達のおっぱいを触っても怒られない女の子になりたい。

「出来のいいゴーレムを自慢したい気持ちはわからんでもないが、許可無く学校にゴーレムを連れてくるのは規則違反だ。それにそのゴーレムが安全かどうかも怪しい」

「俺のゴーレムはいつも安全日でｓ──ほがっ」

　嫁よめのラリアットが俺の喉に炸さく裂れつした。

「うむ。今のマスターを攻撃するのも暴走の前兆かもしれん。私は土属性魔法についてはそんなに詳しくない。お前の指導担当者にはチェックしてもらってるんだろうな？」

　俺は立ち上がりながら喉を整え、

「い、いえ、師匠への報告はまだです」

「ゴーレムが暴走したら一般生徒にも危害が及ぶ。爆発炎上でもしてみろ、お前は一生塀へいの中で生きることになるんだぞ。今すぐチェックしてもらってこい」

「それはちょっと」

　今師匠のところに行けば、『死ね』と言われるのが目に見えている。もう少し時間を空けて、師匠には頭を冷やしてもらう必要がある。

「なら、仕方がない。この場で破壊するしかないな」

　教官室の鍵が、ガシャッと閉まる音がした。

　と同時に、網走あばしり先生は腰の軍刀を居合のように抜き、嫁よめに斬りかかった。

　嫁よめはそれを躱かわすと同時に、

「私を閉じ込めるなあああああああ！」

　嫁よめはそれまでの落ち着きがウソのように叫び、網走あばしり先生に怒りをむき出しにする。

　二人の動きはあまりに速く、俺が状況を理解した時にはもう、上段からの第二撃を嫁よめが両手で刃を挟み止めていた。教官はすぐに嫁よめを足で蹴り距離をとった。

　嫁よめはなおも興奮していたが、嫁よめの手には短いながらも刀が握られていた。

「脇差しを取られただと……」

　網走あばしり教官は、目を大きくして驚く。先さき程ほどまで先生の腰にあった脇差しが消えていた。

　嫁よめが鞘さやを捨て、刀を構えた二人が対たい峙じする。

（俺をめぐって二人の女性が戦うなんて。なんて罪深い俺）

　なんて冗談を考えている場合じゃない。嫁よめが壊されないよう援護しようと、魔術で床材を盛り上げて教官のバランスを崩そうとした。が、

「魔術が発動しない!?」

「無駄だ。この部屋では魔術は使えない。お前らバカどもが調子にのらないようにな」

　ここ網走あばしり刑務所は、先生のテリトリーなのだ。

　俺は慌あわてて、

「師匠の許可もらってきますから勘弁して下さい」

　と叫んだ。しかし、網走あばしり先生は刀を収めない。

「こっちに殺やる気がなくてもそっちが殺やる気なら応戦するしかあるまい」

　先生の言うとおり、嫁よめがまだ刀を構えている。

　傷ついた猛獣が必死に生きようとするような目で網走あばしり先生を睨にらんでいる。

「刀を先生に返せ。先生にはもうお前を壊す気はないから」

　俺がそう言っても聞かない。返事もない。心ここにあらずといった様子で、荒い呼吸を繰り返しながら刀を振り回す。網走あばしり先生はそれを払うように防いでいる。

「どうしたんだ？」

　俺が話しかけても返事がない。言うことを聞かないことは多々あったが、返事もないのは初めての異常事態である。

「コントロールできないのか。やはり壊すしかないな」

　網走あばしり先生が再び嫁よめに斬きりかかり、再び激しい撃ち合いを始めた。

「ちょっと待ってください。今原因を考えてますから」

　網走あばしり先生の、経験と修行に基づく洗練された無駄のない動き。嫁よめの、大味ながらも高い身体能力で押し切ろうとする獣のような動き。対照的ながらも印象的な二人の動きを目に焼き付けながら、嫁よめを冷静にさせる方法を考える。

（なんで嫁よめが急変したんだ？　急変するならこんな形でなく俺にデレデレする形に変われよ）

　そう思ってもしかたがない。

　変わる直前に何があったか思い出そう。網走あばしり先生が嫁よめを破壊しようとするから嫁よめは急変したと考えるのはおかしいだろう。今先生にはその気はないのだから。

（豹ひよう変へんする前に何か言っていなかったか？）

『私を閉じ込めるな』と絶叫していたのを思い出す。絶叫するほどのことか？　いや、そういう人もいる。閉所恐怖症の人だ。

（嫁よめももしかして、閉所恐怖症か？）

　先日、無防備に自室の扉を開けて寝ていた嫁よめの姿を思い出す。あれは、俺が覗のぞくのを誘っていたのではなく、密室になるのを嫌がってなのだろう。

「先生、一度、この部屋の扉を開放してください」

「駄目だ。外部に暴走したゴーレムを解き放つことはできない」

「閉所恐怖症の可能性があるんです」

「面倒くさいゴーレムだ。ドアを開けてやるが、もし他の生徒に危害が出そうになればその瞬間、本気で破壊するからな」

「わかりました……」

　網走あばしり先生がドアを開けるや、部屋を飛び出し、部屋の外から刀を構えた。

「刀を収めろ」

　嫁よめは、先生が投げ渡した鞘さやを受け取ると、ゆっくりと鞘さやにもどした。

　嫁よめは肩で息をしながら、ようやく、

「閉めきった部屋は苦手なの……」

　と会話可能な状態になっていた。やはり閉所恐怖症なのだった。

「網走あばしり先生、ご迷惑をおかけしてすいません。今から師匠のところに行ってきますので、今日のところはこれで勘弁して下さい」

「手間ばかりかけさせやがって」

「すいません」

　網走あばしり先生は脇差しを回収しながら舌打ちをした。

　俺がお辞儀をして去ろうとしたとき、網走あばしり先生が、

「そのゴーレムはいいものだ。壊すには惜しい。だから死ぬ気で安全を確認してもらえ。私に三さんノ太た刀ち以上打たせた奴やつはそうはいない──いや、三ノ太刀はこの前、使ったな。たしか一年の宜ぎ野の座ざだった」

　隣のクラスの、赤髪のイケメン野郎の名前が出てくる。割と優等生ヅラしているので、網走あばしり先生に目をつけられているのは意外だった。

「なんで網走あばしり先生は宜ぎ野の座ざに刀を抜いたんですか？」

「夜中に学校をうろついていたからさ」

「何しに夜中に」

「さあな。『忘れ物を取りに来た』とはぐらかされた。学校の備品が盗まれた様子もないから、それ以上の追及はしなかったが。そんなことより、早くチェックを受けに行け」

　そういいながら網走あばしり教官は、俺たちを校舎の玄関まで見送ってくれ、

「これ以上問題を起こすなよ」

　と念を押した。

「もちろんですよ」

　と俺が教官に告げ終わらぬうちに、ガラスが割れる大きな音がした。

「あ、ごめん。透明で扉に気が付かなかった」

　ガラスの扉に人型の穴が開いていた。

　俺は「すいません。すいません」と慌あわててすぐガラス戸を再生し、

「俺の嫁よめは真まっ直すぐな性格でして、これと決めたらそれしか見えない性タ質チなんですよ」

　と言い訳をする。嫁よめは悪びれる様子もなく、

「それ、以前師父せんせいによく言われてた気がする」

　と記憶の断片を回復したのか満足気に言った。

「欠点を指摘されてなに喜んでるんだ」

「欠点じゃないわ。長所よ。長所。師父せんせいは私にひどいことなんて一度も言ったことがないわ。誰かさんと違って」

「言われても気づかなかっただけじゃないのか？」

「なにを！」

　嫁よめが摑つかみかかってきたとき、網走あばしり教官は腰に手を当てながら、

「お前ら、本当に大丈夫なんだろうな」

　と溜ため息いきをついた。慌あわてて、

「大丈夫です。これが俺たちの正常運転です」

　と言い訳してから、嫁よめを連れて、師匠のいる研究所へ向かった。




　俺たちは道の角から顔だけ出して、研究所の様子を窺うかがっていた。

「あれが研究所というところね。で、どうしてこんなところでコソコソしているの？」

「よく見ろよ。あの赤色灯の付いてる車から棺かん桶おけが運びだされてるだろ」

　大型バンを指さすと、嫁よめが覗のぞきこむようにして密着してきた。伝わってくる温ぬくもりに悦えつに入いる余裕はないのが悔しい。

「つまり、警察に変態の現行犯で逮たい捕ほされないように隠れている、のね。おまわりさん、ここに変態がいます」

　躍り出ようとする嫁よめを制して、

「やめろよ。あれは警察じゃなくて、魔術協会の特務課の車だし、あと俺は、逮たい捕ほされるレベルの変態じゃないし。言いたいのはそういうことじゃなくて、あの棺かん桶おけの中身が実験に使える死体だったら、問題なく研究所に入れるんだよ」

「なんだかよくわからないけど」

　俺の死体を手に入れたいと師匠が思っているのを嫁よめは知らないんだった。師匠に死んで欲しいと思われていることを説明するのも悲しい。

「お前はわからなくていいんだよ。俺がわかっていれば」

　嫁よめはへそを曲げて無言になった。

　俺が一人で特務課の車の中を見にいったら、待機を命じたはずの嫁よめがついてくる。

「ちょっと待っていろ、って言っただろ」

「そう言われたから、ついて来た」

「なんで」

「お前の命令なんかに従いたくないから」

　そんなことを言ってたら、車の中の人に見つかった。車のドアが開いた。俺はすぐにホールドアップして無抵抗の姿勢を見せる。銀色の頭髪の青年が出てきた。

「覗のぞき見みバレバレだよ。泥どろヶが崎さきくん」

「なんだ、卜うら部べさんじゃないですか」

　俺を呼び止めたのは卜うら部べという特務課課長の青年でときどき研究所にやってくる。魔術師としてトップエリートの部類に属すのに、エリートにありがちな傲ごう慢まんさもなく、なにより俺に対して自然に振る舞ってくれる数少ない人だった。もし性別が女だったら、惚ほれているだろう。

　ただ体調は芳かんばしくないらしく、会うたびに白髪が増えて今ではほぼ真っ白だ。男前を少し損なっている。俺と同年齢だが年上にしか見えないので、俺は尊敬も込めて『卜うら部べさん』と呼んでいる。

「今日も師匠にお薬をもらいにいらしたんですか」

「今日は仕事だよ。もう済んで、帰るところだけどな」

　車の中には他の特務がいた。ヨダレを垂らして寝ている小柄の女性が襟えり裳もさんで、書類を黙々と書いているメガネの女性は十と勝かちさん。いずれも卜うら部べさんの部下である。

　十と勝かちさんが窓を開け、短く「時間」とだけ言うと、卜うら部べさんは「了解している」と答えた。卜うら部べさんは、仕事中の険しさをすぐに消し、

「それより泥どろヶが崎さきくん、君は、宜ぎ野の座ざと同じ高校だったよな」

　宜ぎ野の座ざの名前が出てきて驚く。あの赤茶髪野郎、特務にも名前を知られているのか。なんかいけ好かない。

「ええ。別の組ですけど、あいつが何かしたんですか」

「まだなんとも言えないな。もし、宜ぎ野の座ざについてなにかおかしなことがあったら、なんでもいいから俺に教えてくれ。それじゃ」

　特務の車が去ると、俺の嫁よめがおかしなことを言い始めた。

「お前って、いわゆる両刀なの？　恋する乙女のような目をしていたわよ、ドロシー」

「そういうのじゃない。あの人は俺の憧れみたいな人なだけだ」

「私には死人みたいに見えたけど」

「確かに見た目は老ふけてるけど、ちゃんとした人だ。あれだろ、嫉しつ妬としてるんだろう」

　卜うら部べさんは俺のそばにいた嫁よめを一いち瞥べつすらしなかった。ストイックな性格の人だから、もしかして女性に興味がないのかもしれない。というのは冗談で、魔術師にとっては他人のゴーレムなんていうのは、道路のマンホールや電信柱同様、意識の対象外の存在なのだ。

「嫉妬してたのはドロシーじゃないの？　『宜ぎ野の座ざ』って名前が出た時そんな顔してたわよ。そんなことより、何か聞くことがあったんじゃないの？」

「しまった。卜うら部べさんに棺かん桶おけの中身のこと聞き忘れた……」

　宜ぎ野の座ざの名前が出てきたせいで、肝心のことを聞きそびれた。でも、特務が普通の遺体を運ぶなんてしないだろうから、中身は魔術師の遺体だろう。そう思うしかない。

　こっそりと研究所内の霊安室へと進み、二つあった棺かん桶おけを調べる。片方は死体業者に偽にせ物ものを摑つかまされたときの空の棺かん桶おけ。

　もう一つの棺かん桶おけの中には見たこともない壮年の紳士の死体が入っていた。白ブリーフ一丁の死体は、口ひげを蓄え満面の笑みを浮かべて死んでいた。今にもまぶたを開けて動き出しそうで少し怖い。

「誰か来たみたい」

　嫁よめにそう言われて、慌あわてて棺かん桶おけの蓋ふたを閉め、周りを見渡したが、ひやりとした壁があるばかりで隠れる場所は隣の空の棺かん桶おけだけだった。

「見つかったらやばい。一旦棺かん桶おけに隠れるけど、閉所恐怖症のお前には無理か……万事休すか」

「私のせいで死ぬみたいなこと言わないでよ。こんなところ少しなら我慢できるわよ」

「なら早く」

　俺は急いで嫁よめを中に押し込み、その上に覆おおいかぶさるように入って蓋ふたを閉めた。嫁よめの「どうしてこんなことを」という抗議は、シィッ静かに、と小声で宥なだめた。

　真っ暗で何も見えない。足音が響く音だけが聞こえる。

　嫁よめとここまで合体に近い体勢になったのは初めてだった。触しよく媒ばいの聖遺物レリキアが香こう油ゆ壺つぼだったせいだろうか、甘い匂いもする。暗闇は俺の嗅きゆう覚かくと触覚を研ぎ澄ました。嫁よめの息が俺の顔に薄くかかる。

「ちょっと顔近すぎよ」

「仕方ないだろう。バレるから静かにしろって」

　顔がそばにあるのだ。我慢できるはずもない。鼻息とドキドキが止まらない。

　俺の唇が嫁よめの唇に触れるか触れないかというところだった。

「ああああ。もう無理。我慢できない！」

『我に触るるなノリ・メ・タンゲレ！』

　無属性の魔術で俺は棺かん桶おけの蓋ふたごと天井まで飛ばされた。のみならず頭から天井に突き刺さった。もう隠れるとかいう段階ではない。

「狭いところじゃダメか。キスはロマンチックなところじゃないと嫌だよな」

「狭いところも口づけも嫌に決まってるでしょ」

　ちょうど師匠が運うん慶けいくん快かい慶けいくんを引き連れて入ってきたときに、天井から片かた膝ひざを突いて着地し、その姿勢のまま、俺は「ご、ごきげんうるわしゅう」と深々と礼をした。

　師匠は頭をかき、

「おかしいな、死体が来たと聞いたから来たんだが。錯覚か？　旧時代の魔術の詠唱も聞こえたし、私にはどうも、泥どろヶが崎さきが生きているように見えるんだが」

「いや、生きてます。生きてます。師匠、ゴーレム作成の件ですが、ご覧のとおり成功しました。これが俺の嫁よめです」

　怒りながら棺かん桶おけから出ようとしていた嫁よめを紹介した。俺に「嫁よめっていうな」という嫁よめを見るや、師匠は舌打ちした。

「信じられんな。確かにこいつはゴーレムだ。お前が術を成功させただと？　奇跡が起きたとしか思えん。きっと明日にでも天てん変ぺん地ち異いが起きるぞ、これは」

「いえ、俺の実力ですよ。わっはっは」

「そんなことより、運ばれてきた死体がお前じゃないとしたら、死体は誰だ？」

「知りませんよ……白ブリーフのおっさんの死体が入ってました」

　俺は残りの棺かん桶おけの蓋ふたを開けた。

「ああ、こいつか」

「誰ですか。これ」

　師匠は呆あきれ顔で、

「魔術協会の理事長も知らんのか。魔術師で一番強かった男だ。今はただの肉塊だがな」

「なんで亡くなったんですか」

「デコを見てみろ、穴が開いてるだろ。どこかで恨みを買ってズドンとやられたんだ。政敵は山ほどいたし、性せい癖へきはロリコンだった。正確には幼児性愛者というべきだがな」

「でもどうしてこんな研究所に」

「あ、こいつ私のグールだからな」

「え？」

「有名な話だぞ。こいつはグール。私の眷けん属ぞく。使いっ走りのゾンビだ」

「ええっ？　パシリ？　てことは、魔術協会を裏で操るみたいなことをしてたんですか？」

　師匠が隠れた権力者ならその弟子たる俺もそのおこぼれに預かれるかもしれない。

「いや、そんな面倒なことする暇があったら研究するに決まってるだろ。魔術協会の運営はこいつの独断だ」

「じゃあなんでグールを会長になんてしたんですか」

「グールを会長にしたんじゃなくて、会長がグールになったんだ。自分の意志でグールにしてくれと頼んできたんでな」

「なんでそんなことを」

「知るか。変態の考えなぞ、私が知るわけがない。どうせバイオハザードごっこでもしたかったんだろ」

　多分違うと思う。師匠は死体にデコピンしながら、

「ヘッドショット食らいやがって。私もやりたかったのに」

　そりゃ、ゾンビを見たらヘッドショットしたくなる気持ちはわからなくはないが。

「それにしてもどうしてこの研究所には変態の死体ばかり集まるんだ？」

「類は友を呼ぶんですよ。って俺はまだ死んでないです。それより一番強いのに殺されたってことは、犯人はもっと強いってことですよね」

「理論上はな。だがポテンシャルのランクなんてあてにならないさ。命のやり取りなんざ、一瞬の判断ミスで決着がつく。まあグールは元から死んでるが」

　会長の死体は満面の笑みで、数秒前までは自分が殺やられるなんて思ってもいなかったとわかる。

「幼女に不意打ちでも食らったんだろう。いや、幼女は銃なんて扱えんか」

　俺は、卜うら部べさんが宜ぎ野の座ざのことを聞きたがっていたのを思い出した。宜ぎ野の座ざが殺やったのだろうか。そうだとしても、ロリコンおじさんが男子高校生の宜ぎ野の座ざを見て満面の笑みになるはずもない。女装癖があってもロリにはなれない。

　師匠は、遺体の頭のてっぺんから足の指の間までを丹念に調べながら、

「誰が犯人かを考えるのは警察や特務がやればいい。私はこの死体を有意義に使わせてもらう。ふふふ、ちょうどいいタイミングで死体が戻ってきたな。ツイてる。運うん慶けいくん快かい慶けいくん、この死体を実験室に運べ」

　師匠は、死体とともに退室しようとしたので、俺は慌あわてて、

「あの、この嫁よめ、というかゴーレムなんですけど、学校の先生に安全性を確かめてもらえって……」

　師匠は面倒そうに俺の嫁よめをざっと見て、

「お前に渡した素材自体は、さっきの元ナンバーワン魔術師でもタダでは済まない威力を持つ爆薬みたいなものだ。普通なら『非常に危険』という他ないし、おまけに主のお前の頭の安全性は保証できん」

「じゃあ、ダメですか」

　俺は消え入りそうな声で聞いた。

「まあ、慌あわてるな。お前の変態性はよくわかってる。お前にこの別べつ嬪ぴんを爆発できるとは思えん。あの程度の触しよく媒ばいでなぜ釣れたのかわからんが、中の魂こん魄ぱくも何百年前かの立派な聖者だろう。暴走して自爆、なんてシナリオはなさそうだ。普通に生活する限り安全そのものだろう」

　ほっと胸を撫なで下おろす。

「素材だが、もし多少余っていてももう一体作ろうとか思わんほうがいいぞ。調子に乗ると大体死ぬ」

　俺は「使いきりました」と噓うそを言った。家にはそんな危険な素材が二体分丸ごと余っているが、一体でも手に余るのに、もう一体などとてもとても。

（それに残ってる触媒は聖遺物レリキアじゃなくて、質の落ちる悪魔の触覚だし、トライする意味は無いし）

　師匠は、「それにしてもよくあんな触覚から聖者が釣れたもんだ」と首をかしげながら、俺の嫁よめの安全性についての保証書を紙に書いて渡してくれた。

「いいか。これから私は、ウルトラとっても非常に異常にエクストリ～～～ム大事な、実験を行うから、絶対に絶対にゼーったいに、私の邪魔になることはしないように。邪魔したらホント殺すから。一族郎党皆殺しにするから。じゃあ天井を直したらすぐ帰ってしばらくここには来るな。以上」

　師匠はそう言って実験室に行ってしまった。

　これで俺の嫁よめにまつわるすべての懸け念ねんは払ふつ拭しよくされた。

　あとは嫁よめとの甘い生活を送るのみであったが、その夜も「我に触るるなノリ・メ・タンゲレ」という嫁よめの声に阻はばまれた。














　第三章　自分探しの旅で自分が見つかることはほとんどない









　学校の連中にとって、俺の嫁よめは強力なボディガードのように見えているのだろう。

　いつもならゴミ箱代わりになっている俺の机が、今日は全くもって正常だ。正常すぎて異常に感じられるほどだ。

　真まつ狩かりは教室の端の席で肘ひじをついてむくれていたが、俺と目が合うと慌あわてて目をそらした。それまで真まつ狩かりの舎弟のようになっていた奴やつらは、別のグループに鞍くら替がえしていた。

「ああいうふうに生きられたら楽だろうな」

　俺は思わずつぶやいた。

「どういうふうよ」

　嫁よめが聞いてきた。話しかけたつもりじゃなかったので、少し驚きながら嫁よめに真まつ狩かりとその取り巻きだった連中の今について説明した。

「私には、ドロシーもあいつらも大差ないと思うけど」

「そんなことは──」

　ない、とは言い切れなかった。

　なるほど、俺も連中の亜種だ。

　誰かが状況を変えてくれるまでひたすら耐える。待つ。彼らと俺は同じだ。

「平和主義者なんだよ。俺たちは」

「自分の尊厳のために戦うことは義務よ。そうしないと同じ立場の人も苦しむことになるんだから。戦えるのに戦わないのは加害者と同じよ」

「でも、お前は、自分のために真まつ狩かりをボコったわけじゃないだろ」

「間違ったことや困った人を『見て見ぬふりをするな』って師父せんせいの教えを守っているだけ」

　そんなカッコいいセリフを一度でいいから言ってみたい。

　嫁よめがピンチに陥っているところに、颯さつ爽そうと現れて助ける。

　そんなことをやってみたいけれど、現実にはそんなことはできない。

　腕力も魔術も凡ぼん庸ような俺に嫁よめに優まさるものなどあるだろうか。

（あるとしたら、頭脳くらいか。嫁よめ、天然さんだからな）




　授業が始まる。嫁よめの席がないので、教室の後ろに待機してもらう。

　魔術高校といえども普通の高校と同じ授業がほとんどだ。一番嫌いな数学もあるし、好きな美術の時間もある。で、今日は一限が数学で二限三限が美術だ。

　黒板には四次関数のグラフが書かれていた。Ｗの形をしたそのグラフは俺には垂れ下がった、だらしないおっぱいにしか見えなかった。

　俺は早く数学の時間が過ぎて美術の時間がこないか祈りながら、垂れ下がったおっぱいではなく、張りのある美しいリアルなおっぱいをノートに落書きしていた。

　頭のなかをおっぱいでいっぱいにしているうちに時間が過ぎ、数学教師が、

「最後に、この問題分かる人。難しいから、できたら平常点に五点プラスしてやる」

　と言った。クラスは少しざわめいたが、俺には関係がない。

　そんないかにも難しいですよ、と自己申告してくる問題を解けるわけがない。自信を持って言える。問題の意味すらわからない。

　ノートの美乳の乳首まわりに産うぶ毛げを描こうとしていたとき、

「こんなの簡単じゃない」

　と誰かが言った。クラスがざわざわとしたが、俺には関係がない。

（いや、この声、関係があるぞ）

　後ろを向くと、

「ドロシー、チャンスよ。手を挙げなさい！」

　嫁よめが教室の後ろから俺に話しかけてきた。

　ちょ、母親参観かよ！　俺の母親ですら、そんな羞しゆう恥ちプレイを俺に強要しなかったぞ。

　他の生徒のクスクス笑う声が聞こえる。

　嫁よめが、手を挙げながら跳びはねている。

「じゃあ、泥どろヶが崎さき」

　数学教師が赤面中の俺を当てる。いや俺、手を挙げてないし。当然俺は答えられるわけもなく黙っていると、

「なにしてるのよ。私が言うわ。いいでしょ」

　先生が、「答えだけじゃなくて解き方もな」というと、

「──そこの棒をクイクイって上下に動かして値を大きくしたあと──」

　嫁よめの表現が独創的すぎるためか、俺の数学力の低さのためか、嫁よめの言っていることが理解できない。理解できなくて、もう、隠語にしか聞こえない。

「──グラフの谷間にそってなぞっていった先にあるぷっくりした小さな膨らみを──」

（エロ小説の朗読にしか聞こえねぇよ）

「──あらわれた虚根をあそこに挿入すると──」

（もうやめて！）

「答えは整数69になります」

　それ、整数というか、〝性数〟だよ。

　数学教師は、しきりに頷うなずいてから、

「正解。こんな難しい問題、よくわかったな。泥どろヶが崎さきにプラス五点っと」

（正解なのかよ。なんで解けるんだよ）

　ここに、腕力、魔術、そして頭脳において、俺は嫁よめに劣ることが確定した。




　悪夢の数学の次は、待ちに待った美術の授業だ。

　美術の講師は、

「何度もいいますが、一流の魔術師になるには一流の芸術家になる必要があります。どうしてだか覚えていますか？　では、泥どろヶが崎さきくん」

　俺は急に当てられてまごついてから、

「ええっと、自らのイメージを具現化する力というのは、魔術師にとっても芸術家にとっても重要な能力だからです」

「そうですね。それが一番の理由です。他には？　では真まつ狩かりくん」

　真まつ狩かりは面倒くさそうに、

「俺は聖職者なので魔術師については知らねぇけど、爺じいさん婆ばあさん連中は写真をやたら嫌うから、写真の代わりに絵を描いてやらねぇと文句を言われる。それに俺たちはカメラには写らない魔物と戦うこともある。絵が描けないと説明のしようがない。あと、節目節目に師匠が弟子に絵を描いて贈る風習がある地域もある。無駄な風習だがな」

「ほぼ正解です。一つ間違いがあるとすれば、決して『無駄な風習』ではないということです。世の中に無駄なものなどないのです。ということで、今日もその基本であるデッサンに励むように」

　といって、美術室から出て行った。指導はない。楽な仕事だよなぁと思いながらカンバスを前に、何を描くか考える。りんごや瓶びんはつまらない。

（閃ひらめいた！）

　嫁よめは教室同様美術室の端にいたが、俺が手招きし、

「椅子に座ってモデルやってよ」

　と頼む。

「暇だからいいけど」

　と快諾してもらえた。椅子に座っている嫁よめに正対しているとき、一度この状態になったことがあるような、いわゆるデジャヴに襲われた。そのおかげか、とても描きやすい。

（ああ、走そう馬ま灯とうで見たやつだ）

　走そう馬ま灯とうで見た時の嫁よめの髪型は、三つ編みを左肩に垂らしていたが、今は薄茶色の髪を後ろに流している。それに表情が全然違った。

「もっと笑って」

　俺は要求したが、

「笑ってるわよ。これ以上無理よ」

（そんな作った笑顔じゃなくて、自然に湧き出たような笑顔が見たいのに……）

　俺にはそういう笑顔は見せてくれないようだった。

　顔をある程度描き上げると、むしゃくしゃした俺は、首から下は、想像のヌードを描き足してやった。おっぱいを描くのは俺の得意とするところだが、思いの外よくできた。てか、これは実に〝実用的〟だ。

「オリジナリティ溢あふれる作品ができたぞ」

　俺がそうつぶやくと、それまで姿を消していた美術講師が俺のカンバスを覗のぞき込こんできて、

「なかなかうまく描けているけど、別にオリジナリティは感じないわねぇ。どこかで見たことある」

　と唸うなった。

（まあ、走そう馬ま灯とうで見た絵のパクリだからなぁ。オリジナリティはおっぱいだけ。おっぱいで溢あふれているわけだ）

「あと、胸はちょっと不自然かな。あまり実物見たことないでしょ、キミ」

「うっ」

　痛いところを突かれた。写真や動画では裸体は毎日見ているけれど実物は……。嫁よめの裸は出会った時以来見ていない。すぐ手の届きそうなところにあるのに。手を伸ばせば腕一本は引きちぎられるくらいの覚悟がいるだろう。

（おっぱい触れるなら、腕一本くらい……。いやいや、その代償は大きすぎる）

　おっぱいまでの距離デイスタンスは火星よりも遠い気がする。

　美術講師と話していると、嫁よめも椅子から離れて、俺の絵を見にやってきた。

　そして見た途端、

「なにこれ！　なんで私が裸なのよ！　何描いてるの！」

　嫁よめは、テーブルに置いてあったリンゴを手に取ると、俺に向かっておもいっきり投げた。

　ただのリンゴも、俺の嫁よめが手にするとたちまち殺傷力の高い凶器と化す。

「ぐわぁ」

　グレゴール・ザムザみたいに俺の背中にリンゴがめり込み、俺の絵にも穴が空いた。ちょうど嫁よめの胸から下が綺き麗れいになくなった。

「なんてことを！」

　他の生徒がデッサンに使っていたリンゴを投げたもんだから、「それはこっちのセリフよ」とたちまちクレームが俺に来て、なぜか俺がペコペコとクラスメイトに頭を下げるハメになった。

「俺以外に迷惑かけるなよ」

「ドロシーが変な絵を描くからいけないんでしょ。こんな絵、認められないわ」

　嫁よめは穴の空いた絵を取り上げ、両手で引き裂こうとした。

　しかし嫁よめの手が止まった。手だけでなく全身が硬直するように止まった。

「この絵、そっくり……」

　嫁よめがそう言うと、「頭が痛い……」と手で額を押さえ始めた。

　近くにいた美術講師も、

「ああ、思い出した！」

　嫁よめも「師父せんせいの絵と似てる……」と半ば放心状態でつぶやいた。

　唯一分かってない俺が、「どういうことでしょう？」と聞くと、美術講師は、

「今の生徒たちは知らないと思うけど、少し前まで、この学校には優秀な卒業生や教員の絵が飾られていたのね。職業柄、私はそういうのを全部見ているんだけど、その絵の中に、タッチがそっくりな絵があったのよ」

　嫁よめは、

「……捨てられたかもしれない……」

　とつぶやくと、

「どうかしら。状態が悪かったからか今は飾ってないみたいだけど、大事な絵を捨てるような迂う闊かつな人はいないでしょうし、どこかに仕舞われていると思いますよ」

　嫁よめは少しポカンとしてから「どこですか？」と訊きく。

「さあ、それは私にはわかりませんねぇ」

　美術講師は肩をすくめた。

「誰が描いたのかもわかりませんか？」

「ええ。ごめんなさい。そこまでは覚えていないわぁ」

　嫁よめは、しかし、何かを摑つかんだという感じで、両手に拳こぶしを作った。

　美術の時間のあと、嫁よめは教室には待機せず、どこかに行ってしまった。母親参観状態でなくなったのは少しありがたい。が、どこで何をしでかすかわからない不安もある。




　昼休みになってようやく姿を見せた嫁よめを呼び止めて、一緒に昼食をとらせる。

「はい、これ」

　俺は学食で購入した極太フランクフルトとパック入りの牛乳を嫁よめに差し出した。

「今食事をする気分じゃないんだけど」

「そうは言っても、この前の決闘で髪の毛の一部を削られただろ。治すにはたんぱく質、つまり食事が必要なんだよ」

「髪の毛くらいどうでもいいわよ」

「どうでもよくないよ。大事な嫁よめの大事な髪だよ！」

「……。『大事、大事』って少し仰ぎよう々ぎようしいわね。まあ、そこまで言うなら頂くわ」

　粘土を食べさせて体を修復する方法もあるが、嫁よめに不ま味ずい粘土を食べさせるなど、そんな鬼畜な所業はできない。といいたいところだが、本心ではなく、フランクフルトを頰張る嫁よめを見て妄想を膨らませたいだけだ。そのための極太フランクなのだ。

「で、今まで何やってたんだ？」

「学校の中を探索してた。絵とか自分の記憶に残ってるものがないかとか」

「絵？　ああ。絵ね」

　俺と同じタッチの絵を描く人物。俺と同じタッチというよりも、走そう馬ま灯とうで見たタッチを俺が無意識に真ま似ねしてしまったのかもしれないが。

「やっぱり自分が何者かわからないと嫌なの？」

　自分のアイデンティティを失ったことがないので、俺は今ひとつピンとこない。

「当たり前じゃない。師父せんせいの絵がこの学校にあるはず。それから何かわかるかもしれないの」

「師父せんせいさんがこの学校の卒業生だったりしたら、記録からいろいろわかるもんな。で、ずっと絵を探していたのか。師父せんせいのこと、覚えてるのか？」

「師父せんせいは、私の先生であり、父親のような存在だったことは覚えてるけど、名前や所属、具体的な手がかりになりそうなものは何一つ覚えていないわ。『悪は懲こらしめなさい。善は勧めなさい』って教わったくらい」

　勧かん善ぜん懲ちよう悪あく……。嫁よめの真まっ直すぐな行動原理は、師父せんせい、あんたのせいか。いやまあ、俺も助かった面があるけど。

「手がかりは、絵だけか……」

　その絵もあるかどうかわからないし。

「で、ずっと絵を探してたのか」

「そうしたかったけど、東に怪け我がをした生徒がいたから保健室に運んで、西で機材を運んでいる生徒がいたので代わりに荷物を持ってあげて、南に廊下に立たされている人がいたから『気にしなくていい』ってなぐさめて、北に喧けん嘩かをしている生徒たちがいたから『つまらないことはしないで』って仲裁してきたわ」

「お前は、『雨ニモマケズ』か」

「私は何にも後おくれをとるつもりはないわ」

　あ、宮みや沢ざわ賢けん治じを知らないのか……。

「お、おう。まあ、まずは腹ごしらえしよう」

　俺は自分用の菓子パンを口にしながら、嫁よめの食事の様子をチラチラと観察する。

（さあ、俺の〈用意した〉フランクフルトを咥くわえるがいい）

　そんなふうに思ってまもなく、

「おいおいおいおい。なんつう食べ方してくれるんだ……」

　目の前に予想外の光景が現れている。

　嫁よめはフランクフルトを咥くわえず、その周囲を丁寧に舐なめ始はじめていた。

（そこまでしなくていい。もっと初級レベルでいいんだよ）

「この棒の周りの味付けが結構いいかも。喉が少し渇かわくけど」

　そう言って口にした牛乳がくちびるの周りに少し残っていて、その白濁液から連想されるものはほぼ一つだろう。俺には刺激が強すぎるというより、この嫁よめの食べ方を他の連中に見られたくなかった。こういう露骨なのは俺の趣味ではない。こうもっと自然な食べ方にエロを見み出いだしたいのだ。俺は。
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「こう普通に上から咥くわえるのが自然だろ」

「そうなの？　はじめてだったから」

　そういいながらようやく俺の計画の通りに嫁よめはフランクフルトを頰張ってくれた。

「悪くない」

　ただ、この嫁よめ、なかなかポテンシャルが高い。エロを連想させる天然的行動を繰り出してきそうな嫌な予感がする。

（この嫁よめとフランクフルトの組み合わせは危険だ）

　そう思ったときだった。

「あ、この肉棒、すごい」

「『肉棒』って……。肉の棒なのは間違っていないけど、そんな妙な呼び方しないでくれよ」

　そう言ってもフランクフルトに夢中で俺の言葉は耳に届かない。

　嫁よめは『フランクフルト』という単語も味も知らないのだ。

　大きな目を更に見開き、とても興奮した様子で、近くのベンチに座っていた女子二人組に近寄っていった。

「ドロシーの肉棒はすごいから、今度、あなたたちも味わうべきよ」

　と布教を始めた。

「やめろ！」

　嫌な予感が的中するまでの間が短すぎるよ！

「何よ。『善を勧め』てるところなんだから、邪魔しないで」

「いや、布教するのは構わんけど、言い方を変えろ。『肉棒』って言うな」

「肉の棒なんだから、『肉棒』っていって何が悪いのよ」

「これにはフランクフルトっていうちゃんとした名前が──」

　そう言いながら、俺は正式名称を教えても事態が変わらないことを悟った。

「そう。フランクフルトね。わかった」

「ちょっと待て」

「もういいかげんにしてよ」

　と俺を振りほどくと、再び二人に向かって、

「ドロシーのフランクフルトはすごいから、今度あなたたちにも味わわせてあげるわ」

　と言い換えて布教する。事態は全然改善してねぇよ。俺は頭を抱えたくなった。

　確かに俺には嫁よめにこういうことを無理やり言わせて、恥じらう嫁よめを見ながらムフフと不敵な笑みを浮かべる羞しゆう恥ちプレイをする計画も立てたことがないとは断じて言わない。けれども実際はどうだ。そういうことに無知な嫁よめは恥じらうことなく堂々と周囲に触れ回り、恥ずかしい思いをしているのはこの俺だ。まるで俺が嫁よめに羞恥プレイをされているようなものではないか。

　俺は、首にぶら下がる宝玉ジェルタースに手を当てながら、

（もうやめてぇ。誰か嫁よめを止めてぇ）

　と神にも仏にも懇願した。それでも嫁よめは女子二人にフランクに『フランクフルト』を連呼している。

　この女子二人組のうち一人はよく見ると伏ふし見み美み裂さきで、

「泥どろヶが崎さきさん、さぞかしご立派なものをお持ちなのですねぇ」

　とニヤニヤ笑いながら俺をちらちら見る。この心の汚けがれた、恩知らずの人じん狼ろうが。って他人をどうこう言える立場ではないが。

「そんなものはお持ちじゃねぇよ。俺が持っているもので唯一自慢できるものがあるとしたら、この嫁よめだけだ」

「ゴーレムが嫁よめとか、ウケる」

　見ず知らずの生徒に聞かれるより、この伏ふし見みあたりに聞かれるほうがマシとも言えた。この学校で唯一気兼ねなくしゃべれるやつだからだ。

「俺の嫁よめは、あくまで手に持っているフランクフルトを勧めているだけだからな。フランクフルトは、別に何かの暗あん喩ゆとかじゃないからな」

　嫁よめは、

「暗喩って何？　フランクフルトは何のたとえなの？」

　羞恥プレイがまだ続いてるのかよ。

　俺が、どう説明しようか、まごついていると、伏ふし見みが、

「教えてあげるよ。ハイスペックゴーレムさん。フランクフルトっていうのは、チ○コの暗喩だよ」

「伏ふし見み、お前はダイレクトすぎる。もっとオブラートに包め」

「フランクフルトっていうのは包ほう茎けいな巨根のことよ」

「皮で包むな。もっと最低なことになってるだろうが」

　嫁よめは硬直し、

「私、そんな破は廉れん恥ちなことを大声で叫んでいたの？　ドロシー、どうしてもっと早く止めないのよ」

「ずっと止めてたよ。制止を振り切って暴走していたのはお前だよッ」

　嫁よめは「ああっ！」と頭を抱えてしゃがみこんだ。

「俺のことももうちょっと信用してくれよ……」

　嫁よめはしゃがんだまま、

「これからは、少しだけ言うことを聞くことにするわ」

「そうしてくれると助かる」

「少しだけだからね」

　と釘くぎを刺してきたが、大きな犠牲を払いつつ小さく前進できた気がする。




　授業が終わって帰る時間はとうに過ぎたというのに、全く帰ろうとしない嫁よめに俺は付き合わされていた。『今日は帰りたくない』というセリフの一つでも言ってくれれば、妄想が広がり、俺の渇かわいた心に少し潤うるおいが出てくるのに、俺の望むセリフはあまり言ってくれない。

　嫁よめは学校を徘はい徊かいしては、

「うっ。何か思い出しそう」

　とこめかみあたりを手で押さえて、天井を仰いだり、うつむいたりする。

「この学校も、記憶にあるような気がする」

「そうなんだ。この学校の生徒だったのかな？」

「学校みたいな人がたくさんいる場所は好きじゃないから、行ってはないと思う」

「俺も学校は好きじゃないよ。兵役が嫌だから、仕方なく来てるだけ」

　体力が有り余っているのか、上に乗れば一瞬で目的の階に行ける〝転送床〟も使わず、階段を昇ったり降りたりして、構内を歩きまわるのにつきあわされた。

　俺の絵のタッチに似ているという〝師父せんせい〟の絵がないか探しまわっているわけだが、教官室にも、生徒会室にも会議室や用務員室にも上がり込んで調べたが、〝師父せんせい〟の絵らしきものは見つからない。




　夕日は沈みかけていた。

　嫁よめが構内案内図を見ながら、

「全部見たけど、この図にある部屋しかないの？」

「まあ、普通に考えるとそうだろうな……」

　そう言うと嫁よめの目に悲しみの色が広がる。

（そんな顔するなよな）

「いや待てよ。変人の師匠の研究所には隠し部屋がたくさんあるから、この学校にも、隠し部屋の一つや二つあっても不思議じゃない。魔術師ってのは変な奴やつらが多いからな」

「あなたみたいにね」

「秘密の部屋を見つけたら、俺たちの愛の巣にしよう」

「蜂はちの巣にされたいようね」

　嫁よめが拳こぶしに息を吐きかけている。

（拳こぶしで、蜂はちの巣にする気ですか、お嫁よめ様）

　俺は嫁よめが本気で殴ってこないように、話題を変える。暴力の向く方向を変えるのだ。

「そういえば、嫁よめよ。網走あばしり先生にも後れを取らない剣の腕前であらせられますが、私にも剣を少し教えていただけないでしょうか」

　真まつ狩かりのときも網走あばしり先生のときも、俺はほとんど何もできなかったわけで、女の子を助けられない非力感どころか、自分も守れない無力感が俺の中にあった。まともな魔術を習得できないならせめて自分くらいは守れる力がほしい。

「いいけど、剣なんて持ってるの？」

「剣でやり合ったら死んでしまうよ。ホウキでどう？」

　ちょうどそばにあった、用具入れを開けて見せた。

「稽けい古こつけるのは別にいいけど、今？」

　ホウキを嫁よめに渡し、俺は柄えしかないモップを取り出して、

「秘密の部屋は逃げないだろ。それに、『欲しいものは欲しいときには手に入らない。忘れた頃に手に入る』ってのが、俺の持論だ」

「一度頭を切り替えるわけね。わかった。二秒で片付けるわ」

「短過ぎ！　それ稽古じゃない。せめて十分くらいは頼むよ」

「人に教えたことなんてないからわからないわ。やるのは実戦形式。一日一回、一発当たればそれで終わりね。逆に私に一発でも当てられたら、延長してあげるわ」

　嫁よめは余裕の笑顔を見せた。

「言葉の節々にエロワードが入っていて、いろんな意味のやる気が出てきそうだ」

「余裕のようね。本気で来ないと一秒も保たないわよ」

　嫁よめがホウキを構えたので、俺もモップを構える。

「じゃあ、始めるわよ」

　ホウキとモップが僅かに触れた瞬間に、もう嫁よめが間合いを詰めていた。

（超速い）

　そう思ったが、嫁よめの動きがスローモーションのように見えた。

（これ、死ぬ直前になるやつ？）

　俺は、まさに必死の覚悟で、後ろに飛びのいて嫁よめの振るうホウキを避けた。

　嫁よめの真剣な顔が、ゆっくりと驚きの顔に変わっていくのが見えた。

「びっくりした。まぐれでも避けられるなんて思わなかったから」

「同感だ。はっきり言っておこう。今のはまぐれだ。だが、まぐれも実力のうちだ」

「もう勝ったような口ぶりね。でももう後ろはないわ」

　確かに俺は、壁かべ際ぎわに追い詰められていた。

「これでおしまい」

　嫁よめがそう言いながらホウキを振った瞬間、視界から嫁よめが消えた。正確に言うと、嫁よめの前から俺が消えた。

（転送床を使うなんて俺、結構頭いい）

　この魔法陣による転移装置のおかげで、今嫁よめと俺は違う階にいるはず。そして、必ず嫁よめは追ってくる。心苦しいが、追ってきた嫁よめに、

「お望み通り、一発ぶち込んでやる！」

　壁を蹴って飛び上がって、嫁よめの視界から見えなくしたのが功を奏したのか、転送されたばかりの嫁よめは、スキだらけだった。

（あ、これ、本当に一本取れる……）

　俺は慌あわてて、脳天に振り下ろしかけていたモップを軌道修正、手首を狙う。がその一瞬の迷いの間に、嫁よめの目は俺を捕ほ捉そくし、ホウキを払ってモップごと俺を吹き飛ばした。

「……危なかったわ。ちょっとズルいと思ったけど、実戦ではありうる作戦ね」

　そう言いながら、嫁よめは俺に再び迫り、一本を取りに来ていた。

　俺は、再び、嫁よめの一撃がスローモーションのように見えるのを感じた。

（ん？　見えるぞ？）

　嫁よめの太刀筋、正確にはホウキ筋が見えた。見えるなら違う筋が見たかったが。

「なるほど。何度もお前の動きや網走あばしり先生の一流の動きを身近で見てたから、太刀筋を頭のなかで複製できたみたいだ。動きがよく見える」

「器用なことができるのね。不器用そうなのに」

「お褒ほめに与あずかり、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます。本当に見み惚とれるほどの綺き麗れいな太刀筋だから無意識に覚えたんだろうね。さすが俺の嫁よめ。棒を握らせたら世界一だな」

「私も、何度もドロシーの発言を聞いていて、わかってきたわ。ドロシー、私のことをいちいち下品なネタで表現しているでしょ」

「いや、そんなことは」

　バレた。とうとうバレた。嫁よめの全身から怒ど気きが溢あふれ出だしている。

「さっき『一日一回、一発当たればそれで終わり』って言ったけど、ドロシーは物足りないみたいだから、気の済むまでやってあげるわ」

　そういうと、ホウキの連撃が俺に襲いかかってきた。

　俺は紙かみ一ひと重えで連撃を躱かわしながら、

「待った。悪かった。謝るよ。ごめん。もう稽古は十分だ。十分気が済んだ。次は絵を探そう。絵」

「私の気が済んでないの」

　俺は「ごめん、ごめん」と言いながら、転げまわるように、転送床を使って、上階や下階に上がったり下がったりして、嫁よめの怒りが鎮しずまるのを待った。

　逃げまわるのに疲れて、

（もういっそ殴おう打だされて、楽になろうか）

　と思うが、ビュッビュッとホウキが立てる音を耳にすると、恐ろしくて避けてしまう。

　そして、転送床から嫁よめが現れ、俺が別の転送床を求めて逃げまわっていたが、

「もう逃げられないわよ」

　嫁よめがやってきた転送床一枚しかないフロアに来てしまっていた。

（やけに薄暗い場所だな。天井の照明はデカイわりに一つもライトが点ついてねぇ。木で偶くの坊ぼうめ。ってそれどころじゃない）

　俺は逃げ場を探そうとしたが、なかった。

　俺は逃げるのをやめて、頭を抱えて、審判の時を待とうと決意した。

　が、審判の時はなかなか訪れない。

（焦じらさずに、思い切りブッてくれ）

　俺はそう願ったが、嫁よめは動かなかった。その代わりに、

「ここ、どこ？」

　そうつぶやいた。

「ここ、どこだ？」

　俺も知らない場所だった。

　教室に居場所がなかった俺は『教室に居場所がないのではない。学校を探索しているのだ』と自分に言い訳するように休み時間は校内を徘はい徊かいしていたから、たいていの場所は見知っているつもりだった。が、

「こんな場所初めて来るぞ」

「思い出したわ。この校舎、もともと、砦とりでだったのよ。学校に改築されて、それからこの国に移築されたんだわ。きっと」

　嫁よめの記憶が少し戻って来ていることに驚きつつも、

「転送床を踏む経路によって飛ぶ場所が変わるってわけか。魔術師の砦とりでっぽいな。そういや、地下に監獄みたいなところもあったな」

　婦女暴行犯と誤解されたときに入れられた場所だ。学校にあんなところがあるなんて不思議だったが、ここは砦とりでだったのか。それで合点がいく。

「侵入者とか部外者が来れない場所もあるってわけか」

　隠しコマンドのようなものだろう。

「一応聞いておくけど、帰り方わかってるよな？　俺はわからん。今お前からはぐれたら遭難する確信がある」

　そう聞いた嫁よめは、にやりと笑うと、脱だつ兎とのごとく走りだした。

「止まれ！」

　俺は本気で焦あせり、本気で追いかけた。

　嫁よめはすぐに止まって、

「冗談よ。冗談」

　と笑った。心臓に悪い冗談だ。

　俺が息を切らしている間に、

「こんなところに部屋がある……」

　新たな部屋の扉を見つけていた。もちろん初めて見る部屋だ。

　扉にはドアノブもない。また中を覗のぞける窓もない。嫁よめが体重をかけて扉を押してみたが開く様子はない。

「この部屋も知ってる……」

「来たことがあるのか？」

　俺がそういうも、返事はなく、ただ、

「ちょっと離れていて」

　そういうと、手にしていたホウキを思い切り叩たたきつけた。

　扉が微かすかに光ると、ホウキは砕け、嫁よめは後ろに弾はじかれた。

「以前もここは封印で守られていたのか？」

「憶おぼえている限りじゃ、封印なんてされていなかったわ」

　誰かが封じたんだろう。

「こういうところに魔物が封印されていたりな」

　俺は冗談めかしていったが、

「ありうる話ね」

　と平然と言われてしまった。

　魔物が出てこようと、彼女はこの部屋を開けようとするだろう。自分の過去を見つけたいという確固たる想いで。

「記憶が無いって、大変なことだよね」

　俺がつぶやくように言うと、

「まるで自分に記憶を失った経験があるみたいなことを言うのね」

「記憶を失ったことはないけど、自分を見失ったことはあるよ」

「へー」

　気のない返事、というわけでもない『へー』のように思えた。

「俺は魔術師になれて、きっとこれからの人生うまくいくだろうと思っていたけれども、実際はそんなことはなくて、この学校での生活は居場所もないし、最悪なものだったよ」

「良好とは言えないでしょうけど、『最悪』は言い過ぎよ」

「あれが最悪じゃないなら、どういうことが最悪なんだよ」

「世の中、下には下がいるものよ。たとえば、かわいそうな友だちの話だけど、親に捨てられ、拾われた先で邪魔者扱いされた挙句、魔物の生いけ贄にえにされたり」

「確かにそれは最悪だ」

「この話だってまだ途中よ。この後まだヒドイことがある。その友だちにとってね」

　この話を聞いてわかったことがある。俺の嫁よめは噓うそが下手だ。『かわいそうな友だち』なんてきっといない。

「大事なことは忘れてしまってるのに、どうでもいいことばかり覚えているものね」

　かわいそうな友だちが魔物の生いけ贄にえにされた後どうなったか、少し気になるが語ってくれなかった。

「お互い大変な思いをしてたんだな」

「よくよく考えてみれば、他人の苦しみと自分の苦しみを比較するほうがおかしいわね。その本人が辛つらいことには変わりはないんだから」

（やっぱり、嫁よめには敵かなわないな）

　少し尊敬の眼まな差ざしを嫁よめに向けていると、急に嫁よめが身構えた。

「ヒッ」

　俺は無意識に身をこわばらせた。

「嫌な視線を感じた」

　もう、どんな気持ちで嫁よめを見ようと嫌がられるのか、そして、また鉄てつ拳けん制裁がくるのかと覚悟したが、

「怖がらなくてもいい」

　と、再び雨ニモマケズみたいなことを言った。

「もういなくなったみたい。誰か知らないけど、すごく嫌な視線だったわ」

　嫁よめは転移床の方をじっと見つめていた。

　こんなところに用事がある奴やつはいない。とすると、俺たちに用がある奴やつだろう。真まつ狩かりか。はたまた嫁よめのファン・ストーカーという線もある。

「ゴーレムとはいえ、お前は疑いようもなく可愛かわいいんだから、変な虫が寄ってこないように注意しないとな」

「ドロシー以上に変な虫なんていないから大丈夫よ」

「どうかな。世の中には想像を超える変な生き物がいっぱいいるからな」

　じっと封印された扉を見つめていた嫁よめの頭上で、ビシッという何かが切れる音がした。

　嫁よめは、扉に気を取られていた。

「あぶねぇッ」

　俺が嫁よめを突き飛ばしながら、倒れこんだ。変色したシャンデリアが盛大な音を立てて崩れ、ススやホコリに包まれたガラス片を撒まき散ちらしていた。

「大丈夫か？　怪け我がはないか」

「倒れた時にちょっと頭を打った」

「それは悪かった」

　そう言ったが、俺は嫁よめのマスターらしいことがやっと出来て少し嬉うれしかった。

　嫁よめは、少し頭をさすりながら、

「けど、大丈夫。あと、私、Ｍかも」

「は？　どう考えてもお前はＳだろうが。それもドのつくＳだ」

「違うわよ。私はＭ……。ってもしかして、また下品なネタを混ぜ込んできたわね」

「え、性癖の話じゃないの？」

「違うわよ。そんな変なこと私が言うわけないじゃない。Ｍっていうのは、私の名前の頭文字のことよ」

「なんだ、そんなことかぁ。って、おい。マジかよ。そこまで思い出してるのかよ」

「そうね。自分の名前を思い出すのも時間の問題かもね」

　ゴーレムが自力で名前を思い出したらどうなるんだろう。前例を俺は知らない。ゴーレムの名前はマスターが与えられる最上級のもの。それが与えられないというのは、マスターにとってかなりの痛手ではないか。

　マスターらしいことをした満足感は少し翳かげった。

　目の前には魔法陣で封印された扉がある。

　軽く触ろうとすると、電撃のような痛みが指先に走った。

「本当にモンスターが封印されていそうだ」

　そうつぶやいたとき、俺の足が何かに摑つかまれた。見ると、床から生えていた腕が俺の足を摑つかんでいる！

「なんだこれ！」

　嫁よめが「モンスター？」と身構えていたとき、床から現れたガイコツが、

『誰がモンスターだ！』

　と叫んだ。

「誰がどう見ても、ガイコツ系モンスターだろうが」

『ばっかもん。私だっ。バカ弟子が！』

　ガイコツの拳こぶしが俺のみぞおちに入った。

「この声は。し、師匠!?」

　使い魔のガイコツに喋しやべらせているのだ。

『やっとわかったか。それより、お前、幼女の服一式、持ってるだろ。急いで研究所に持って来い』

「持ってませんよ、幼女の服なんて」

『お前なら確実に持っていると思っていたんだが。無いなら買って持って来い』

「どうして幼女の服なんて必要なんですか」

『説明は後だ。四の五の言わずにとっとと持って来いッ。来ないなら、こうだッ』

　ガイコツの体が四散して、先ほどのシャンデリアのごとく床に散らばった。

　嫁よめが、

「なんだか、お遣いに行かないといけないみたいね。わたしはこの結界を破る方法を考えるわ」

「いや、それには及ばないよ」

　俺はノートと筆記用具を鞄かばんから取り出す。

「どうして？　何するつもり？」

「魔法陣だけ書き写す」

「書き写して、どうするの？」

「師匠に見せるのさ。魔法陣は無理やり破るのは危険だろ。師匠なら、安全に破る方法を教えてくれるかもしれないだろ。たいていのものは、考えるより調べたほうが早い」




「子供服の買い物袋もって一緒に並んで歩いていると、なんか、こう、若夫婦って感じだよな」

「どこが？　年の離れた妹か弟のために買い物した高校生二人組にしか見えないわよ」

　ショーウィンドウに映った姿を見る。制服姿の二人はただの高校生だ。夫婦には見えない。

「私服のときであれば！」

　そんなバカなことを言っていたら、研究所に着いた。いきなり入らず、念のため研究所内の様子を探る。

　なんだか騒がしい人の声が聞こえるので、窓から中の様子を窺うかがう。

「きゃはははは～」

　幼女が楽しげに走り回っていた。後ろを運うん慶けいくんと快かい慶けいくんが追いかけるも、幼女は巧みに脇わきや股またの間をスルリスルリと、かいくぐっていた。

「知らない子が来ているみたいだし、エクストリーム大事な実験とやらは、終わったみたいだな」

　俺たちは、恐る恐る建物の中に入って、先ほど幼女がはしゃぎまわっていた部屋を覗のぞく。

　顔を覆っている師匠が俺の方に顔を向ける。

「いいところに来た！」

　とウェルカムと言わんばかりに大きく手を広げた。

　師匠のこの様子。嫌な予感しかしない。

「あ、お忙しいようなので、荷物だけ渡しておきます。では日を改めまして──」

「お前は逃がさん！」

　そういうと運うん慶けいくん、快かい慶けいくんに両脇から抱えられる。このシーン知ってる。前に体験した！

「今度は一体俺に何をさせるつもりですか？」

　俺はまたもジタバタと暴れてみたが、またもカロリーの浪費におわった。

「別に難しいことをさせる気はない。あの暴走幼女を捕まえろ。お前、幼女捕まえるの得意だろ」

「その言い方、普段から幼女誘ゆう拐かいしてるみたいじゃないですか」

　嫁よめが「え、そうなの？」と軽けい蔑べつの視線を俺に送る。

「んなこと信じるな。俺にそんな趣味はねぇ」

　師匠は「そんなことより、あいつを早く捕まえろ」はキレ気味に命じてくる。

「わかりましたよ。その代わり、捕まえたら、この結界の破り方教えて下さい」

　俺は師匠に結界の魔法陣を書き写したメモを渡した。

「捕まえたら考えてやる」

『教えてやる』とは言わないのが師匠らしい。

　運うん慶けいくん快かい慶けいくん、そして俺と嫁よめの四人で幼女を囲む。

　それでも幼女は捕まらない。

　運慶くん快慶くん、そして嫁よめでさえ捕まえられない幼女を俺が捕まえられるはずもなく、幼女は猿かネコかと思わんばかりに、笑いながら、俺の背中を馬跳びで越えていく。

　追い回していると、俺の頭に何かが被かぶさっていると思って手に取ると、女性の下着であった。まあいいかと被り直そうとしていたら、

「どさくさに紛れて、この変態が！」

　と嫁よめのビンタが俺の頰に炸さく裂れつした。嫁よめが、俺の頭から取った下着を握りながら、

「油断もスキもあったもんじゃないわ！　そんなに手が早いならさっさとあの子供捕まえなさいよ」

　その下着、嫁よめのだったのか。

「誤解だ。俺には下着をかぶる趣味なんて──」

　無いとはいえないけど、

「下着をとったのは俺じゃないし、下着で満足する俺じゃない」

「この変態、変態ッ」

　嫁よめは、ささっとカーテンに隠れて下着を穿はき直なおした。

　幼女がその様子を指差してケタケタと笑う。その隙を突こうと運慶くん快慶くんが肉薄するも、幼女はなんでもなかったかのようにすり抜けていった。

　幼女に隙はなかった。師匠は、

「弟子に期待したのがバカだったな。やはり手持ちのゴーレムに頼る他ない。素体に負担がかかるから嫌だが、運慶くん、快慶くんに頑張ってもらうか」

　師匠は、胸を大きく開き、片足を椅子に載せて太ももを露出させると、

「何を頑張ってるんスカ？」

　俺が少し冷ややかな視線を送ると、

「バカ弟子、よく見ておけ。ゴーレムに真ま名なを教えた時の力を」

　胸と太ももに書かれていた〝LUKASルカ〟〝MARUCOマルコ〟が輝き始める。

「煉れん獄ごくの炎に漂白されし魂こん魄ぱくよ。失われた力を失われた名前とともに取り戻せ。土くれにして、我が忠実な下僕。汝なんじらの名はルカ！　マルコ！」

　運うん慶けいくんと快かい慶けいくんは、雄お叫たけびを上げ、全身から猛烈な魔力の圧力が放出され、快慶くんの筋肉も五割増しにパンプアップし、運慶くんに至っては、巨大化により肌に張り付いていたＴシャツが破れ飛んでいた。

「汝なんじらに命じる！　全力をもってその幼女を捕まえろ！」

　運慶くんと快慶くんの動きは明らかに速くなった。

　先程までかすりもしなかった幼女の体に触れるようになっていた。幼女は遊ぶ余裕がなくなり、顔を少し歪ゆがめ、

「チッ。やるなぁ。でもお前たちその力はいつまでも保もつまい」

　幼女は防戦一方になったので、俺も加勢して幼女を追いかけ回したが、とうとう幼女を捉えられないまま、三〇分経過。運慶くんと快慶くんはみるみるパワーダウンしてしまった。

　俺も息を切らし座り込む。

「あの子は、一体、何者ですか？　師匠の親戚か何かですか？」

　師匠は独身なので親戚か知り合いの子供だろうと思ったが、

「あれは、ハウプトマン元・魔術協会会長だ」

「は？」

　魔術協会会長といえば、誰かに眉み間けんに弾丸を打ち込まれて、白ブリーフ姿の死体になっていたおっさんだ。このおっさんが早く死んでくれたおかげで俺は命拾いしたので命の恩人といっても過言ではないとまではいえないけれど、感謝もやぶさかではないくらい記憶に残っている。その時の姿とは似ても似つかない。

「いえ、どう見てもあれは幼女ですが。なんの実験をしたんですか？」

「若返りの魔術の実験だ」

「一応若返ってはいますね……」

「若返ったのはいいが、性別も逆転してしまった。実験は大失敗だ」

　失敗のつけが俺の方に回ってこないか心配だ。また代わりに『死ね』と言われないか。

「中身はどうなんですか？　魂こん魄ぱくは何かの触しよく媒ばいで煉れん獄ごくから取り寄せたんですよね？」

「いいや。中身も会長ハウプトマンの魂こん魄ぱくだ。死亡してさほど時間が経過していなかったから、私くらいの技量を身につけるとこういうこともできる」

　死んでもすぐなら生き返らせられるみたいなすごい事をさらっと言っているけれども、代償無しでそんなことができるはずもなく、その代償がどんなものなのか、俺は恐ろしくて聞けない。

「でも、会長が幼女に転生したようなもんじゃないですか。失敗したという割には、ものすごい結果ですよ」

「そう思うだろ。でもな、致命的な欠陥があるんだ」

「なんですか……」

「あれは、一応死体を使役しているわけだから、グールの類だ。当然、使役するために存在するんだが、あの幼女、制御ができない……」

　幼女は猿のようにヒャッハーと遊びまわっている。

「私をこき使おうなんざ、百年早いぜ、おばさぁん」

　幼女は師匠の肩に顎あごをおいて囁ささやくように言った。

「うるさい、このペドロリ爺じじいが」

　師匠は拳こぶしを幼女の顔面めがけて突いたが、幼女は軽くかわして、

「ベロベロバー」

　と舌を出して嘲笑してくる。師匠は、

「最終兵器を出そう……。泥どろヶが崎さきちょっと手伝え。ゴーレムどもはここで幼女のおもりをしていろ」

　俺は師匠に引っ張られるようにして別室に連れて行かれた。




　その別室は、フラスコやら試験官、シャーレといったものが置かれた理科室のようなところであった。

「何か実験でもするんですか？　まさか俺を実験台にするつもりじゃないでしょうね」

　俺は身構える。

「今回は大丈夫だ。それより、お前、あの別べつ嬪ぴんゴーレムとうまくやってるか？」

「うまくやっているとはどういう意味でしょう？」

　師匠は、

「ゴーレムを作った当初の目的は達成できているか、ということだ」

　当初の目的。夢の新婚生活いちやいちやはもちろん、キスチユツチユすら達成できてはいない。

「とてもとてもそんなことは……」

　俺は首を振った。師匠は、引き出しから草のようなものやトカゲの干からびたもの、石のようなものを取り出して、机に並べている。

「男なら、あんないい女の近くにいるのに、できないなんて、生殺しだろ」

「そうっす。そうなんっすよ……」

　女の子と一つ屋根の下にいると、欲求の処理すら難しくなる。

　師匠は、うなずきながら、

「私もあのクソロリ爺じじいに手を焼いている。いわばお前と同じような立場にいるわけだ。で、互いに利益になる物質を今から作る」

「一体何を始めるんです……？」

「媚び薬やくを作るんだ。これを使って、言うことを聞かない愚か者を服従させる」

　媚び薬やく……。服従させる……。

　俺はゴクリとつばを飲み込んだ。それがあれば、あんなことやこんなこと。夢のただれた生活が幕を、いや膜まくを開ける。

　俺の目の前に、バラ色や肌色の世界が広がりかけたが、俺は学習する男だ。そんないいことが簡単に起きるわけがない。

「どうせ、俺の命を代償にするとか、ろくでもないオチが待ってるんでしょう」

　俺は再び身構えた。

「私がそんなひどいことするわけないだろう」

「する！　前に『死ね』ってダイレクトに言ってたじゃないですか」

「いちいちしょうもないことを覚えているんだな。今回はお前に何らの危害のおそれはない」

　信じられるわけがない。

「じゃあ、聞きますけど、媚び薬やくの材料ってなんですか？」

「それはここにおいてある物がそうだ。これは、人魚の毛。こっちはサラマンダーの幼獣の干物。この石は賢者の石だ」

「賢者の石……。噂うわさや童話で聞いたことはありますけど、目の前にそんなレジェンドな逸いつ品ぴんがあるとは」

　小さな石粒が無数にシャーレに入っていた。

「レジェンド？　そんな大層なもんじゃないぞ」

「でも賢者の石って、不老不死を実現したり、石ころを金に変えたりするやつですよね」

「そんなものがあるわけないだろう。この石つぶで不老不死が実現するなら、今頃あんな暴走幼女に悩まされずに済んでるだろうが」

「確かに。でも、これ、賢者の石ですよね」

「確かにこれは、賢者の石だ。が手にとってよく見てみろ」

　言われたとおり賢者の石の粒を一粒手に取る。なんとなく匂いも嗅かいでみる。

「若干のアンモニア臭しゆうが……」

「そりゃそうだろう。それ、賢者の尿路結石だ」

　尿路結石!?　って、賢者の石じゃなくて、患者の石じゃねぇか。汚きたねぇ。

　俺は慌あわてて手にとった尿路結石をシャーレに戻す。よく見ると人魚の毛も、縮れている。一体どこに生えていた毛だよ。

「原料はこれだけですか？」

「もちろん術者の血液も必要だ。ん？　そんなに身構えなくていい。数滴使うだけだ」

　数滴なら大丈夫だ。

「ん？　でもこれだけなら、師匠一人でできるじゃないですか。どうして俺の協力がいるんです？　それなら師匠一人で媚び薬やくが作れるでしょう」

「ああ、普通ならな。だが今回は特殊だ」

「特殊？」

「今から作る媚び薬やくは、異性にしか惚ほれる効果がない。薬を作った奴やつが男なら、女に対してしか効果がない。作ったのが女なら、男に対してしか効果がない。つまりヘテロセクシャルということだ。だが、ロリ爺じじいは『体は幼女、魂はおっさん』ってわけだ。男と女どっちかわからん」

「なるほど。それで、俺と師匠の両方で試すってわけですね」

「そうだ」

「でもロリ爺じじいに惚ほれられても、いい迷惑です」

　幼女は俺のストライクゾーンから外れている。中身がおっさんならなおさらだ。

「そこら辺はうまく切り抜けろ。モテ男はブスからも告白されても切り抜ける。モテ男になる予行演習だと思え。それに惚ほれさせたあとは、私の言うことを聞け、という風に私に指揮命令権を譲り渡せばお前がすることは基本何もない」

「そうならいいんですが……」

　サラマンダーの幼獣の干物を煮出してできた緑色の溶液に、細かく切った人魚の陰毛を入れる。液がヌルヌルと粘り始めたところで、乳にゆう鉢ばちで砕いた賢者の尿路結石を投入。すると、色は緑からピンク色に変わり、いかにも媚び薬やくという感じがしてくる。

　できた溶液を、血で魔法陣が描かれた濾ろ紙しで濾こしていく。

「魔法陣で思い出しましたけど、さっき渡した魔法陣の結界の解き方、ちゃんと教えてくれるんでしょうね」

「安心しろ。一応見当はついている」




　オナホについているお試し用ローションくらいの分量の媚び薬やくが完成した。

「で、これをどうやって飲ませるんですか？」

「あのロリ爺じじいに飲ませられるわけないだろ。吹き矢に塗るんだよ」

　全然、媚び薬やくっぽくねぇ。

「当たるんですか？　あの高速幼女に」

「私にいい考えがある」

　どこぞの変身ロボ司令官のような失敗フラグでなければいいのだが。




　幼女が走り回る部屋に残っていた、運うん慶けいくん快かい慶けいくん、そして我が嫁よめの体にはいずれも幼女に翻ほん弄ろうされた跡が見られた。

　俺の嫁よめの額には『肉』の字が、運慶くんのお腹には『馬並み』、快慶くんの太ももには、『正、正、正、下』という意味深な落書きが書かれていた。

　幼女はなおもサインペンを手に嫁よめを追い回している。師匠は、

「追いかける側が追われてどうする！」

　と怒り心頭だが、

「仕方ないでしょ、変な落書きされるの嫌だし！」

　ロリ爺じじいは、

「このチャンネェにふさわしい文字を書いてやるぜ、ゲヘヘヘ」

　と決して普通の幼女の口からは発せられないことを言いながら嫁よめを追い回している。

「ちょっと、この子供、早くどうにかしてよ」

　師匠に、

「ロリ爺じじいを止めるいい考えとやらを見せてくださいよ」

「まあまずは普通に狙ってみよう」

　俺と師匠が吹き矢を何度か放つが、速い上に体の小さなロリ爺じじいにあたらず、俺の嫁よめをかすめる。

「何か飛んでくるんだけど」

「気にしなくていい」

「気にするわよ！」

　この媚び薬やくが嫁よめに当たれば、バラ色の世界が待っているのでは……。バラ色で肌色のヘブンがすぐそこにある……。そう思うと手が震え始めた。

　同時に、これを使えば、嫁よめと本当に仲良くなる可能性が消える気もした。嫁よめのおかげで、だれとも話すことなく過ごす生活とはおさらばできたし、嫁よめが真まつ狩かりを圧倒してくれたおかげでクラスでも多少過ごしやすくなった。感謝でいっぱいだ。

　そんな嫁よめに媚び薬やくを使おうとするなんて……。

　俺は、自分の目に涙が溜たまるのを感じながら、力いっぱい吹き矢を放った。

　欲望には勝てなかったよ……。

　俺の放った矢は、嫁よめのいる方に一直線に飛んでいった。

　自分のゴーレムとはいえ、嫁よめの意志を踏みにじることをしてしまったと、今更ながら後悔していたとき、快かい慶けいくんが吹き矢の進路に踊り出た。そしてそのまま快慶くんの首にぷすりと吹き矢が刺さった。

（嫁よめに当たらなくてよかった）

　と少し胸をなでおろした。師匠が、

「これでは埒らちが明あかんな。しかたがない。切り札を出すか」

　そういうと深呼吸して、

「あ、窓の外に裸の幼女が空を飛んでいる！」

　と叫んだ。

　なにが『私にいい考えがある』だよ！　うまくいくわけないだろ！

　しかし、ロリ爺じじいは、

「ど、どこ!?」

　と窓に顔を張り付けて空を見上げた。効くのかよ。

「今だ！」

　俺と師匠が、吹き矢を放った。

　俺の吹き矢はロリ爺じじいの指に捕まったが、師匠の吹き矢は見事にロリ爺じじいのおでこに命中。

「やったか!?」

　師匠がそう言ったが、ロリ爺じじいは、額の吹き矢を抜き取ると、

「痛いなぁ」

　と平然として、摑つかんだ俺の吹き矢とまとめて運うん慶けいくんの尻に投げ刺した。

　師匠は、

「こっちは効き目なしか。泥どろヶが崎さき、あとはお前の吹き矢にかかってるぞ」

　しかたなく吹き矢を構えていると、俺の体にすりすりと何かが擦なすり付つけられるのを感じる。

（なんだ？）

　見ると、快慶くんが猫のようにくねくねと体を俺にこすりつけていた。

「なんだ!?」

　師匠が、

「お前の吹き矢の効果みたいだな」

　身に覚えが──いや、ある。嫁に向けて放った矢だ。

「でも異性にしか効かないんじゃ……」

「快慶くんは女の子だからな」

「噓うそだろ！」

　どう見ても筋骨隆々としたただのマッチョマンしか見えないけど！

「快慶くんは、ボディビルダー女子なんだよ。ゴーレムを顔と体で判断するな」

　確かに、女の子なら、快慶くんの太ももの『正、正、正、下』という意味深な落書きも合点がいく。っていかねぇよ。

「なんだよ。真ま名なのマルコって洋名じゃなくて、和名かよ。『まる子』かよ」

「そうだ。マルコすなわち快慶くんは生きつ粋すいの大和やまと撫なでし子こだ」

「いや、誰がどう見ても生粋の仁に王おう像ぞうだよ。純和風でも、益荒男ますらおの方だよッ」

　快かい慶けいくんが俺をものすごく見つめてくる。

　上目遣いされても全然可愛かわいくねぇよ。目ヂカラが強すぎるよ。あと、胸を押し付けてきてるみたいだけど、カッチカチの大胸筋の感触しかねぇよ。

「てか、師匠、なんとかしてください」

　快慶くんが俺の胸に飛び込んできてクネる。

「ああ。わかってる。快慶くん、じっとしろ！」

　師匠が命じたが、快慶くんのクネリは止まらない。

「くっ。コントロールできないだと……。馬鹿な。媚び薬やくの副作用でゴーレムの力が異常に上昇しているのか……」

「ええ!?」

　運うん慶けいくんが、快慶くんを引ひき剝はがそうとしてくれたが、

「ジャマスルナ」

　とアッパーを食らわせ、運慶くんを天井に突き刺した。

　ロリ爺じじいが俺の嫁よめを追い回し、快慶くんが怖い表情のまま「キスシテホシイ」と俺に抱きついてくる。天井には運慶くんがぶら下がっている。

　なに、この混沌カオス。なにこの地ヘ獄ル。なにこの悪夢ナイトメア……。

　ロリ爺じじいは、「『便器』と書かせろー」と笑いながら叫んでいる。

『肉』の文字を額に書かれた嫁よめが、

「そんなところで遊んでないで助けてよ」

「遊んでるんじゃねぇよ。くちびるを奪われそうになってるんだよッ」

　それに、くちびるだけで済むとは思えない。いろいろ搾り取られそうだ。

　迫り来る快慶くんの顔面を両手で押さえる。左腕には『Ｍ』の字が浮かんでいた。

「ロリ爺じじいめ。いつのまに落書きしやがった!?」

　快慶くんの力に押され、腕が曲がってしまう。腕の力が限界に近づき震えだした。

　その様子を見た師匠が、

「快慶くん、あの幼女を捕まえられたら泥どろヶが崎さきはキスしてくれるそうだぞ」

「ホントウカ？」

「何言ってるんですか!?　絶対嫌ですよ」

　好きでもないゴーレムとファーストキスをするなんて悲しすぎるだろう。

「どのみち奪われるんだ。有効利用しろ。いいな」

「……。わかりましたよ。キスすればいいんでしょ！」

　俺のやけくその合意を聞くないなや、快慶くんは雄お叫たけびを上げ、カポエイラのようなトリッキーな身のこなしでロリ爺じじいに迫る。

「動きが異次元レベルですごくなってる」

　師匠が、

「あれが愛の力だ」

　いや、違うでしょ。

　快かい慶けいくんは、嫁よめを追いかけていたロリ爺じじいの足を摑つかむと、ビタンッと床にロリ爺じじいを叩たたきつけ、ロリ爺じじいの動きを止めた。ロリ爺じじいを制圧するまで、あっという間であった。

「ゴーレムごときにこの私が……」

　とかつて最強と謳うたわれた魔術協会元会長たる幼女が呻うめいた。

　もがいて逃げようとしている幼女に向けて、俺は吹き矢を放った。首に刺さるとロリ爺じじいの体から力が抜ける。

　師匠は、

「よくやった。メスの顔をしている快慶くんにご褒ほう美びをあげてやれ」

「どこがメスの顔だ。さっきからずっと言ってるけど、ただの仁に王おう像ぞうの顔だよッ。なんどでも言うよ。ただの仁王像の顔だよッ」

　悪態をついてみても状況は変わらない。俺は快慶くんにおもいっきり口づけされ、唇を奪われた。がっつり舌も入れられた。

　俺は精神エネルギーをごっそり削られると同時に、嫁よめに口づけしようとしたときにあれほど拒絶された理由もわかった。好きでもない奴やつにキスされるなんて最悪だ。薄々気づいていたが、認めるしかない。

　ロリ爺じじいが目を開けると、やはり媚び薬やくの効果で俺に妙な視線を送ってきた。俺はまたも唇を奪われるのかとげんなりしたが、ロリ爺じじいは快慶くんのように俺に迫ってくることはなかった。

　惚ほれた時の反応というのは人それぞれのようで、ロリ爺じじいの場合は、照れて何もできない、といった様子だった。

　師匠がロリ爺じじいに手早く鎮静剤を打ち、眠らせた。これでミッション完了だ。

「善後策を講じる時間ができた。感謝するぞ」

「そんなことより、快慶くんをなんとかしてください」

「二時間くらいで薬の効果は切れる。それまでの辛抱だ」

　そう言って、眠っているロリ爺じじいを担かついで実験室に戻っていった。

　嫁よめに助けは求めたものの、

「私は自分につけられた落書きを消すのに忙しいの」

　と断られた。運うん慶けいくんは、愛の力とやらに目覚めた快慶くんには敵かなわず、役に立たない。

　俺は、快慶くんのなすがままにされるという地獄のような数時間を耐えねばならなかった。

　全身キスマークだらけだ。中学の頃キスマークを口紅の跡と勘違いしていたが、吸引性の皮下出血、すなわち傷痕であり、ハンカチで拭っても消えない。

「すごい吸引力で吸われたからなぁ。おまけに落書きされた『Ｍ』の字も消えないし」

　腕の『Ｍ』の字をツバをつけてこすってみたが効果はない。

（無駄に丁寧に書きやがって、おかげでインクが奥の方まで染しみこんでやがる）

　一方、嫁よめの額に荒っぽく書かれた『肉』の字がほぼ消えていた。

（まあ、腕に書かれていてもさほど目立たないからいいか。帰って風呂場で消そう……）

「か、帰ろう」

　身も心も疲ひ労ろう困こん憊ぱい。げんなりした気分でそうつぶやいた時、嫁よめが怒った。

「ちょっと。一体何しにここに来たと思ってるのよ！」

　何をしに来たんだっけ？　慌あわてて

「あ、そうだった。隠し部屋の魔法陣の解き方を教えてもらいに来たんだったな」

　ここに来た目的を思い出しても嫁よめは不機嫌な顔をしていた。

　師匠は、実験室でロリ爺じじいを生命維持装置の水すい槽そうに投入する準備をしていた。

　裸のロリ爺じじいが横たわっていた。

「こいつが暴走して迷惑をかけたな。さっきこいつと話したが、ロリが好きすぎてロリになるのが夢だったらしい。念願かなってはしゃぎ過ぎたそうだ。ん？　何を目をそらしている？」

「いや、幼女の体は見ないようにしてるんです？」

「別にこいつに配慮する必要はないぞ、中身はおっさんだ」

「いえ、そうではなく、こう、ロリを見すぎたらロリコンを発症するんじゃないかって思ってですね……」

「はぁ？」

「小学校教諭とか司祭とかが子供にいたずらして逮たい捕ほされるニュースがあるじゃないですか。そういうのを見るたび、幼女を見過ぎると男なら誰でもロリコンを発症する可能性があるんじゃないかって、思うんですよ」

「しらん」

　師匠に一瞬で切り捨てられた。

「このロリ爺じじいの遺族、というか元の家族のところには知らせなくていいんですか？」

「その必要はないというか、こいつも望んでいない」

「どうして？」

「元会長が殺されたということで魔術協会が捜査したんだが、殺された現場の別荘で、連続幼女誘ゆう拐かいの証拠が上がったのさ。で、どのみちこいつはまともに生きていけない」

　話が脱線していると、嫁よめが俺を肘ひじで突つついた。少し痛いくらい突いてきた。

「さっき渡した魔法陣の封印解除方法について教えてほしいのですが……」

「ああ。そんな話もあったな。忘れてた」

「弟子が弟子なら師も師ね……」

　嫁よめがつぶやいた。

「これは魔法陣を描いた奴やつにしか解けんぞ。どこで見た？」

「学校の隠し部屋みたいなところにあったんですが」

「それを早く言え。なら解くのは簡単だ。生徒会長に頼め。お前の学校の生徒会長は、敷しき地ち内ないの全ての部屋に入れる〝マスターキー〟を持っている。結界があろうとなかろうと関係なくな」

　嫁よめが、

「生徒会長とやらは誰なの？」

　と俺に聞いてきたが、誰が生徒会長だかなんて興味もなかったので知らなかった。四月に選挙があったけれども、適当に『信任』に丸をして投票したくらいしか覚えがない。

「ワシの娘リサが生徒会長している」

　そういったのはロリ爺じじいだった。師匠が鎮静剤を構えた。

　ロリ爺じじいは「すぐに寝るから心配いらない」と師匠の手を押さえた。

「魔術師としてはあまりデキが良くないがプライドだけは高い、父親嫌いな娘に育ってしまった。おまけに、父親らしいことは何一つしてやれなかったどころか、顔に泥を塗ってしまった」

　遠くを見つめるロリ爺じじいに、嫁よめは鋭い視線を投げかけながら

「そんなことより、その娘がどこに住んでいるか、早く教えて。会いに行くから」

　と聞くと、ロリ爺じじいは生徒会長リサ・ハウプトマンの住んでいるマンションと部屋場号を教えてくれた。当然嫁よめは地理がわからない。師匠が補足する。

「学校のそばにある、でかいマンションだ。金持ちの子弟はそこに住んでいる」

　電車で三時間かけて通学している俺とは全く違うご身分で少し僻ひがまざるをえない。

　嫁よめは、生徒会長の居場所がわかるやいなや、

「わかった。会いに行ってくる」

　と俺が制止する間も与えず、風のように部屋を出て行った。ロリ爺じじいは、

「忙しいやつだ……。おい、坊ぼう主ず。ワシの娘に会ったら、代わりに渡してもらいたいものがある」

　幼女に『坊ぼう主ず』と言われる、この違和感。

「なんですか？」

　ロリ爺じじいは、師匠に

「紙をくれ」

「お漏らしか？」

「絵を描くんだよ。あとペンか鉛筆も貸してくれ」

　ロリ爺じじいはメモにさらさらと絵を描くと、俺に押し付けるように渡してきた。

（幼児が描いたような絵だな。まあ幼女が描いたわけだけど……）

　ぱっと見てそう思ったが、よく見ると全体的に前衛的な肖像画で、顔はピカソのキュビズムみたいに巧みに描かれていた。

「頼んだぞ」

　無理やり頼まれて正直迷惑だったが、断ろうにもロリ爺じじいはその隙を与えないかのように寝てしまった。

　師匠が、

「その隠し部屋とやらに、どうして入る必要がある？」

　師匠は、眠ってしまったロリ爺じじいを生命維持装置の中に投入しながら聞いてきた。

「嫁よめの師父せんせいの絵があるかもしれなくて、師父せんせいとか自分のこととかがわかるかもしれないんです」

「師父せんせいねぇ……。古い言い回しだ。先に言っておくが、師父せんせいと弟子は恋愛関係になることはない。文字通り父子の関係に過ぎない」

「そ、そんなの、全然、き、気になんてしてませんよ」

　師匠は意地悪そうに笑ってから、

「甲か斐い甲斐がいしくゴーレムのお願いを聞いているのか」

「少しずつ関係をよくしていくことにしたんです」

「関係を改善ねぇ。なんだ、まだ童貞か」

　うっ。

「ゆっくりですが、自分の力で嫁よめをゲットしてみせます」

「そうか。多少は成長したようだな。まあ、ゴーレムと和合しても童貞は童貞だけどな。どういう表現になるんだろう。『素人しろうと童貞』？　いや、『人間童貞』か」

　師匠はゲラゲラと笑った。

「童貞を捨てれるかどうかはともかく、ゴーレムとの関係が悪いと、ゴーレムを維持できないからな」

「そうなんですか」

「ゴーレムについての知識が初歩から足りてないな、お前。基礎を疎おろそかにして、応用発展知識ばかり貯ためて受験に失敗するタイプだな。それに、私が運うん慶けいくん・快かい慶けいくんにいかに細やかに配慮しているのか、普段からよく観察していればわかることだ」

　雑用をさせているところしかみたことがないが。

「こいつをお前にやろうと思ったんだが、ゴーレムとの関係改善を地道にこなすつもりのようだから、不要だな」

「なんですか？」

　師匠はピンクの液体の入った小こ瓶びんを俺に手渡した。

（これはさっき痛い目にあった、賢者の尿路結石を原料とする媚び薬やく。惚ほれ薬ぐすり）

　これがあれば、数時間とはいえ、嫁よめを思いのままにできる天国ヘブンが約束される。

　俺は小こ瓶びんをじっと見る。

（これを使ったら終わりだよな）

　何もかも終わりになる。俺を助けてくれた嫁よめへの感謝の気持ちも、嫁よめの笑顔を見たいという限りなく純粋な気持ちも。俺のことを好きになってもらいたいという気持ちも努力も、すべて終わりになる。

「お返しします。他人のアソコから出た汚けがらわしいものを嫁よめに飲ませる訳にはいきませんので」

「そうか。じゃあ自力でがんばれよ」

　師匠はにっこり微笑ほほえむと、俺が持つ瓶に手を掛けた。

「おい、お前……」

「なんでしょう」

　俺と師匠の間で、瓶を持つ二人の手が震えていた。

「瓶から手を離せよ、泥どろヶが崎さき。なんの真ま似ねだ」

「勝手に力が入って……」

　どうにも手から力が抜けない。頭ではわかっている。こんなものに頼ってはいけないと。

「『自力で嫁よめをゲット』なんて啖たん呵かを切って一分経たんぞ」

「未練なんてないんです。ないんですけど、この桃色の液体が俺を誘惑するんです……」

　俺の血を欲しがる伏ふし見み美み裂さきのような言い訳が口をついて出た。

「愛まな弟子でしがわずかながらも成長したと思った私が馬鹿だったよ」

　師匠が俺の指を剝むくように瓶びんから外す。

　瓶が回収された瞬間、俺の口から「あぁ……」声が漏れた。

「情けない声だしてる暇があるなら、自分のゴーレムの後を追ってこい！」

　俺は師匠に尻を蹴られて、研究所をあとにした。




　夜の学校というと静寂なイメージがあるが、その夜の学校は警報音で包まれていた。

　警報音の発生源は、正門のすぐ近くにある高級マンションであった。

「嫁よめがやらかしたんだろうな」

（大事になっていませんように）

　と胸の宝玉ジェルタースに手を触れながら祈る。不安なときは無意識に、股こ間かんかペンダントのいずれかを触る変な癖がついてしまったようだ。まあ、自分の大事なモノを触って安心しようとするのは誰にでもあることだろう。

　玄関フロアのオートロック扉のガラスが今まさに粉々にされたというふうに散らばっていた。またガラス扉があるのに気づかずに直進したに違いない。

「知識欠乏系天然さんだからな、あの嫁よめは……」

　案の定、嫁よめは玄関で立ちすくんでいる。

「またやったな」

「どうして、あっちもこっちも透明でわかりにくい扉ばかりにするのよ」

　と現代の建築デザインに苦言を呈するあたり、反省はないのが明らかだ。

　とりあえず、俺は魔術でガラスを修復する。嫁よめの体も軽くチェックしようとするも

「私に触るな」

　と手を払われた。

「せっかく心配してやったのに」

「どうせ、私の体に触りたかったからでしょ」

　衝撃波を生む強力な無属性魔術『我に触るるなノリ・メ・タンゲレ』を問答無用で使われなかっただけマシだが、本当に下心なく心配していたから、この嫁よめの反応にはかなりイラッとさせられた。

　警備員が来たので、事情を説明し、俺は深々と謝った。ガラスも壊れたとわからないくらいくらいに修復していたので、厳しくは怒られなかった。

　嫁よめは腕組みし、足をコツコツ鳴らしている。『我関せず』と言わんばかりというより、

「何イライラしてるんだ？」

「余計な時間を取られたんだから当然でしょ」

「自分が悪いんだろうが……。それとも生理前のイライラってやつか？　いや、ゴーレムに生理なんてないよな？　快かい慶けいくんにも性欲があるようだし、もしかしてある？　生理ある？」

　腹にパンチされ床に這はいつくばる。これは自じ業ごう自じ得とく。無神経なことを聞いた俺が完全に悪い。

　嫁よめはずっと仏ぶつ頂ちよう面づらで、不機嫌そうだった。

　痛みの残るお腹をさすりながら、モニターフォンで生徒会長リサ・ハウプトマンの部屋番号に呼び出しを掛けた。

『──はい』

　暗い声で応答があった。

「調ちよう和わ学院の一年泥どろヶが崎さき洋ひろしと申します。学校にある部屋でどうしても入りたい場所があって生徒会長のお力があれば入れると聞きまして……」

『……。生徒会はそういうサービスはしていないんだけど。それに私はもう生徒会長じゃないから』

「え、どういうことですか」

『辞めたのよ。学校もやめるつもりだから』

「え、どうしてですか」

『じゃ、用事はそれだけでしょ』

　切られそうになったので、慌あわてて

「もうひとつ用件があります。その、生徒会長のお父様から『絵』を預かっておりまして」

　メモみたいな紙にペンで描かれた現代美術的肖像画をカメラの前に見せた。

　返事が遅い。俺ならこんなものは要らない。

「要らないですよね」

『要ります。部屋の前まで持って来て』

　意外な返答だった。

　最上階に位置する元生徒会長の家の前に着くと、部屋の前にはゴミがぶちまけられていた。ひどい臭においがする。ここは入居者以外は入れないマンションだから、この嫌がらせは、他の入居者、つまり学校の他の生徒のしわざだろう。

　呼び鈴を鳴らすと扉が細く開いた。警戒して中には入れてくれないようだ。

「絵を見せて」

　扉の隙間から絵を挿し入れた。

「ひどい状況でしょ。父親が失脚したらすぐこれよ。わかりやすいものね」

　父親である魔術協会元会長ハウプトマン氏が死去し、家から誘ゆう拐かいされていた幼女がみつかったという事件はすでに報道がなされている。嫌がらせはそれに関連するものだろう。

「生徒会長は何もしてないのにひどいですよね」

　俺がそう言うと、

「親の七光りを受けて優遇されてきたんだから、親の七なな翳かげりを受けて冷遇されてもしかたないわ」

　意外に冷静に受け止めているようだ。

「これで学校をやめる理由がわかったでしょ」

「ええ」

「あなた、死し霊りよう術じゆつ研究所のお弟子さんね。顔を見ればわかるわ」

　どんな顔だ。

「私の父は何度ゾンビになれば気が済むのかしら。どうせ、またあの人の変な実験台にされてるんでしょ」

　ご明察だが、それを教えていいものか。ましてや『実験に失敗して幼女になってしまいました』なんて言えるだろうか。

　曖あい昧まいに笑ってごまかしていると、

「今はどうであれ、父親として最後の仕事をしてくれたんだから感謝しなくちゃね。父には『ありがとう』と伝えておいて。それにあなたにもありがとう」

　別に何もしていないので、なぜ感謝されたのかわからない。

「それよりも、学校のある部屋の封印を解くのを手伝ってほしいんですが」

「先程も言ったけど、それは無理よ。残念ながらもう生徒会長をやめてしまってるし、私ができることはないし、むしろ手伝わないほうがいいかも」

「そうですか……」

　元生徒会長は「じゃあ。がんばってね」と言って扉を締めた。

　俺たちは得るものなく引き下がるほかなかった。




「どうするのよ？」

「さぁ？」

　マンションを出た俺たちは、夜の学校のもつ独特の威圧感を肌に感じながら、正門前で立ちつくしていた。

「学校の中に入ってもう一度あの部屋に別の入り口がないか調べましょう」

　正門の柵さくを乗り越えようとする嫁よめを、

「今学校に侵入したら、網走あばしり先生に見つかって半殺しにされるぞ」

　と引き止めるも、

「半殺しにされるのはドロシーだけだから大丈夫」

「全然大丈夫じゃねぇよ」

「どうして、そんな弱腰なのよ。師父せんせいはそんなに軟弱じゃなかったわ。ピンチになった私を助けてくれた」

「さぞかし師父せんせいさまは偉大な人物だったんだろうな」

「子供の頃、孤児だった私は魔術師の素質があったせいで村の人たちに嫌われて、村の長老に洞どうくつに閉じこめられて魔物の生いけ贄にえにされそうになったけど、師父せんせいが現れて助けてくれた」

（まじかよ。嫁よめの人生の序じよ盤ばんはハードモードすぎるし、師父せんせいもヒーローすぎだろ）

　そう思ったが、なんか悔しいので口には出さない。

「師父せんせいは魔物を倒すと私を弟子にして、村から私を連れだしてくれた。私は小さかったから師父せんせいが大人に見えたけれども、今思い出すと、ドロシーとさほど変わらない年齢だったと思う」

「まじかよ」

　思わず口に出た。

「師父せんせいは魔術はあまり教えてくれなかったけど、体術はいろいろ教えてくれた」

「俺だって、教えられる体術があれば、いつでもお前に教えたいよ」

「じゃ、教えられるくらい強くなればいいじゃない」

「俺は師父せんせいじゃないし」

「師父せんせいに近づく努力はするべき。能力で無理でも、師父せんせいのようにやさしくなることはできる。師父せんせいのように紳士になることもできるはず」

　ペンダントの宝玉の色が師父せんせいのものと似ていたり、類似点がいくつかあったことで、命拾いしたこともあるけれど、これほど師父せんせいと比較されると、いい加減うんざしりしてくる。

「ドロシーも絵は悪くないけど、きっと師父せんせいの絵を見たらそこから学べるものもあるはずよ」

　師父せんせい、師父せんせい、師父せんせい、師父せんせい、師父せんせい、師父せんせい、師父せんせい。

　俺だって、嫁よめを守れるくらい強くなりたいし、やさしくありたいと思ってる。

　けれども、『こうなるべき』『ああするべき』といろいろ要求されると、ものすごく非難されているような気分になってくる。

　俺は少し皮肉が言いたくなった。何か言っておかないと、これからもずっと言われ続けるだろう。

「で、その大好きな師父せんせいの絵を見つけて、師父せんせいの名前や所属を解き明かして、自分自身の忘れてしまったアイデンティティも探っていく。まあ、悪くないと思うよ、自分探しの旅」

「そんな言い方、しないでよ……。それに……」

　俺は、嫁よめを遮さえぎり、

「確かに俺はいろいろ足りないけれど、お前はどうなんだよ。完璧なのかよ。完璧人間なのかよ。ゴーレムなのに？　自分自身のこともわかってないのに？」

　嫁よめは黙った。何か言いかけて、しかし、飲み込んだ。

　俺は追撃する。

「大体、自分探しの旅で、自分が見つかったなんて話聞かないけどな。まあ、絵がみつかったらその絵を触しよく媒ばいに、師父せんせいさまの魂こん魄ぱくを煉れん獄ごくからおびき出そう。それでゴーレムに封入して師父せんせいさまと一緒に暮らせるだろう。よかったな！　めでたしめでたしだ！」

　嫁よめはうつむき、聞いたことのないような低い声で、

「師父せんせいは……私と一緒には居てくれないわ」

　震えながら絞りだすような声でいう。

「え？」

　遠方で雷鳴がした。風も出てきて少し寒くなり始めた。

「師父せんせいは……私を残して、私を捨てて、どこかに行ってしまったわ」

　嫁よめの顔色がどんどん暗くなっていった。力なく、フラフラと正門の柵さくに手をかけ、

「私が知りたいのは、私が何者か、なんかじゃない……。私が一番知りたいこと。それはね……。一体なにが師父せんせいを、あんなに優しかった師父せんせいを怒らせてしまったのか。私の何がいけなかったのか」

　嫁よめは柵さくにつかまったまま、肩を揺らしていた。

　泣いているのか……。

　俺の左腕が焼きごてを当てられているように、熱く、痛んだ。腕にあった『Ｍ』の字が消えていくのをわけがわからないまま見た。

「絵を探さなくちゃ」

　嫁よめの体がぐらつき、指が柵さくから外れて、危うく後ろに倒れかけたところを、俺は受け止めた。

「おい、どうした？」

「なんか、力が入らない。行かないといけないのに……」

　再び柵さくに摑つかまろうとするが、嫁よめは一人では立てない状態だった。

「体調が悪いのか。どこかで休もう」

　俺が支えようとしても、俺の手を振り払い、

「独りでも私は行く。ドロシーはついてこなくていい」

「いや、今の状態では無理だろう」

「私は師父せんせいを追って煉れん獄ごくに行った。そこに師父せんせいはいなかった。だから、今度はこの現世にやってきた。師父せんせいが私を捨てた理由。それを知るために私はゴーレムにでもグールにでもなる覚悟はできていた。誰がなんと言おうと、私はそれを知らなければいけない。知らなければ死んでも死に切れない」

　そういうと、嫁よめは膝ひざから崩れ、再び俺が受け止めた体には力という力が入っていなかった。

「おい！　大丈夫か!?」

　返事がないので頰を少し叩たたいても、反応がなかった。

「おいっ。どうしたんだ？」

　と肩を揺さぶってみた。彼女の目は閉じたままだった。死体のようだった。

「冗談はよしてくれ。俺が悪かったよ。本当に俺が悪かった。言い過ぎたよ。触しよく媒ばいを経由して現世に来た理由も知らなかったし。許してくれよ……」

　そう言っても、彼女は微動だにしない。

　師匠が『ゴーレムとの関係が悪いと、ゴーレムを維持できない』といっていたのを思い出す。

　俺たちの関係は本当に最悪な状態になったに違いなかった。

　ゴーレムの維持に失敗した……？

　体中から冷たい汗が噴き出してきた。

　完全に力を失いほぼ死体と同じ状態になった嫁よめの体が、俺に現実を突きつける。

「起きないと、セクハラするぞ。胸を鷲わし摑づかみにするぞ」

　俺は口でそう脅おどしながら、胸のすぐ近くまで手を回したが、嫁よめがその手を払おうとしたり、俺に魔術を行使したりもしない。胸を触ることなく、ただ、心の底から湧いてくる後悔の念に襲われていた。

　噓うそだろ……。こんなふうに彼女と別れることになるなんて……。

「おいっ。おいっ」

　俺は、彼女の名前すら呼ぶことができなかった。

　俺は、彼女の何も知らない。

　そして、彼女を失いたくない。

『手遅れ』という文字が脳裏をよぎり、悪お寒かんが背中を走る。

　自分の力だけではどうしようもなかった。

　自分の未熟さ、知識の無さ、常識の無さ。これまでの生き方すべてを悔いた。

　俺は後悔と自分への怒りと一緒に、彼女の体を抱えると、師匠のいる死し霊りよう術じゆつ研究所に急いだ。














　第四章　愚かだと言われても命を張ってでも守りたいものがある









　彼女を背負って走っていた。死し霊りよう術じゆつ研究所は決して遠い場所にはないはずなのに、ルームランナーの上を走っているのではないかと思うほど、前に進まない。

　タクシーを探すも捕まらない。おまけに雨も降ってくる。雷鳴が頭の上に轟とどろく。

　彼女の体が雨で冷えないよう、俺は上着を脱いで背負っている彼女の体に掛けた。

　雨はだんだん酷ひどくなり、時折視界がなくなるほどの大雨にもなった。シャツもズボンもずぶ濡ぬれで、俺の乳首は丸見えだった。濡ぬれてるし乳首は隠せてないしで、服を道に脱ぎ捨てていきたいほどだが、脱ぐ時間すら惜しい。

　なんとか研究所にたどり着くや、俺は、

「師匠！　助けてください！」

　と倒れこみながら叫んだ。唇が震えてうまく話せたかは怪しいが、師匠が

「なんだ、なんだ？」

　と出てきた。

「彼女が、突然動かなくなって……」

　唇だけでなく、手足も自分では制御できないほどガタガタ震えた。

「大体わかった。どうせまたゴーレムにいかがわしいことでもしようとしたんだろう」

　俺は震えながら、

「変なことはしてません。でも傷つけることを言ってしまったんだと思います」

「だろうな。遅かれ早かれそうなると思っていた。まあ、とりあえず、体を暖めてその震えを止めろ、バイブ人間」

　俺と彼女は運うん慶けいくんと快かい慶けいくんに担かつがれて、暖房の効きいた部屋に運ばれた。濡ぬれた俺の服はいつの間にか剝はぎ取とられ、代わりに実験の時に着る白衣と仮眠用の毛布を与えられた。

　ソファに仰向けに寝かせられた彼女を見て、師匠は

「まるで眠れる森の美女だな」

　とつぶやいた。

「彼女は、また元気に動けるようになるんですよね？　治るんですよね？」

「安心しろ。治す方法はある。もちろん、王子様のキスなんかじゃない。お前の真っ青な唇で何をねぶっても効果はない」

「何をすればいいんですか？」

「その前に、お前にはゴーレムの知識が乏しい。作る知識ばかりで維持の知識が全く足りてない。まあ、ゴーレムを作った動機が動機だけに仕方ないが」

「悠長に話していて大丈夫でしょうか。手遅れになったりしませんか」

　さらに、すでに手遅れだから師匠はゆっくりしているのではないかという不安が俺の胸に去来する。

「はやる気持ちはわかるが、お前の今の精神状態では、助かるものも助からないぞ」

　脅おどされるように言われて、ようやく師匠の話に耳を貸すことにした。

「さて、お前のゴーレムの知識を試す〝ゴーレム検定〟を始めよう」

「ゴーレム検定……そんなのがあるのですか」

「今作った。じゃあ４級からいこうか。ゴーレムと術者の間にある契約の強度は？」

　俺は、

「魔術契約の中で最弱です。対価もなく、ただ互いの利害が一致しているに過ぎず、術者はゴーレムの魂までは使役できません」

「そうだ。では、３級に入ろう。術者からゴーレムへの魔力の供給はどうやって行っている？」

「精神の交流で魔力を供給します」

「精神の交流で重要なのは？」

「コミュニケーション能力です……」

「そうだ。お前に一番足りないものだ。では、２級の問題といこう。魔力が完全に切れるとどうなる？」

「粘土に……もどります」

　とても簡単な問題で、難易度設定としては４級以下だろう。

「ということは喜べ。粘土になっていないのだから、お前の嫁よめの魔力はまだ切れていないということだ」

　わずかばかり安心するが、

「お前の嫁よめの状態は、人間でいうところの心停止程度だ」

「心停止って、重体じゃないですか……」

　俺の心臓が止まりそうだ。

「まだ死んだわけじゃない。医療ドラマでも、心臓が止まった患者に電気ショックを使って蘇そ生せいするだろ。それのゴーレム版をやる」

「どうやるんですか？」

「ゴーレムにお前の強い気持ちを一気に注ぎこめばいい。電気ショックのようにな」

「でも、今でも俺は強い気持ちで目をさまして欲しいって思ってますよ」

「そりゃ、寝てる人間に何言っても通じないのと同じだ。医療でも機器を使うだろ。魔道具を使うんだよ」

「道具……」

「精神の交流をしやすくする魔道具をこのゴーレムに仕込む。それから、お前がいかにゴーレムを大事にしているか、強い気持ちを込めて祈れ」

「その魔道具ってこの研究所のどこにありますか？」

　早くその道具を使いたかった。が、

「そんなものここにはない。ゴーレムを停止させるようなヘマは私はしないからな」

　ゴーレムをこき使って心の交流と縁遠そうな師匠ですらしないヘマを俺はしでかしたのだ。

「通販で売ってるだろう。魔道具のカタログがどこかに転がってたっけ」

　運うん慶けいくんにカタログを持って来させた。

「配達とか待ってて大丈夫ですか」

「大丈夫だ。信じろ」

　師匠はページを繰り、

「これだ、これ」

　と指差した。『ココロンゴールド』という商品名の魔道具だった。金色の針金をボール状に編んだようなアイテムだ。術者の消費カロリー通知機能とか術者とゴーレムとの装備品共有など付加機能がてんこ盛りでいかにも通販商品という感がある。

「微妙なネーミングセンスに不安を禁じ得ません」

「なんだと？　じゃあ買わないんだな」

「いいえ、買います。買いますよ」

（いくらだ？）

　魔術師同士の取引は、魔力の入った魔石を金銭の代わりに使う。その単位はカージである。ココロンゴールドは二十万カージだった。魔術協会の職員の初任給が大体二十万カージ。魔術協会の仕事をしていない高校生の俺には払えない。魔力やそれを貯ためる魔石は、お金で買えるものではないから、バイトでお金を貯めたとしても何にもならない。魔石がもらえるバイトもない。

「そんなに魔石持ってないですよ。どうにかなりませんか」

「知るか。自分でなんとかしろ。私はお前のお母さんじゃないんだ。自分のゴーレムだろ。自分でなんとかしろ」

　師匠の言うとおりだった。俺が蒔まいた種なんだから、自分でどうにかしなければ。

「それに第一、ダッチワイフにするためにこいつを作ったんなら、今の状態でも十分だろう。常時暖かいダッチワイフ。やらせてくれないパワフルなゴーレムより、今の停止状態のほうが、お前の目的にも合致してるんじゃないのか？」

　学校内をうろつく彼女に対して、もっとじっとしてくれないか、と願ったことは否定しない。けれども、こんなふうに動かなくなるのは……。

　ガラスの扉を突き破り、それを『やれやれ』と直すことも嫌じゃなかった。クラスの真まつ狩かりをノした時は、そこまでしてくれなくていいとも思った。けれども、本当にありがたいことだった。

　動かない彼女を目にして、申し訳ない気持ちでいっぱいだった。いやらしい気持ちを出す余裕はなかった。

「服が乾いて、雨が止やんだら帰れ。ゴーレムは今日は置いていっても構わん。少しくらいの面倒は見てやる」

　師匠が実験室に戻り、独り部屋に取り残される。俺は横たわる彼女の髪を軽くなでた。

「ごめんな」

　俺はどうやって『ココロンゴールド』を手に入れるかを考えていた。

　無意識に左手は股こ間かんを、右手はペンダントを握りながら、テーブルのカタログに視線を落とす。

　カタログの隅に『魔道具、買い取ります』という広告が載っている。質屋の広告だった。

（なんか売れるもの持ってたかな）

　師匠から無理やり渡された、〝悪魔の触覚〟という触しよく媒ばいが家に転がっていたのを思い出した。

　俺は備品の自転車に跨がり、研究所を飛び出した。雨はまだ本降りだったが、傘をさすのも邪魔だから、また濡ぬれネズミになる。家から触媒を引ひっ摑つかむと、今度は質屋に急ぐ。




　質屋に飛び込んだのは、営業時間終了ギリギリだった。

「すいません。これ、買い取ってもらえますか？」

　俺は息を整える間も惜しんで訊たずねた。

　狭い店内では、買い取ったのだろう魔道具たちが売られている。

　カウンターで暇そうに新聞を読んでいた、八十近いのではないかと思われる老婆が顔を上げ、ずぶ濡ぬれの俺を見て顔をしかめた。

　指をちょいちょいと動かし、ココに置けとカウンターを指差してきた。

　老眼鏡を掛けながら〝悪魔の触覚〟を見るや、

「十万」

　俺に対してそれ以上の声を出すのももったいない、と言わんばかりのぶっきらぼうな言い方で、買取額を言った。

　必要な額は二十万。半分にしかならない。

「十万、ですか……。二十万にはなりませんか？」

　店主は鼻で笑うと、

「嫌ならよそに行きな。ま、よそでも同じかそれ以下でしか買い取らないだろうがね」

　俺にできることは、情に訴えることくらいだった。

「二十万ないと、大事な人の命に関わるんです」

「ほう……。でもね、ボウヤ。そんなこと言われてもなんにもしてやれないのがビジネスってもんだよ。覚えておきな」

　万策尽きたと思うと、目の前がクラクラしはじめた。神に祈るようにペンダントに手を伸ばした時、この宝玉〝ジェルタース〟の存在に気づいた。

「すいません、これも売れますか？」

　とおそるおそる訊きく。大した魔術も使えないし、功績もない俺にとって、魔術師に登録した際にもらった宝玉〝ジェルタース〟は俺を特別な存在と認めてくれる数少ないものであり、ある種の精神安定剤だ。とはいえ、自分にとって大事なものが、世の中にとって大事ではないと宣告されるかもしれないのには少し躊ちゆう躇ちよを感じる。

　店主はジェルタースをルーペで見ながら、

「本物の宝玉だね。赤いのは、下級の魔術師が金策に困って売る代表みたいなもんだ」

　まさにその状態だ。

「十二万、と言いたいところだが、この石は色が悪いから九万だね」

　自分の価値までディスカウントされたような気分だ。

「あと一万なんとかなりませんか」

「仕方ないね。おまけしてやるよ。十万にしておいてやる。感謝しな」

「ありがとうございます」

　二十万カージの詰まった魔石を俺によこすと、店主は早速悪魔の触覚とジェルタースに値札を付けた。二十万と四十八万だった。

　買かい叩たたかれた感をビシビシと感じたが、ともあれ二十万の金策には成功したのだ。

　すぐにカタログの連絡先に電話をして、『ココロンゴールド』を注文する。




「どうやら金策はできたようだな。いい経験になっただろう」

　研究所に戻ると、嫁よめを寝かせていた部屋で師匠がコーヒーを飲みながら休憩していた。

「目的の物が届いたようだぞ」

　使い魔によって送付されてきた『ココロンゴールド』は思っていたサイズよりも小さく、くるみ大ほどであった。

「さて商品も着いたことだし、ゴーレム検定の続きをしよう。まず２級の問題を出題しよう」

　師匠はそう言うと、

「ゴーレムに封入された魂と術者の間には、互いの利害関係の一致があるというのが４級の問題だったが、では聞くが、お前の嫁よめは、一体どういう利益があってお前のゴーレムになっているんだ？」

「それは、自分が何者かを知るため……」

「間違い。不合格だ。自分が何者かを知ろうとするのは、ゴーレムの本能。つまりゴーレムになってからできた目的だ。ゴーレムになる目的じゃない」

　嫁よめが機能停止する直前に、なにか言っていたのを思い出す。

「そういえば、『師父せんせいが私を捨てた理由』を知りたいって言ってました」

「なるほど。こいつ、師父せんせいに捨てられていたのか。前世はなかなかハードだな」

「なかなかどころか、ベリーハードですよ。村で迫害されたり、魔物の生いけ贄にえにされようとしたり」

「それがわかっただけでも、ゴーレムと喧けん嘩かした意味はあったな。では次の問題だ。ゴーレム検定準１級の問題だ」

　師匠はにやりと笑った。

「ゴーレムは目的を果たしたときどうなる？」

「ゴーレムは粘土に戻ります……」

　俺は震えた。次の質問に何が来るのかわかったからだ。

「では、最後の問題だ。粘土に戻るとわかった上でもお前は、目的を遂げようとするゴーレムの手助けをするのか？」

　師匠の意図は、嫁よめの目的達成を手助けしなければ、ゴーレムとしては長持ちするが停止状態。手伝えば、一時的に嫁よめと仲良くなれるかもしれないが、目的達成後粘土に戻ってしまう。どちらがいいのか？　という選択をつきつけられている。もちろん、嫁よめが目的達成した上でこれまで通り俺と一緒にいてくれれば最高だ。だが都合良く物事は運ばない。

　選ぶべき選択肢は決まっている。

「嫁よめの手助けをします……」

　決心はできているはずだが、嫁よめとの別れが頭によぎった瞬間、心臓を摑つかまれたようなつらさが体中にひろがり、頭がクラクラとした。

「もう一生会えなくなるとしても？」

「彼女の一瞬の笑顔は、無表情一生分に勝りますから」

「このまま温かいダッチワイフにすることもできるんだぞ？」

　師匠はそういって俺の心を揺さぶろうとする。

「一緒にいたいという我欲だけで嫁よめの魂をこの世に縛りつけておくことなんてできません」

　俺は決然と言った。

「そうか。ま、相変わらず知識は足りていないが、心意気だけは及第点をやろう。じゃあ、眠り姫を目覚めさせるとしようか」




　実験室に嫁よめの体が横たわっていた。これまでたくさんの遺体の写真や実物を見てきた。そのいずれにも増して、意識のない嫁よめの姿は痛ましかった。

　師匠は『ココロンゴールド』に添付されていた説明書を片手に俺を指導する。

「まず『左記魔法陣を紙片に描き、ゴーレムの心臓部分に貼り付ける』っと」

　嫁よめの服を少し脱がせる。もしさらに胸をすべてはだけさせようと思えば簡単だった。嫁よめの無防備な姿を見ても俺のセンサーは反応しないどころか、罪悪感で萎なえるばかり。

　嫁よめの肌の露出は最小限に抑え、さらにできるだけ僅わずかに見える肌も見ないようにする。

　心臓の上に置いた魔法陣の上から『ココロンゴールド』を彼女の体へ押し込むと、『ココロンゴールド』が嫁よめの体内に吸い込まれていった。

「『ココロンゴールドを挿入した後、術者はゴーレムの前でゴーレムの素晴らしいところをたくさん繰り返し念じてから、起動するよう祈ってください』だと」

「お安い御用です」

　彼女は美点の塊だった。俺のような魔術も未熟、見た目も悪い、セクハラもしてしまうようなクズとは違う。

　美しくてかわいい。俺がこれまで見てきた誰よりも美しい。

　強くてかわいい。なぜ弱小魔術師の俺が作れたのか、わからないほど強くてかわいい。

　正しくてかわいい。むっつりスケベの俺とは正反対な真まっ直すぐさ。少しぐらい曲がって俺の方に近づいてきてくれてもいいのにと思うくらい、純粋で一直線でかわいい。

　天然でかわいい。ガラス扉を突き破って、困惑して、ガラスの扉をチョイスした建主に責任転てん嫁かするのもかわいい。

　よく怒るけれどもかわいいし、だいたい俺が悪い。

　正義の人でかっこいい。美お味いしいとわかるや、フランクフルトを誰彼かまわず勧めようとするあなたは可愛かわいかった。少し恥ずかしかったけど！

　困っている人を見ると助ける、勧かん善ぜん懲ちよう悪あくな性格を、俺は尊敬している！

「困っている人間がお前の目の前にいるよ！　ぜひ助けてくれよ！　目を開けてくれ！」

　念じても彼女の目は開かない。俺は焦あせりながら師匠の方を見る。

「『強く念じたものだけがゴーレムの心に届きます』だと。まだ足りんのだろう」

「強く念じてますよ！」

　俺は製造元に抗議したかった。

　これだけ念じてダメなら、もう無理じゃないか。

　師匠は腕を組んで俺を見る。

「お行儀が良すぎるな。気持ちが足りないんだよ。そんな上品な、非の打ち所のない上半身だけで選んだ言葉なんてお前の言葉じゃない。お前は下半身メインの人間だろう」

　そう。全ては俺の下半身から始まった。俺は思い出す。俺は下半身から先に動く人間だったのだと。

　師匠は言う。

「魂で叫べ。下半身から電流のような念を放て」

　理性のフィルターを取り払い、飾り気のない心の声が喉の奥から湧き出してくる。

「お前がおっきしないと、俺もおっきしないんだよ！」

　嫁よめの胸をむんずと摑つかむ。

　その瞬間、本当に俺から電流が走ったのではないかと思うほど強い強い思念の流れが俺の腕を通って嫁よめの胸へと注がれるのを感じた。

　そしておどろく間もなく、嫁よめの大きな目がぱっちりと開き、胸に伸びてきた俺の手を引ひっ摑つかむ。

「我に触るるなノリ・メ・タンゲレ」

　視界がぐるぐると回るも、その声。この痛み。

「やっと起きてくれた！」

　聞きたかった声がきけた！　俺は天井から身をよじって脱すると床に落下した。

　彼女は実験台から起き上がり、居住まいを整えながら、

「また私に変な言葉をかけてくれたものね！」

　まだ怒っているようであった。

「ごめん。いろいろ、ごめん。失礼で最低なのはわかっていたけど、そうでもしないと、起きてくれないから。もう一度ちゃんと謝りたかったから……。ごめん」

「改心したならそれでいいわ。許してあげるわ。私だってまだここで倒れるわけにはいかないんだから」

「ありがとう。目覚めてくれてホントよかった」

「あと、少し褒ほめすぎ。私は別にそんなに『かわいい』わけじゃないから」

「そんなことない。世界一かわいい。断言するよ」

　嫁よめは少しうろたえてから、

「断言されても、それ、変態ドロシーの主観だから」

　嫁よめの弱点を見つけた気がする。

　安心感が心を満たすと同時に、視界のグラつきが急にひどくなり始めた。

　どこが天井でどこが床かもわからなくなった俺は、水中に浮いているみたいにふわふわとした感覚で、まぶたの重みだけを感じていた。

　のぞき込んでいる嫁よめの顔。困惑した顔がぼんやり見える。

「ちょっと私、殴なぐりすぎた？」

「大丈夫。ちょっと体調が悪いだけ。寝れば治る。また一緒に絵を探そう」

　右手をあげると、その手を彼女は握って「ええ」といった。

　その感触を最後に、俺は眠りの世界へ落ちていった。




　目が覚める前に、耳が先に覚めた。心地よいベッドの中にある体がまだ重い。頭もまだ重い。

（もう少し寝させてくれ）

　ベッドの近くで話している声が少し耳みみ障ざわりだが、すぐに声の主が嫁よめと師匠だとわかった。

（何話しているんだろう）

　聞き耳を立てる。

「──なるほど。ゴーレムとはそういうものなのですか」

　嫁よめが師匠から何かを教わっていた。

「あいつのコミュニケーション能力に期待するな。あれはゴミだ」

　酷ひどいことを言われているが、確かに俺も同意する。

「だが、お前さんのコミュニケーション能力も、高いとはいえない」

「ええ。師父せんせいにいつも言われていました。もっと人と関わったほうがいい、と」

「そうだろう。それにアイツと同様魔術師としての知識も著しく乏しい。そういう意味でお前さんとあいつは、似た者同士だな」

「一緒にされては困ります」

「いいや、一緒だ。少なくともお前さんの目的が果たされるまではな」

「そうですね」

「それにあいつだって言うほど悪いやつじゃない。お前さんを起こすために八方手を尽くしてたんだから」

「どうせ劣情に駆られてでしょう」

「性欲のない男なんて、魔術の使えない魔術師みたいなもんだ。それに、性欲だけでお前さんを目覚めさせようとしたわけじゃない」

「そうでしょうか」

「そうさ。性処理したいなら、静かに寝てくれていた方が都合がいいだろ」

「なるほど」

「土砂降りの雨の中、お前さんを担かついでここまでやってきただけでもご苦労なことなのに、高価な魔道具を購入するために大事にしていた宝玉も売っぱらうなんざ、健けな気げなもんじゃないか」

「あの宝玉を売ったのですか?!　あれくらいしか、ドロシーには見どころがないのに」

　ひどいことを言われたが、事実なのだから仕方がない。

「見どころならあるさ。自分の『嫁よめ』に対する気持ちだけはな」

　し、師匠！

「まあ、魔道具の製造元・販売元は私だから、儲もうけさせていただきありがとうございます、ってなもんだが」

　って、おい、師匠、弟子からボッタクってんじゃねえよ……。と言うか土属性の魔術師用のアイテムなんてマイナーなものを売っている時点で気づくべきだった。

「そういえば、あいつ、私のネーミングセンスにケチをつけていやがったな。思い出したら腹が立ってきた」

「ドロシーもひどいネーミングセンスでしたよ。私に『俺おれ乃の嫁よめ子こ』ってつけようとしてましたし」

「それはひどいな」

「きっと師匠に似たんでしょう。師が師なら弟子も弟子です」

「言ってくれるじゃないか。術師も術師ならゴーレムもゴーレムだ」

「ところで、さき程『幼女を探してるんだが見なかったか』とおっしゃってましたが、見つかったのですか？」

「そうだった。忘れてた。あとは任せた」

　そこまで聞いていたが、再び寝てしまった。




　再び目を覚ます。おでこが冷たかったので手をのばすと、濡ぬれタオルが置かれていた。

「起こしちゃった？」

　彼女が動いていたのを見て、夢ではなかったと安心した。

「いや、勝手に目が覚めた」

　俺は上体を起こそうとしたが、

「まだ寝ていたほうがいいわ。まだ熱があるから」

　人とあまりかかわらなかった頃は、全く風邪を引かなかったが、その代わり免めん疫えきがつかなかったのだろう。少し濡ぬれて凍こごえる経験をしたくらいで風邪になるとは情けない。

「でも、こんなにやさしくしてもらえるなら、ずっと熱が出ていればいいのに」

　冗談のつもりで言ったら、

「なに馬鹿なこと言ってるの？　死んじゃうわよ」

　わりと本気で怒られた。冗談はあまり通用しないと思い出す。

　イヤミも皮肉も、俺が思っている以上に彼女を傷つける。

「学校の正門前で、ひどいこと言って、ゴメン」

「まだ少し怒ってるんだけど」

「ホントごめん」

「一つ聞いていい？　どうして大事にしていた赤い宝玉を売ったの？」

　金策のためだと師匠から聞いているはずなのに、彼女の目は真剣に俺の目を見ていた。

『君のためだ』なんていうのは恥ずかしいことこの上ない。冗談を言ってごまかそうかと思ったが、文字通りに受け取られてしまうこと必ひつ定じよう。逃げずに、恥ずかしくても口に出して言わなければ。

「宝玉も大事だけど、お前以上に大切な存在なんてないからな」

　思いの外、くさいセリフになった。軽く流してほしい気持ちでいっぱいだ。

「な、なに、急に」

　彼女は洗面器の上でタオルを絞っていたが、絞りすぎて、

「タオルが裂けちゃったじゃない。新しいのを用意しないと」

　と足元にあった丸椅子を蹴飛ばして破壊した。

「へ、変なこと言うから壊しちゃったじゃない」

「本当のことなんだから仕方ないだろ」

　動揺する様子を見て、俺も恥ずかしくなってきた。

「タオルを交換してくれ」

「うん」

　そう言いながら、俺の視界を塞ふさぐように半分にちぎれたタオルを置くと、

「名前を思い出すまで、『嫁よめ』って呼んでもいいわよ。変な名前つけられるよりマシだし」

「お、おう……俺もあなたのためにがんばります」

　自分でタオルを額の上にのせなおす。

「ちょっと私も熱が感う染つったかな……」

　嫁よめは、ちぎられたもう片方のタオルで自分の顔を拭いていた。

　なお、ゴーレムが風邪をひくことはない。

　ベッドの下からゴソゴソと物音がしたかとおもうと、下からロリ爺じじいが出てきた。

「くっさ。この部屋くっさ。くさくさくっさ」

　顔を歪ゆがませ鼻をつまんでいる。

「いつからいたんだよ」

「お前が担ぎ込まれる前から。臭すぎて出るタイミングを失ったんだよ、ボケ」




　翌日まで研究所で世話になったが、師匠に

「ここは死体を扱うところだ。病人は病院か自宅へ帰れ。死体になるなら別だがな」

　と、研究所を強制退院させられた。俺たちは、一旦家に戻り着替えをする。

「まだ熱も残ってるし、今日は一日休んだほうがいいんじゃない？」

　嫁よめにそう言われても、俺は薬箱を開けながら、

「やる気が漲みなぎっててさ。それに熱の方はこの強力な座薬を使えば、数時間もしたら治まるさ。ところで座薬を入れる手伝いを……」

　嫁よめにしてもらおうと思ったが、思いとどまった。

「ん？　なに？」

「いや、なんでもない」

　流れるように自然に頼めば、嫁よめは高確率で何も疑うことなく俺の肛こう門もんに座薬をぶちこんでくれることだろう。ただ、眠るように停止してしまったときの嫁よめの顔が頭にちらつき、わずかでも再発する可能性を思うと二の足を踏まざるをえない。

（男なら挿れられる側より挿れる側にならねば）

　腕に書かれた『Ｍ』の字をこする。

（一度消えた気がするんだけど、まだ残ってるなぁ。というか前よりも濃くなってる気がする）




　学校に向かう途中、例の魔道具買取店の前を通った。ショウウインドーを軽く見ると俺のジェルタースが飾られていた。

「ここで宝玉を売ったの？　って、結構高い……」

　値札をちらりと見る。買い戻したいが、とても手の届く値段ではない。未練はないが、あまりじっと見ると未練が出てきそうなので、窓越しに商品を見つめている嫁よめをおいて先に往路を行く。

「待ってよ」

　と追いかけてきた嫁よめに、

「待たないよ。師父せんせいの絵を見つけるんだろ」

「うん」

　嫁よめが少し目を丸くしていた。自分より意欲があるのにおどろいたのだろう。

「生徒会長はもうやめたみたいだけど、部屋に入る方法はきっとあるから」

「何かあてでもあるの？」

「ない！」

　嫁よめはため息をついた。いつもの俺ならここで諦めるところだが、

「けど、どうにかするよ！　副会長とかにもあたってみよう」




　副会長を見つけるのは簡単だった。この学校で優秀な魔術師が集まっている三年一組にいた。

　副会長さんに事情を話す。

「へぇ。『師父せんせいの絵』かぁ……。でも、『秘密の部屋』を開ける鍵とか言われても。そういう業務は生徒会はしてないよ。そういうのは生徒会長の専権だから、私には何もできないし」

　俺も嫁よめも同時にため息をつく。しかし、副会長が、

「新しい生徒会長に頼めばいいんじゃないかな。あ、そうだ。君たちが次の生徒会長になればいいんだよ」

「生徒会長に？」

　生徒会長という言葉が、別の言語の単語に聞こえる。

「そうそう。あ、休み時間終わっちゃう。じゃ、頑張ってね。次期の生徒会長さん」

　副会長はさらっと驚くべき提案だけ残して去っていった。

　呆ぼう然ぜんとする俺に嫁よめは、

「そうよ。いないなら、なればいいのよ」

　生徒会長。そして生徒会室。それは遠い日の幻。

　俺のハーレム。情欲のるつぼ。肌と肌のぶつかるパーカッション。

　だが厳しい現実を俺はよく知っている。

「簡単に言ってくれるなよ。生徒会長になるには選挙で選ばれないといけないんだぞ。俺の人気のなさを侮あなどるなよ。友だち一人いないんだからな！」

「人気がないことをどうしてそこまで誇れるのか理解に苦しむわ」

「俺はきちんと現実を見ているってことさ。ま、やれるだけやるけどな」

　昼休み、担任の教師に立候補することを告げると、

「推薦人が二人以上必要だから、署名もらって申請書に添付して提出してくれ」

「推薦人って先生とか外部の人とかじゃダメなんですよね」

「ハハハ。面白い冗談だな。本校生徒の推薦が必要だ。それにしても今年の一年は積極的だなぁ。隣の組の宜ぎ野の座ざも出るらしいけど、まあ、頑張れ」

　宜ぎ野の座ざ……。漫画の主人公みたいに髪の毛が赤い、クールで人気もあるイケメン。勝てる気がしない……。

　担任が「あ、そうだ。一度エントリーしたら取り下げはできないから、立候補するかどうかはよく考えてするんだぞ」と教えてくれたが、そもそも立候補できるかどうかすら怪しい。

　実際、クラスの教壇からクラスメイトたちに、

「今度、生徒会長選挙に立候補します。推薦人になってくれる人いませんか？」

　と声をかけたものの、芳かんばしい反応を得ることはできなかった。クラスの連中は、俺に害を与えることはなくなったものの、別に俺の味方になったわけではないのだ。

「友だちはともかく、知り合いすらいないの？」

「知り合いねぇ……」

　嫁よめの視線が軽けい蔑べつの色に染まる前に知り合いをひねり出さねばいけない。そんな気持ちで頭をフル回転させた結果、思い当たる人物の顔が浮かんだ。

「伏ふし見み美み裂さきだ。中庭で友だちといつも飯食ってる奴やつ。フランクフルト事件の」

　嫁よめの顔が少し赤くなり、

「その話はもうしないでよ。中庭行くわよ、中庭」

　伏ふし見みは前回あった場所と同じところで、友達と昼食をとっていた。俺たちが近づくと、

「何ですか、また巨根自慢ですか」

　とクスクス笑ってくる。

「その話はやめろ」

「じゃあ、なんですか？　血のジュースでもくれるんですか？」

「ちょっとお願いがあるんだけど」

　俺が言いにくそうにしていると、嫁よめがストレートに、

「ねえ、生徒会長に立候補するから推薦人になって」

「え、私が？……」

　露骨に顔を歪ゆがめてきた。

「そこまで嫌がることかよ……」

　そばにいた伏ふし見みの友だちが、

「いつも美み裂さきちゃんがお世話になっています。私で良ければ、推薦人になりますよ。あ、奥おく尻しり千ち年とせと申します」

　と名乗ってくれたので、

「本当？　ありがとう。泥どろヶが崎さき洋ひろしです。よろしく」

　感謝の意を表すため、その女の子の手を取ろうとしたら、伏ふし見みが間を割って入り、

「ちょっと、股こ間かん握った手で千ち年とせちゃんに触らないで」

　そういうと、戸惑う奥おく尻しり千ち年とせという友だちに、

「こういうのは、じらして有利な条件を引き出さなくちゃ」

　伏ふし見みは、ゴネる気満々で俺の方を向く。満面の笑みで。

「何が望みだ？　血か？」

「よくわかってるじゃない」

　俺は懐ふところから血液パックを一つ取り出して渡した。伏ふし見みはそれを受け取ったが、手は引っ込めない。

「なんの手だ？」

「普通、推薦人って自分のクラスの連中に頼むものでしょ。私たちのところに来たってことは私たちにしか頼れないってことよね」

「うっ」

「血液パック一つで買収しようっていうのは虫がよすぎるんじゃない？　こちらにもリスクはあるんだから」

「リスクってなんだよ」

「私のクラス、宜ぎ野の座ざって男子が立候補するらしいから」

「なるほど。裏切り者呼ばわりされるかもしれないってわけだな」

「そうそう」

「じゃあ、何が望みだ」

「好きなときに血、飲み放題ってのはどう？」

　いや、それ死ぬし。それを聞いた嫁よめが、

「調子にのらないで、あなたたち。口ぶりからして、ふたりとも異能の者でしょう。人じん狼ろうと吸血鬼といった類の」

　伏ふし見みは知らんぷりな顔をしたが、奥おく尻しりさんが、

「あ、バレちゃいました？　わたし吸血鬼ですよ」

　慌あわてて伏ふし見みが奥おく尻しりさんの口を押さえ、

「ちょ、ちょっと千ち年とせちゃん。なにバラしてるの？　人を見たら泥棒と思えって習ったでしょ」

　人の墓を盗掘してなんとも思わない人じん狼ろうがそれを言うか。奥おく尻しりさんは、

「大丈夫ですよ。この方はとても良い人です」

「変態だよ、こいつ。学校にダッチワイフ連れてきてるんだよ。それでフランクフルト咥くわえさせて喜んでる変態だよ？」

　奥おく尻しりさんは、

「私たちの素性を知っても、怖がることもないし、嫌けん悪おしたりすることもないんですよ。心のまっさらな人です」

　伏ふし見みは奥おく尻しりさんに、

「ダッチワイフ相手に手も足も出なくて、体もまっさらだよ。なまっ白い体してるよ」

　当たってるよ。完璧にあたってるよ。

「でもそんなまっさらな魔術師の人には初めて会いました。そういう意味で変態かもしれませんが、良い変態さんです」

　どう転んでも変態というレッテルを貼られるんだな。

　奥おく尻しりさんは、

「生徒会長になったら、きっとみんなが仲良くなれるいい学校にしてくれます。だから私は泥どろヶが崎さきさんを応援します。いいよね。美み裂さきちゃん」

　伏ふし見みは、ヴゥ……と犬の唸うなり声ごえのような音を発して考えながら、

「この男が生徒会長になったら、学校が珍ちん宝ぽう館かんになっちゃうよ」

　俺は「ならねぇよ」と間かん髪はつ入いれずに否定する。

「弱い奴やつはすぐにウソをつくからなぁ」

「伏ふし見み、それはお前のことだろうが」

　奥おく尻しりさんが笑っている。伏ふし見みは顔を赤くして、

「弱い者が噓うそをついて何が悪い！　生き残るには噓うそをつかないといけないんだ」

「こいつ、開き直りやがった」

「『こいつ』？　誰に向かって口利きいてるの？　推薦人になって欲しいんでしょ？　そんな口の利き方でいいと思ってるの？　あ？」

　めんどくさい。生徒会長になったあとも絡からんできそう。赤ん坊の頃おむつを替えてやったとか言ってきそう。

　そんなことを思っている間に、嫁よめが奥おく尻しりさんから、推薦人の署名をもらっていた。すかさず俺は、

「奥おく尻しりさん、他の知り合いいたら教えてもらえない？　伏ふし見みさんはどうも署名してくれないみたいだし」

　そういうと、

「ええ、構いませんよ」

　何この天使。いや、吸血鬼だけど。それを聞いた伏ふし見みは、

「ちょ、ちょっと待って。私も書く。書くから」

「何もやらないぞ」

「出世払い。出世払いでいいから、血はちょうだい」

　そう言いながら推薦人に名を連ねてくれた。血はやらない。




　伏ふし見みたちと別れ、教室に戻る道すがら、俺が満足気に

「やっと推薦人も集まったなぁ」

　といっても、嫁よめは、

「まだ何もやり遂げてないでしょ。書類すらまだ提出してないし。早く出しに行きましょうよ」

「書類の提出はちょっと待ってくれ」

「どうして？」

「俺たちの目的は、生徒会長になることじゃなくて、あの『秘密の部屋』に入ることだろ」

「そうだけど」

「（癪しやくだけど、）宜ぎ野の座ざのほうに擦り寄って、あの部屋を開けてもらうほうがいいかもしれない」

「あの部屋に入れるならなんでもいいけど」

　廊下で複数の女子と談笑していた宜ぎ野の座ざを見つけ、話しかけようとした瞬間、宜ぎ野の座ざの周りの空気が一変した。その変わり様に周囲の女子も口をつぐんだ。

「あの、生徒会長選挙に立候補したって聞いて」

「君も出るんだってね。泥どろヶが崎さきくん」

　まだ出馬届けを出していないのに。耳が早い。

「そうなんだけど。それには理由があって。俺たちは、学校のある場所にある部屋に入りたいだけなんだ。もしそこに入るのに協力してもらえるなら、出馬しなくてもいいかなって考えてて」

「もちろん、協力なんてできないよ。君との対戦を楽しみにしているんだから」

　宜ぎ野の座ざはそう言い切ると、握手を要求するように手を出してきた。しかたなく応じる。

　周囲の女の子たちの目には、生徒会長を純粋に目指す宜ぎ野の座ざと、さほどの熱意もない俺、という風に映ったことだろう。

「ルールを守って、お互い正々堂々と戦おう」

　宜ぎ野の座ざはそういうと、女の子を伴って、自分のクラスへ戻っていった。




　書類を担任に提出し、晴れて生徒会長選挙の候補者となったわけだが、選挙活動ができるのは、明日から。

　ということで、放課後、作戦を練りながら下校する。

「宜ぎ野の座ざはすでにすごい人気だからなぁ」

「そうなの？」

「そりゃ見た目もいいし。人は見た目が九割っていうからなぁ。俺の場合、顔をリセットしてイケメンに再構築するのが生徒会長への最短距離だな。ハハハ」

　と自じ虐ぎやく的てきにつぶやくと、嫁よめは、

「そうなの？　じゃあそうしましょ」

　と人の頭ほどの石を片手に持つ。

「ん？　お嫁よめ様、一体そんな大きな石を使って何をされるおつもりでしょう？」

「リセットするんでしょ？　顔」

「ちょっと待て」

　俺の顔を石で潰す気だ！

「できることから始めるって言ったじゃない」

　冗談が通じないというのはこれほど恐ろしいことなのか。石を握りしめた嫁よめから逃げようとしたが、古道具屋のそばで俺は転倒。追いつかれる。

「顔を変えるっていうのは、結構いいアイデアだど思うわ」

「顔を変えるにしても、こんな原始的な方法嫌だ。せめてタートルネックの広告出してる美容形成外科で手術してもらいたい」

「そんな方法もあるの？」

「ああ。石じゃなくて、医師を使うんだよ。その物騒なもん、捨てろ」

　嫁よめが石を棄すててくれて、ほっとする。

「あ、石が」

「石はもう忘れろ。忘れてくれ」

「そうじゃなくて、赤い宝玉」

　嫁よめが指をさしたので、その方をみると、登校時に古道具店の窓まど際ぎわにディスプレイされていた俺の宝玉〝ジェルタース〟がなくなり、別の商品に変わっていた。

「売れたみたいだな」

「いいの？」

「そっちの石ももう忘れよう」

　そう言いつつも、ジェルタースが朝まで鎮座していた場所をじっと見ていた。魔石を貯ためて、買い戻そうと密ひそかに思っていたけれど、しかたがない。その代わり嫁よめがそばにいる。

「石はもう忘れろ」

　自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

「そっちより選挙のことだ。明日公約とか書いたビラを配ろう」

「ビラ？」

「あれだよ。あれとか、あれとか」

　ネパール料理店の外国人店員がビラを配っていたり、ネットカフェの近くでもビラが配られている。嫁よめはネパール料理店の人の方に近づき、ビラをもらう。このビラを持って店に行くとナンが一つ無料だという。

「紙を配って宣伝するのね。でも、あまり受け取ってもらえないようね」

　差し出したビラの受け取りを断られ、どことなく悲しい表情を浮かべる外国人の様子が、まるで俺の未来を映しているようであった。

「単にビラを配っても厳しいかもな」

「ん？　あっちのほうは結構受け取ってもらえてるのはどうしてかな？」

　ネットカフェの近くで配られている方のビラも、30分無料券が付いている程度でナン一個分と比べて、お得感は変わらない。ただ、ビラ配りの周囲にいる人の数が違った。その原因は明らかだった。

「バニーガール姿でビラを配るとたくさん受け取ってもらえるみたいだ」

　赤と黒のバニーガール姿に鼻の下を伸ばしている男たちが、近寄ってその姿を見ようとビラを受け取っているのだ。

「じゃあ、あれの真似をしましょう」

「マジか！　本気か!?」

「当たり前でしょ。やれることは全部やるつもりよ」

　俺は、バニーガール姿の嫁よめが拝めると少し有う頂ちよう天てんになりかけたが、しかし、そんな扇せん情じよう的てきな姿を公衆の面前にさらすのは気が引けた。気が引けたが、バニー拝みたい。

「じゃあ、よろしくお願いします」

　俺たちは、赤と黒のバニーの衣装を買って、翌日朝から学校の校門でビラを配ることにした。

「どっちがいい？」

　嫁よめが聞いてきたので、俺は答える。

「赤を着てほしい」




　今日のように正門が輝いていたのは、入学式の日以来だ。

　太陽のごとく輝く中心にいるのは、バニーガール姿の嫁よめだった。大変非常にエクストリーム素晴らしいものだった。赤バニー。最高です。

　ビラは思いの外よく捌はけていく。男子生徒も女子生徒も、次から次へと俺の名前と公約の書いたビラを受け取ってくれる。

「さすがバニーガール姿。ビラがあと少ししかないわ」

　生徒たちはニヤニヤと笑いをこらえながらビラを受け取っている。中には、写真を取らせてくれと頼んでくる輩やからも出てくる。

「二人で協力したら効果は二倍か、それ以上ね」

「そ、そうだな」

　棒読みで返事をする。俺の心に曇くもりがあった。入学式後の自己紹介の時と同じく、太陽のそばにはいつも黒雲がある。

「どうして嬉うれしそうじゃないのよ」

「そりゃ、こんな恰かつ好こうさせられているからだろ！」

　今、俺の姿もバニーガールなのだ。黒バニーだ。太ももとか胸元とかスースーするよ。

「自分で黒い方選んだんでしょ」

「俺は選んでないよ！　いや、確かに赤をお前に選んだよ。でもそれは俺が黒を着たいって意味じゃねえよ」

　俺は、少しもっこりしている股こ間かんを片手でさり気なく隠しながら、ビラを配る。

　もちろんバニーガール姿になんてなりたくなかった。

　女装する趣味は俺にはない。普通に制服姿でビラを配ろうとしていたら、嫁よめがギッと俺に視線を向け「約束と違う。私のためにがんばるんじゃないの?!」と癇かん癪しやくを起こしかけ、仕方なく俺はバニーガールの衣装を着たのだ。

　伏ふし見みと奥おく尻しりが通りかかる。

「うわ、変態だ。千ち年とせちゃん、あまり見ちゃダメ」

　俺も同意するよ。完全に変態だよ。俺の姿をあまり見ないで欲しい。

　奥おく尻しりさんは、

「ゴーレムさんも、泥どろヶが崎さきさんも、とっても似合ってますよ」

　死んだ目の俺は、棒読みで、

「ありがとうございます」

　と答えた。

「で、なんでそんな格好をしてるんです？」

「選挙活動……」

　ビラを奥おく尻しりと伏ふし見みに渡した。奥おく尻しりさんと伏ふし見みが同時に首を傾かしげる。

「ふーん」

「そういう活動も大事だと思います。頑張ってください」

　とどこか歯切れが悪い。やはりバニーボーイはおかしいというのが本音なのだろう。

　ただ、下校する頃には、俺の名前は学校中に知れ渡っていた。知らない上級生からも『バニーボーイ』というアダ名を与えられた。

　嫁よめは、

「相手候補はまだ何もやってないから、名前が売れて、一歩リードしたんじゃない？」

　どうだろう。逆効果になっていなければいいが。

「相手は人気者なんでしょ？」

「ああ」

「じゃあ、もっと頑張らなくっちゃ」

「別の作戦も考えないとな」

　その時、視界に卜うら部べさんの車が入った。

「なにやってるんだい？　泥どろヶが崎さきくん」

　車の中は卜うら部べさん一人だけで、今日は部下の人はいない。

「今から死し霊りよう術じゆつ研究所に行くんだけど、乗ってく？」

「お言葉に甘えて」

　車の中は花の香りがする。おそらく部下の十と勝かちさんか襟えり裳もさんの残のこり香がだろう。

「研究所には何の用事ですか？」

「殺された魔術協会会長の遺体が研究所に運ばれただろ。きっとグールにするとか実験に使っただろうから、会長の事件当時の記憶を呼び起こしてもらおうと思ってね」

「なるほど」

「で、どうして朝、バニーガールの格好で校門に立っていたんだい？」

　見られていた。学外の人にも見られていた……。

「ええっと。生徒会長に立候補したので、知名度をあげようかなって」

　そういうと、卜うら部べさんは急ブレーキをかけた。

「生徒会長に立候補だって？」

　後部座席の方に身を乗り出してくる。

「ええ。そうですけど。そんなに驚かれることですか？」

「悪いことは言わない。立候補は取りやめたほうがいい」

　いや、取り下げはもうできないんだけど。

「どうしてですか？」

「生徒会長には、宜ぎ野の座ざも立候補しているだろ？」

「ええ。よくご存知ですね」

「当然だ。宜ぎ野の座ざには犯罪の容疑がかかっている」

　宜ぎ野の座ざでも万引きとかするのかな……。って、

「でもそれなら、宜ぎ野の座ざが逮たい捕ほされたら、俺が生徒会長になれるじゃないですか」

「逮捕には時間がかかる。こちらの都合もあって強引な手段で捜査できないのさ。で逮捕する前に君たちと戦うことになるから、危険なんだよ」

　俺は首を傾かしげた。俺の頭の上には特大の『？』マークが浮かんでいたに違いない。

「選挙で、何が『危険』なんですか？」

　そういうと、卜うら部べさんの頭の上に特大の『？』マークが浮かんでいるのが見えた。

　短い沈黙の後、

「泥どろヶが崎さきくん。一つ聞くけど、まさか生徒会長選挙が平和裏に生徒の投票で決まるとか思ってないよね？」

「え？　選挙ですから、生徒が投票して決まるでしょ？　先生とかも投票するんですか？」

　卜うら部べさんは、顔に手を当てて、

「そうか。そこから勘違いしていたか……。いいかい。君の行ってる調ちよう和わ学院高校は、一般生徒もいるけれども、一応は魔術高校なんだ。つまり魔術師のルールが適用される」

「魔術師のルール……」

「魔術師のルールは、『強いものが偉い。強いものが正しい。Might is Right』というルールだ。わかるかい？」

「なんとなく」

「つまり、生徒会長選挙というのは名ばかりで、実戦で戦って勝った方に投票するのが暗黙のルールなんだ」

「えぇ？　でも四月の生徒会長選挙は普通に投票でしたよ？」

「そりゃ、立候補者が一人だったら信任・不信任の投票だけで済むから」

　卜うら部べさんのいうことは俄にわかには信じられなかったが、辻つじ褄つまが合うことが多い。

　ビラを配っていた時に感じた、生徒の怪け訝げんそうな表情。伏ふし見みや奥おく尻しりさんの歯切れの悪い応援。選挙運動をしない宜ぎ野の座ざ陣営。

　魔術師同士の実戦が選挙の本質なら、合点がいく。

「ってことは、バニーガール姿になった意味ねぇじゃん」

　バニーボーイなどという不名誉なあだ名まで付けられて、とんだ恥さらしだ！

　しかし嫁よめは全く意に介さず、

「かえって好都合だわ。ドロシーは人気が全然ないみたいだし。宜ぎ野の座ざってやつをこてんぱんにすれば、生徒会長になれるんでしょ。もらったようなもんだわ」

　嫁よめは、よしっ、と一人両手の拳こぶしを握りしめて勝利を確信していた。

「そんな簡単に言うなよ。宜ぎ野の座ざはスゴい使い手らしいぞ」

　そういいつつも、真まつ狩かりを一瞬でノした、嫁よめの力なら勝てるのではないかという気もしていた。

「スゴい使い手、か。泥どろヶが崎さきくんは選抜トーナメントを見ていないからそんなことが言えるんだ。彼はそんな言い方では足りないほどの実力の持ち主だ」

　三月末に開かれた魔術師選抜トーナメントでエリート校の優勝候補をノックアウトしたという話は、宜ぎ野の座ざの話題が出るたび、一緒に出てくるほど有名な話だ。

　嫁よめは、

「『優勝候補』とかいうのが思ってた以上に弱かったんでしょ」

　と、歯し牙がにもかけない。その様子を見て、卜うら部べさんは、さらに、

「それだけじゃない。宜ぎ野の座ざにかかっている容疑はとんでもない犯罪だ」

「とんでもない？」

「そう。とんでもない。魔術協会会長ハウプトマン氏殺害容疑だからね」

「いやいやいや、それこそありえないでしょう。宜ぎ野の座ざがトーナメントで番狂わせに近いことをしたからって、それは飛躍しすぎです。一番強い魔術師でしょ、会長は」

「だが、物証もあるんだ」

　卜うら部べさんは上着の内ポケットから、ビニールの小袋に入った弾丸を取り出した。

「会長の額から摘てき出しゆつされた弾丸だ。魔石から作った特殊な弾丸でな、精巧な研磨により、魔石の力を最大限発揮している逸いつ品ぴんだ」

　ロリ爺じじいが遺体だった頃の様子を思い出した。確かにおでこに穴が開いていた。

「この弾丸を磨いていたのは、宜ぎ野の座ざだ。彼は弾丸を作る内職で生計を立てている」

「でも、内職ってことは、どこかで売ってるんじゃ。宜ぎ野の座ざ以外の人が手に入れることもできる気が……」

「もちろんそうだ。そもそも、会長殺しは誰にも不可能なんだ。会長は自分のテリトリーである自宅で殺害されている。闇討ちではなく、正々堂々真正面から撃たれて殺やられた。そんなことができるやつがいるとは思えない。けれども、宜ぎ野の座ざなら出来る気がするんだ」

　嫁よめが鼻で笑った。

「とんだ迷推理ね。こじつけ以外の何物でもない」

　生徒会長戦を諦めさせようとしているのが気に喰くわないのだろうか。嫁よめの言葉にどこかトゲがある。

　卜うら部べさんは、気にもせず、

「その辺りは被害者本人に聞けばいい」

　卜うら部べさんは再び車を走らせた。




　研究所で師匠に事情を話す。

「あははははははは！　『バニーボーイ』だって！　あははははは！」

　師匠とロリ爺じじいが腹を抱えて笑う。

「死ぬ。死ぬ。笑いすぎて死ぬ」

「笑いすぎですよ」

「そこまで魔術師の世界のことを知らないなんて。無知にも程がある。あははは」

　師匠は目に涙を浮かべ、ロリ爺じじいは床を叩たたいて笑う。床にヒビが入るほど。

「師匠が全然何にも教えてくれないからでしょ」

「だって、お前、生徒会長になんて立候補するタマじゃなかっただろうが」

　確かにそうだが。

「で、宜ぎ野の座ざとやらがもし会長殺しの犯人だったら、お前はどうするんだ？」

「それは……」

　俺は嫁よめのほうを見た。俺をじっと見ている。

「もちろん、そんなことと関係なく生徒会長をめざします」

「泥どろヶが崎さきくん！」

　卜うら部べさんがたしなめるように言う一方で、嫁よめが少し笑みを浮かべた。

　師匠は、卜うら部べさんに

「なら宜ぎ野の座ざってやつが犯人かどうか確かめる必要なんてないね」

「いえ、捜査には必要なことです。それに、前回のトーナメントでは、試合にかこつけて相手を殺害しようとした形跡もあります。泥どろヶが崎さきくんも同じ目に遭うかもしれません」

「しかたないな」

　師匠はロリ爺じじいとなった元会長に向かって、

「殺された時の記憶はあるか？」

「あるような、ないような。ヒントがあれば思い出せるかもな。ケケケ」

　ロリ爺じじいは自分が殺された時の話なのに、楽しそうである。師匠の調教のおかげか、かなりおとなしくなっていたのは助かるが。

　卜うら部べさんは、内ポケットから宜ぎ野の座ざの写真を出した。

　俺は、宜ぎ野の座ざが会長殺しでありませんように、と願った。

　ロリ爺じじいは、

「こいつが宜ぎ野の座ざか？」

　俺や嫁よめが頷うなずくのを確認すると、ニヤリと笑い、

「ああ、よく覚えているよ。こいつだ、こいつ。オレンジ頭だからよく覚えている」

　師匠は、

「どうして、こんな奴やつに殺やられたんだ？　油断か？」

「油断？　してない、してない。いやぁ。相手が強かったんだな。すごく」

　俺の心臓がドクドクと強く打っている。自分が半殺しにされる未来が一瞬垣かい間ま見みえた。

　そんな俺の不安を煽あおるように、

「死ぬほど強かった。だから死んだ！」

　とケタケタと自じ虐ぎやくネタで笑った。こっちは笑えないよ。

　俺の死を暗示させる言い方やめてほしい。

　宜ぎ野の座ざめ、そんなに強いなら、うちみたいな中堅の高校になんか入るなよ……。

　俺は無意識にため息をついてしまった。

　卜うら部べさんは、

「だから、泥どろヶが崎さきくん、不戦敗でもなんでもいいから、宜ぎ野の座ざと戦うのはやめたほうがいい」

　と、俺を説得しようとする。さすがの俺も少し心がぐらつく。

　嫁よめが、

「一回目はすぐ降参して、逮たい捕ほを待ってからまた立候補する？」

　と俺に聞くが、師匠は、

「一応言っておくが、魔術師にとって敵前逃亡は最も恥ずべき行為のひとつだ。バニーボーイになるより、はるかに。正直笑い話では済まないぞ。私は爆笑するがな」

　一旦おめおめと撤退しておきながら宜ぎ野の座ざが逮捕されたあとにまたノコノコと立候補するなんて虫のいいことはできないということだ。

　つまり、生徒会長になるには、宜ぎ野の座ざと戦って勝つしかない。

「師匠、退路を断ってきてませんか？」

　ロリ爺じじいは、

「さっきまで、『新しい死体が欲しい』って言ってたぞ」

「またですか……」

　他人の思惑はともかく、俺たちの目的、つまり、あの秘密の部屋に入るには、宜ぎ野の座ざと戦うしかない。

「逃げてもいいんだぞ」

　師匠が俺を試すように見る。ロリ爺じじいが、

「この私を捕まえることすらままならないのに、この私を殺した相手と戦って無事で済むはずがないよな。常識的に考えて」

　といって笑う。そのとおりかもしれない。俺の心はざわついていた。

　それ以上に嫁よめの肩が激しく震えていた。

　そして、口を開く。

「事情は全部わかったわ。事情が事情だし、私のわがままのために、そこまでしなくて──」

　そう言い終わる前に、

「俺は逃げません」

　と言い切った。卜うら部べさんは

「命を捨てるようなものだよ」

　嫁よめすら、

「別の方法を探すこともありかも」

「どうやって？」

「それは……」

「少し日ひ和よりすぎじゃないか？　調子でも悪いのか？」

　俺がそう言うと、師匠が、

「お前こそ、まだ熱が出たままじゃないのか？」

「大丈夫です。心配してくれるのはありがたいです。でも、愚かに見えるかもしれませんが、命を張ってでも守りたいものがあるんです」

　ロリ爺じじいは、師匠に耳打ちするようにコソコソと、しかし俺に聞こえよがしに、

「死亡フラグみたいなものか？」

「らしいな。実験に使える死体が一つ確保できそうだ」

　やめろ。不吉なこと言うの。

　卜うら部べさんは、

「生徒会長選の前に、宜ぎ野の座ざを逮たい捕ほできればいいのです。それには、あなたの協力が必要です。あなたが表に出て供述してくれれば逮捕できます」

　とロリ爺じじいの方を向いた。

「嫌だ」

　ロリ爺じじいは断ってきた。

　卜うら部べさんが「なぜ」と訊きくと

「いや、ワシ死ぬ前にロリにいけないこといっぱいしたから、生きてるってバレたら何されるかわからないし、娘を独り立ちさせた以上、あとはロリの自給自足しながら静かに生きていきたい」

　ロリの自給自足ってなんだよ。

　師匠も

「こいつは失敗作だ。表に出すのは自分の恥部をさらすようなものだ」

　卜うら部べさんは真剣に

「あなたの愛まな弟子でしの命がかかっているんですよ」

「弟子なんざ、いくらでも作れる。それに引き換え、私の名誉は唯一無二、神聖にして不可侵なものだ」

　まあ、そう言うだろうな。相変わらずひどい師匠だ。

　卜うら部べさんはため息をついてから、

「全力は出すけど、宜ぎ野の座ざを逮たい捕ほするのは難しい。十分に準備して決戦に臨んでくれ。こっちから言えるのはそれだけだ」

　卜うら部べさんはそう言うと、何度も何度も「気をつけるように」と念押ししてから、残念そうに研究所から捜査へと戻っていった。




「そういうわけなんで、師匠、俺に新しい術を教えて下さい。攻撃系の魔術なんて一度も習ったことがないんで」

「攻撃ねぇ……。土系統の死し霊りよう術じゆつ師しの攻撃魔術は二つ。それを覚えれば、はっきりいって他の系統の魔術師に後おくれをとることはない」

「マジっすか」

「ひとつは、使役しているグールを爆発させる、コープスバースト。半径三十メートル以内の敵は死ぬ」

「いや、そんな物騒な技使えないですよ。死体なんて学校に持ち込めないし」

「じゃあ、もう一つの必勝法。ゴーレムバースト。使役しているゴーレムを爆破する。半径百メートル以内の敵は死ぬ」

「いや、それ嫁よめを爆破するってことでしょ。無理ですよ。爆破するしか能がないんですか？」

「ないな……。あ、攻撃とは少し違うが、召喚魔法がある。グランドドラゴンを呼び出せる」

「そういうのですよ！」

　俺は俄が然ぜんやる気が出る。

「召喚自体は難しくないが、集中力が欠かせない。ということで、基礎練習だ」

「あの、つまらない基礎練習ですか」

「文句があるなら、生徒会長の座なんて諦めろ」

　少し厳しめに言われて、修行のスイッチが入る。




　さっそく、石英やガラスのような価値のない素材をクリスタルに変える作業のような修行をちまちまとしていると、師匠が俺の作ったニセのクリスタルをつまみ上げ照明にかざした。

「ほんと、これだけは上手に作りやがる。器用なやつだ」

　褒ほめられ慣れていないので割と嬉うれしい。

「それほどでも」

「ところで、いい儲もうけ話ばなしがある。今度もっといい素材をお前にやるからそれで魔石の偽物イミテーシヨンを作れ。それを売りさばいてお前の宝玉を買い戻すというのはどうだ？」

「あれはもう誰かの手に渡ってしまったので買い戻せませんよ。第一そんなことしていいんですか」

「まあ、バレたら卜うら部べたちに即逮たい捕ほされるだろうな」

　生成中のクリスタルが二三個弾はじけた。

「宜ぎ野の座ざが逮捕される前に俺が逮捕されるじゃねぇか」

「周囲に惑わされるな。集中しろ」

　ビシっと師匠に叩たたかれた。なるほど、会話も含め集中の訓練というわけだ。




　疲れただけで成長を実感できない地味な作業を終え、完全にロリと化しているロリ爺じじいと塗り絵で暇を潰していた嫁よめに声をかけて帰路につく。

　座薬の効果が切れ、熱が再発していた。女の子と小こ粋いきな会話でもしながら帰りたい気持ちでいっぱいだが、病み上がりどころかまだ病人そのもので頭がまわらない。二人黙々と歩く。

　公園に差し掛かった時、

「順調？」

　と聞いてきたので、「ぼちぼちでんな」と曖あい昧まいな返事をする。

「『ぼちぼち』進んでるのね」

「いや、正直何も成長できてない気がする。だから、ちょっとだけ実戦練習の相手をしてくれない？」

　こんな体の状態でどうしてこんなことを言ったのか、自分でもよくわからなかった。

「いいけど」

　実戦練習といっても、嫁よめの繰り出す攻撃を躱かわしたり、強撃で撥はね飛とばされたところを上手に受け身をする練習だ。こちらからは攻撃しない。

「防御ばっかりじゃ、勝てないわよ」

「攻撃のスキがないし、なにより、女の子を殴るなんて真ま似ねができないんだよ」

「そんな甘いことで勝てると思ってるの？」

「でも、以前よりスムーズに避けられるようになってるだろ」

「そうだけど」

　健康な状態でギリギリ避けられたものが、今の不健康な状態でも避けられるようになっているのだから、魔術の腕よりよほど成長している。魔術のような目に見えないものより、目に見えるもののほうが吸収しやすい。

「でも息が上がってるみたいだから休憩ね」

　俺たちは近くにあった階段に腰掛けた。

「よく考えれば、俺たちのほうが優位だよな。俺たちは、二人で一人なんだし。他の連中はお前を人間と見てないけど、それを逆手にとって勝てばいい。俺が防御している間に、お前が攻撃。それで勝てる」

「そんなにうまくいくかしら。それに相手もゴーレム使いだったらどうするの？」

「それはないだろう。あの学校で土属性かつ死し霊りよう術じゆつ師しなのは俺しかいないから」

「ふーん。ドロシーは意外とレアなのね」

「レア、というより変わり者扱いだけど……」

　嫌がらせをされていた記憶が少し蘇よみがえって嫌だった。話を変えようと立ち上がる。

「さて。頑張って生徒会長になって、秘密の部屋への鍵を手に入れよう」

　嫁よめは頷うなずいた。

「よろしく頼むぜ」

　手を差し出す。

「こちらこそ」

　その言葉には、さわやかな風のようなものが含まれていた。食品だったらパッケージ裏に『原材料：さわやかな風』と書かれるに違いない。

　学校で独り時間を潰すとき、買ってきたジュースの原材料欄を眺め「ブドウ糖果糖液糖ってどんだけ『糖』強調するんだよ」などと心のなかでつぶやいている原材料欄マスターの俺が言うんだから間違いない。

　師父せんせいの絵が見つかって、師父せんせいと彼女が何者であるのか、師父せんせいがなぜ彼女を捨てたのか。

　それを究明して満足すれば、彼女はこの世界を去る。俺はその手伝いをしている。

　少しずつ彼女との別れが近づいているのを感じる。

　俺の手を取り立ち上がったあと、少しの間、俺の手をギュッと握っていた。

　願わくば、それが彼女も別れを惜しんでいるのであってほしい。




　熱でふわついた頭で考える。

（全く俺にはメリットがねぇ）

　勝っても負けても大きなものを失うかもしれなかった。

　それに、彼女の望みを叶かなえることが、本当に彼女のためになるのだろうか。

　師父せんせいが彼女を捨てた理由が師父せんせい側にあろうが、彼女側にあろうが、彼女の苦しみが大きく変わるとは思えない。

　ただ、それでも彼女が知りたいと望むのならば。




　いよいよ選挙とは名ばかりの、生徒会長決定戦が行われる日が来た。

　世の中には、本番が近くに迫ってくると、集中力が増すタイプと焦あせって空回りするタイプがいる。空回りするタイプ、それが俺である。

　ただ、当日の朝になっても、グランドドラゴンの召喚は一度も成功していない。

　熱も下がってない。座薬も効かない。

　こうなってくると、早く卜うら部べさんが宜ぎ野の座ざを逮たい捕ほしてくれないかな、と他力本願したくなる気持ちも少し湧いてくるが、その他力本願は、卜うら部べさんから電話で打ち砕かれた。

『ホント、ごめん。どうにも宜ぎ野の座ざを逮捕できないんだ』

　とむせび泣くような声で告げられ、何度も謝られ、俺のことを心配してくれるありがたさを感じつつも、まるでもう俺が死ぬのが決まったかのような様子なので少しモヤっとさせられる。

　卜うら部べさんはあまりに悲観的なので、それが嫁よめに感う染つったのか、

「もし身に危険を感じたら、私を爆破バーストして」

　と恐ろしいことを言ってきた。

「この世で一番大切な人にそんなことするわけないだろ。そんなことするなら思う存分セクハラしてパンツ被かぶって嫌われるほうがマシ」

　パンツを被かぶり胸を鷲わしづかみするポーズを取りながら声を荒げる。

　そういうと嫁よめがぽかんとした顔をした。

（ちょっとくさいセリフが入ったからごまかしたつもりだったけど、ごまかしきれなかったか）

　ただ、嫁よめの視線が俺の目ではなく、頭の方に注がれていた。髪の毛が薄い人が普段感じているだろう不自然な仰ぎよう角かくの視線。

　俺の頭に何か締め付けを感じる。発熱に伴う頭痛とは違う、外から軽く締め付けているものに手に取り確認する。白い布。

「パンツ……？」

　誰のだ。この白い綿パン。

「それ、私の！」

　鼻先にパンツをもっていこうとした瞬間、素早く嫁よめに没収され未遂に終わった。

「いつの間にそんな早はや業わざ身につけたのよ！」

　俺の脳天にチョップをいれて、パンツを素早くポケットに突っ込んだ。

「痛ぇ。無意識にパンツはぎ取るような破は廉れん恥ちな技は持ってねぇよ」

「現にあるじゃない。自分の使える能力くらい把握しておきなさいよ」

　嫁よめはそう言い残し、すぐさまトイレの方に走り去った。

（これは何かの事故だ。またロリ爺じじいの仕し業わざか？　何が起きた？　でもちょっと惜しかったな。もう少しで嗅かげたのに）

　と思ったら、なぜか手元に没収されたパンツがあった。

（誰の？）

　女子トイレの方から嫁よめの悲鳴が聞こえた。

（そういえば、ココロンゴールドの商品説明に『装備品の共有が可能』みたいな記述があったな）

　装備品の共有と言っても嫁よめが俺のパンツを欲しがるわけもない。つまり、嫁よめのパンツは俺のもの、俺のパンツは俺のものである。専もつぱら俺を喜ばすための能力のようだ。




　学校での午前中の授業は、全くもって何をしたのか覚えていない。

　早くも午後になり、生徒会長の座を賭かけての一戦が迫ると、俺の心臓の拍動も速くなる。

　身体能力に乏しく、使える魔術も防御系しかない俺は後ろから支援し、圧倒的な身体能力をもつ嫁よめが前に出て、相手を物理的に叩たたく。それが俺たちの作戦だった。お世辞にもかっこいいとは言えないが、勝利のため、背に腹はかえられない。

　実を言うと、もう一体ゴーレムを作りそれを相手の近くで爆破すれば、勝算はかなり高まる。けれども、相当な魔術師とされる宜ぎ野の座ざも怪け我がだけで済まないだろう。学校の施設にすら影響をおよぼすかもしれないし、俺や彼女にも被害が及ぶかもしれない。そんなものは使えない。それ以前に、もう一体ゴーレムを作ること自体命がけだ。

　推薦人である伏ふし見みが、

「どうせ負けるにしても、かっこ良く負けろよな」

「俺たちの勝利を期待していないようだな」

「当たり前だよ。この学校にお前の勝利に賭けたのは千ち年とせちゃん一人だけなんだぞ」

　奥おく尻しりさんは

「私が千人分賭けておきますから大丈夫です」

　嫁よめのためにがんばるのだから、外部の応援の有無でやる気が変わったりしないけれども、それでも応援があると嬉うれしい。

「千人力だね。ありがとう」

　伏ふし見みは「全校生徒一三〇〇人越えてるけどね」

（足りてねぇ……。三〇〇人分足りてない）

　そう思ったが口には出さない。数ではない。

　伏ふし見みは、

「千ち年とせちゃんは、逆張りが好きなだけだかんな。弱いんだから、弱いなりに頭使って頑張れよな」

　伏ふし見みなりの応援なのだろう。

「そうするよ……。ありがとうな」




　俺達と宜ぎ野の座ざは学校の地下にある生徒会室に呼び出された。

　生徒会室には歴代生徒会長の石像が並んでいた。威厳ある表情のお歴々の中に、

「猫やバナナの石像が混じってるけど、なんでかしら？」

「マンガや小説の作者近影みたいに、シャイな人が自身の身代わりに作らせたんだろう」

　俺と嫁よめはコソコソとしゃべる。

　黒い法ほう衣えに身を包んだ選挙管理委員に、

「最深部にある〝聖女の間〟から、決闘場に移動します」

　と告げられた俺達は、そこからさらに、委員たちに従い、長い長い螺ら旋せん階段を降りていく。

　薄暗い小さな部屋に入る前、少しだけ嫁よめが躊ちゆう躇ちよした。

「大丈夫？」

「うん」

　入ってすぐ目に飛び込んできたのは、スポットライトを浴びた大箱だった。箱の下の床には五ご芒ぼう星せいの魔法陣が描かれ、その円周をぐるりと花が飾ってある。

「ここにいらっしゃるのが、わが校の守護聖人」

　選挙管理委員がバス添乗員のごとく指し示した。棺かん桶おけに人が眠っている。

　宜ぎ野の座ざが

「守護聖人なんてどこの魔術高校にもいるだろ。珍しくもない」

　俺もそれくらいは知っていたが、普通『聖○○学園』のように守護聖人の名前を学校名に含めるのに、俺たちの高校は『調ちよう和わ学院』。だから守護聖人がいると知らなかった。

「なんという守護聖人なのですか？」

　生徒会役員に聞くと、

「それがわからないの。だから私達は〝名も無き聖女〟って呼んでいます」

　棺ひつぎの周りの花は新しく、こまめに手入れされていることがうかがわれた。中の守護聖人は絹の白いワンピース姿で、目を閉じ両手を組んでいる若い女性であった。

　死し霊りよう術じゆつ師しである俺は、遺体を屍し蠟ろう化かして保存する術があるのは知っているけれども、目の前にある聖女のものは、極めてよく出来がよかった。聖人の遺体はそれ自体が聖遺物レリキアだ。死し霊りよう術じゆつ師しの性さがか、俺は、これを使ったらどんなゴーレムができるだろうか、とか、ゴーレムでハーレムが作れそうだ、とか考えた。

「なんか、変なこと考えてない？」

　嫁よめに邪よこしまな考えを見透かされた俺は、ごまかすように、

「いや、名前がわからないなんて、お前と同じだなって」

　そういうと、嫁よめも

「本当に気の毒。同情するわ」

　と神妙な顔で、〝名も無き守護聖人〟に祈りを捧ささげる。

　すると、

「何言うとんねん。ホンマは名前もちゃんと知っとるわ」

〝名も無き守護聖人〟が目を覚まし、俺たちに向かって苦言を呈してきた。

「しゃ、しゃべりましたよ。関西弁で」

　委員の先輩が、当たり前でしょ、と言わんばかりに首をすくめた。

「そりゃ、そばでコソコソ気になること言われたら、誰だって口挟みたくなるわ。せっかく名前がわからない、オンリーワンなキャラ付けしてるのに、『私も名前がわからない』なんて同情かけられても、キャラ薄れるし、ありがた迷惑やわ」

　すごいしゃべるぞ、こいつ。

「第一、お前の名前、私ちゃんと知ってるで」

「え、え?!　知ってるの？」

「当たり前やがな。守護聖人やで。伊だ達てに何百年この砦とりでを見守ってないで」

　嫁よめは、

「で、私の名前は!?」

「なんや、何も覚えてへんようやな。って当たり前か。ゴーレムになったんやから」

「はい……」

「マスターはどんな奴やつかと思えば、またそんなタイプの男に引っかかって。お前の師父せんせい、こいつの鼻を少し大きくして、ヒゲとメガネを足した男やったやろ」

「師父せんせいのこともご存知なのですか。ぜひ教えて下さい」

「教えたいのもやまやまなんやけど、なんでもかんでも教えるっちゅうわけにはいかんのや。というか、文字数」

　そういったきり、守護聖人は一言も喋しやべらなくなり、目を閉じた。嫁よめが、

「ねえ、ちょっと。いきなりなに？　教えてよ」

　と訴えたが、委員の先輩が、

「もう今年の喋しやべる文字数を超えてしまったようです。また来年お尋ねになればいいと思います」

　嫁よめは「え、何？　文字数？」となんのことかすらわかっていない。

「はい。〝名も無き守護聖人〟さまは、キャラ付けのために、某ＳＮＳ風に一年間でしゃべる文字数制限をされているようです」

「どんなキャラ付け方法だよ！」

　突っ込まずにいられない。結局名前すら教えてくれなかった。

「来年なんて待てるわけないでしょ」

　嫁よめは、〝名も無き聖女〟を起こそうと、眠る箱の中に手を入れようとしたが、宜ぎ野の座ざが、

「やめておけ。ただでは済まないぞ」

　と制止する。なぜかと言われる前に、飾ってあった花を一輪摘み取って、箱のなかへ投げた。花は、箱の中に入る直前に結界に触れて灰になった。選挙管理委員の人が

「寝ている間に男に妙なことをされないように、強力な結界を張っているのです」

　と教えてくれた。

　嫁よめは、不意打ちのように、自分の情報が少し得られたものの、寸止めされて少し混乱していた。

　俺も一瞬期待しただけあって、気落ちさせられる。緊張の糸が少しゆるんだせいか、体がふらつく。熱はまだ引かない。どころかぶり返して来た。

　宜ぎ野の座ざが、暇そうに、

「こいつを見せるためだけに俺たちをここに連れてきたってわけじゃないだろ」

　選挙管理委員に訊たずねる。

「ここから決闘場に行ってもらいます。決闘場は〝名も無き聖女〟が創りだした亜空間です。一度入れば勝負がつくまで出ることはできません」

　ほかの選挙管理委員が、俺と宜ぎ野の座ざの前にブレスレットの入った箱を差し出した。

「ではこの儀式のルールを説明します。まず、お配りしたブレスレットを身につけて下さい。本来の儀式では命の奪い合いをしますが、ここは教育現場なのでそこまではしません。そのかわり、相手のブレスレットについている宝玉を先に破壊した方かたを勝者とします」

　魂たまと玉を掛けているんだろう。

「ただし、先に宝玉を破壊しても相手方を殺害してしまった場合、この空間から出ることはできなくなりますのでご注意ください。もっとも、魔術協会公認の決闘用武器を使うので、そのような心配は不要ですけれど」

　用意された決闘用武器は大剣と拳けん銃じゆうで、刀身や銃身にはホログラムのような七色に輝く細い帯状の線が処しよ々しよに走っていた。〝不殺〟の咒じゆ符ふである。

「でもゴーレムを破壊しても、閉じ込められるなんてことはないんだな？」

　宜ぎ野の座ざは生徒会役員に尋ねた。軽い挑発だ。

「もちろん、ゴーレムは人じゃないですから」

　委員の言に、嫁よめは渋い顔をして不快感を露あらわにした。

「冷静に、な」

「わかってる」

　俺は拳銃を、嫁よめは人の背ほどもある大剣を手にとった。数じゆ珠ずのようなブレスレットは、一つだけ大きな宝玉があるだけで他は無色のガラス玉のような玉が連なったシンプルなデザイン。誰にでも作れそうなシロモノだった。拳銃はリボルバー式で、弾倉を開けると六発の弾丸がすでに装そう塡てんされていた。

（まるでわかってないな）

　弾丸を入れたまま拳銃を保存するなんてド素人しろうとのすることである。選挙管理委員たちは全員魔術師なのかもしれない。聖職者は銃を好むが魔術師は銃を使わない人が多いからだ。もちろん単に俺の手間を省こうとしたのかもしれないけれど、拳銃の保存方法に難があると厄介なので、用心のため一度全弾抜いて、再さい装そう塡てんする。

「用意ができたら、そこの正方形の魔法陣の上に立ってください」

　宜ぎ野の座ざが「この長い剣だけでいい」と所定の位置に行こうとすると、生徒会役員は、

「弾は六発だけですけど、これは、ブレスレットにターゲットセッティングされた誘導弾です。ブレスレットの宝玉を簡単に狙えるのに、持たないなんてもったいないですよ」

　とセールスパーソンよろしく拳銃を渡そうとした。それでも宜ぎ野の座ざは、

「銃は嫌いなんだ」

　そう言って銃の受け取りを拒んだ。嫁よめは、

「あいつ完全に私たちのこと見くびってる。チャンスかも」

　と言ったが、俺にはそうは思えなかった。誘導弾というのは必ず当たりそうなイメージがあるけれども、狙い所は一箇所なので、発射のタイミングさえわかれば回避しやすい。それに一対二で戦うには武器が二つでは扱いにくいだろう。

「チャンスだと見くびってる、と思われるなよ」

「見くびってると見くびってると見くびらせてるの」

「見くびってると見くびってると見くびってると見くびるなよ」

「見くびってると見くびってると見くびってると見くびってると見くびらせてるの」

「わかった。わかった。もうやめよう」

　俺は、延々と続きそうなやりとりを打ち切って、居住まいを正して靴くつ紐ひもを結び直すなど戦いの下準備をする。部屋の隅に行って、ズボンのベルトを緩める。

「こんなところで股こ間かんいじらないでよ」

「男にはそれぞれ落ち着く、股こ間かんのポジションってもんがあるんだよ。女の子にはわからないだろうけど」

「ホント、男ってイヤね」

　準備が整った頃、委員の「準備はよろしいでしょうか」という確認に頷うなずく。

　指定された四角い魔法陣は一人用のため狭く、俺の足の上に嫁よめを載せる態勢で密着しなければならなかった。魔法陣の外にハミ出ると命の危険がありそうなので、結構強く抱き合う。

「ドロシー、やっぱり熱があるでしょ。すごく熱い」

　嫁よめに変な気遣いをさせて負けては困る。

「女の子とこの状態になって熱くならない男はいないぜ」

「ホント、なんか当たってるんだけど」

　よくやったマイサン。君のおかげでごまかせたようだ。

　委員が、俺たちと宜ぎ野の座ざが所定の位置にいるのを確認すると、

「決闘の様子は、〝名も無き聖女〟により永遠に記憶され記録されます。両者の健闘を祈ります。では、転送を始めます」

　選挙管理委員たちは、守護聖人の前で跪ひざまずき、祈りを唱え始めた。すると俺たちの足元の魔法陣が発動し、視界が揺らぎ始めた。嫁よめの体に傷がつかないよう、さらに強く抱いた。




　決闘場に到着。

　無数の円柱が目を引く、だだっ広い空間だった。壁は見えず、奥行きが全くわからない。床は白と黒のタイルが敷き詰められていた。

「狭い空間でなくてよかったな」

「ええ」

　そういいながら嫁よめはもう宜ぎ野の座ざに対して剣を構えていた。

　宜ぎ野の座ざは無構えのまま「まるでチェス盤だな」と言った。

　俺は、床を俺のフィールドにするべく、あらかじめパック詰めしていた血液を撒まく。

「ところで、泥どろヶが崎さき。お前はまだ〝あの部屋〟に入るために生徒会長になりたいのか」

「そうだ。ここにいる嫁よめのために。そっちこそ生徒会長になってどうするつもりなんだ」

「なってから考えるよ」

　生徒会長の地位そのものが目的なのだろう。四月の時点で宜ぎ野の座ざは生徒会長になれたはずだった。それを前会長に譲った。結果的に宜ぎ野の座ざの評判は上がった。前会長は親の不祥事により退任し、その後で宜ぎ野の座ざは生徒会長へ出馬したのだ。信任投票だけですんなりと生徒会長になれると思っていたはずだ。

「俺が出馬したのは、予想外だっただろう」

「そうでもないさ。ありがたい話さ」

　真意を摑つかみかねる返答だった。

　魔術協会会長殺しの犯人かもしれないんだった。魔術協会会長は元生徒会長の父親だ。

　なるほど、少し摑つかめた気がした。

　宜ぎ野の座ざは当初からずっと生徒会長になる気だった、と考えれば全てはつながる。四月に一度生徒会長の座を譲ったのは、もっとも美しく生徒会長に就任するための演出なのだ。前会長の退任は無関係に偶然起きたことではなく、演出が終わり、邪魔になったので引きずり降ろされたのだ。宜ぎ野の座ざが、生徒会長の父親を殺した犯人であるという卜うら部べさんの説が俺の中で現実味を帯びてきた。

　ただ、ここで宜ぎ野の座ざが俺を殺すということはないだろう。殺せば宜ぎ野の座ざもこの亜空間から出られない。それに、配給された武器には〝不殺〟の咒じゆ符ふがかけられている。

　宜ぎ野の座ざは

「一つ言っておかないといけない」

　と前置きして剣を構えた。

「俺はどうも特別な体質で、無意識に結界や咒じゆ符ふを無効化してしまうんだ」

　宜ぎ野の座ざの剣の〝不殺〟の咒じゆ符ふの輝きが弱まり、そして、咒じゆ符ふが弾はじけ飛とんだ。

「すまないが、うっかり殺してしまうと俺も困るから、頑張って生きてくれよ」

　おいおいおい。話が違うんだけど。

『では、戦闘開始５秒前、４・３・２・１・０』とアナウンス。

　苦言を呈する前に、宜ぎ野の座ざと嫁よめは同時に踏み込んだ。わずかに遅れて俺が発砲する。

　宜ぎ野の座ざが弾丸を剣で防ぐ間、わずかに空いた右脇めがけて、嫁よめは剣を薙ないだ。

　宜ぎ野の座ざが後ろに跳ぶのは、嫁よめも予測済み。嫁よめの上段からの強撃を宜ぎ野の座ざが剣で受けた時を見計らって、俺はさらに拳けん銃じゆうを撃った。

　弾丸は、宜ぎ野の座ざの左腕を撃ちぬいたが、ブレスレットの宝玉は無傷だった。

「ちゃんと狙いなさいよ」

　嫁よめは俺に叫んだ。誘導弾なのだから常にブレスレットに照準が合っているのだが、宜ぎ野の座ざにわずかにずらされたのだ。だがそれでも早い段階で宜ぎ野の座ざに手傷を負わせられた。

「ハンデさ」

　宜ぎ野の座ざの強がりは無視。

「今だ、左手のブレスレットを斬れ」

「簡単に言わないでよ」

　両手で押し込もうとする嫁よめの剣を、宜ぎ野の座ざは右手一本で押さえている。宜ぎ野の座ざの動きは完全に止まった。俺は、これで終わりとばかりに二発撃った。

　床から壁が生成され、その壁土が二回はぜた。嫁よめの体も盛り上がる土に撥はね飛とばされた。

「宜ぎ野の座ざも土系の魔術師なのか？」

　宜ぎ野の座ざは撃たれて流れ出た血を使って、床に自分の術が通るようにしていたのだ。

　勝負を決められなかったのは残念だが、相手の魔術属性がわかったのは収穫である。俺が一番恐れていたのは、真まつ狩かりが使ってきたようなゴーレムを破壊する聖属性の魔術であった。土属性は聖属性と相性が良くない。だから土属性の魔術を使う宜ぎ野の座ざが聖属性の魔術を使う可能性は低い。

　土煙で視界が悪い。嫁よめは一旦俺の近くまで下がった。

「弾あと、二発しかない……」

「なに無駄遣いしてるの！」

「節約しなきゃ。しばらくは魔術だけで援護するよ……」

「タイミングよく両方使いなさいよ。早くケリをつけたい」

「そんな器用なことできないよ……」

　床材を利用した棒手裏剣のようなものが二本飛んできたのを嫁よめが払って、土煙の先に見える人影へ突進していった。

（妙だ。土つち埃ぼこりの中、普通同じ場所に居着くか？）

　俺は、ハッとする。

「嫁よめ！　それは囮おとりだ」

　囮おとりに飛びかからんばかりに剣を振りかぶっていた嫁よめの背後の床から、宜ぎ野の座ざが生えてくるように出現した。俺も土属性の魔術師の端くれ。負けじと、土の防壁を嫁よめと宜ぎ野の座ざの間に作った。宜ぎ野の座ざの作ったのよりも大きな壁である。

（どうだ！）

　俺は少し自慢気だったが、それは大失策だった。宜ぎ野の座ざが土壁を蹴ってターンし俺に向かって突進してくるのが見えた。俺は自ら嫁よめと自分を分断し、ピンチを招いていた。

「なにやってんのよ、バカ」

　嫁よめの叱しつ責せきに応える余裕などない。目の前に大剣を持った宜ぎ野の座ざが迫っていた。

　ブンッ、という音と風圧が頭の上をかすめていった。

　宜ぎ野の座ざの初撃を無意識に回避し、第二撃も銃身で受け止めた。宜ぎ野の座ざが剣で押してきながら、

「意外と動けるじゃないか」

「こちとら、毎日のように嫁よめの打撃を見てるんでね。おかげで太刀筋はだいぶ見えるようになったのさ」

「ＤドメステイツクＶバイオレンスだね」

「ゴーレムだからＧＶだよ」

　剣に押されて、俺の拳けん銃じゆうがガタガタ震える。

　この状態は良くない。何とか銃口を宜ぎ野の座ざの方に傾け発砲する。宜ぎ野の座ざの頰をかすめて天井に穴が空いた。銃弾は近すぎて当たらないが、威い嚇かく射撃をしないと宜ぎ野の座ざの次の一撃が待っている。もったいないがもう一発撃つ。白煙を上げるのみだった。

「弾もラストだな」

　宜ぎ野の座ざがそういって剣を振りかぶった時、追いついた嫁よめが横に薙ないだ。酷ひどいことに、宜ぎ野の座ざを俺ごと薙ないだ。俺も宜ぎ野の座ざも弾はじけるようにぶっ飛んだ。

「殺す気か!?」

　宜ぎ野の座ざが避けていたら俺は相当なダメージを受けていただろう。

「この剣じゃ殺せないんでしょ」

　確かに〝不殺〟の咒じゆ符ふがされている。

「でも、すんげー痛いよ」

「ＧＶとか訳の分からないことを言ってるからよ。少しの傷ぐらい我慢しなさい」

「どこが『少し』だよ」

　言い合いをしている場合ではない。決闘はまだ終わってなどいない。

「こいつ強いわ。いざとなったら自分でブレスレット壊して」

　そう言い残すと嫁よめは、よろめき立ち上がろうとする宜ぎ野の座ざに向かって、追撃をかける。

　手負いのためか、宜ぎ野の座ざの動きに先ほどのようなキレはない。宜ぎ野の座ざは後ろへ後ろへと下がり防戦ぎみ。

（これはイケそうだ）

　最後くらい俺の魔術で決めたい。手早くグランドドラゴン召喚の魔法陣を床に展開。

　ゴーレム作成と違ってリスクはほとんどない。ダメで元々だ。両手を床の魔法陣に叩たたきつける。

「一丁いでよ、グランドドラゴンッ」

　床が僅わずかにグラグラと揺れ、何かが地中に召喚した手応えを感じる。

「よっしゃあああああ。さすが俺。本番で成功するとか、ヒーローっぽい。戦いの中で成長するとか、ヒーローっぽい」

「調子に乗ってる暇があったら、手伝ってよ！」

「わかってるよ！　行け。グランドドラゴンッ」

　地下を進むグランドドラゴンの航跡が地表を走り、疾走する嫁よめと並ぶ。

　宜ぎ野の座ざは

「三対一は、きつい。ゴーレムには消えてもらおう」

　と言うや、剣を包み込むように手から青白いオーラを放つ。オーラの中に白い小さな十字架が輝いていた。それは見覚えのある魔術。俺の血の気が引く。

（真まつ狩かりが使ったのと同じ！　聖属性!?　なんで宜ぎ野の座ざがゴーレム破壊術なんて）

　青白いオーラは宜ぎ野の座ざの大剣を包むほどだ。両手だけだった真まつ狩かりより遥はるかに広範囲である。

　あれに当たれば、土に還かえってしまう。

　真まつ狩かりと嫁よめが勝手に戦った時の恐怖が、いやそれ以上の恐怖が俺の全身を駆けめぐる。ただ、嫁よめは、

「当たらなければどうということはないわ」

　と大剣で防戦気味の宜ぎ野の座ざを追い詰める。宜ぎ野の座ざは

「そう。確かに当たらなければ意味が無い」

　と言いながら、剣けん尖せんを少し下げた。嫁よめが、

「スキあり！」

　と強く前に踏み込み、剣を宜ぎ野の座ざに突き立てようとした瞬間、宜ぎ野の座ざは不敵な笑みを浮かべ、

「〝捕縛アレスト〟」

　宜ぎ野の座ざが左手を突き出す。

　嫁よめの体が、勇壮な表情と姿のままピタリと停止する。あたかもガラスのショーケースに閉じ込められたように見える。

「時魔法かッ？」

「当たらなければ意味が無いなら、止めて当たるようにすればいい」

　時を止める魔法だと……。

　モテない俺でも色々できると憧れた上級魔法。『時よ止まれ』の一言で時を止められるなら、あんなことやこんなことが自由にでるのに、ってどれだけのエロ魔術師が、いや男が考えてきたことか。

　なんでこんなモテる奴やつに限って、そんな夢のような魔法が使えるんだよ。

「バレないようにいくつも罠わなを床に埋めるのは大変だったよ」

　宜ぎ野の座ざは息を切らしていた。

　嫁よめの攻撃をかわしながら、罠わなを設置するなんて高度な芸当ができるなんて。はっきり言って俺達が敵かなう相手じゃなかったんじゃないか。

「壊すのが惜しいほど素晴らしいゴーレムだ。このゴーレムを作るためにキミがどれだけ大きな決意が必要だったのか、どれほど大きなリスクを背負うつもりだったのか。想像するだけでも尊敬に値するよ」

　時魔法に力を注いでいるためか、青白いオーラの方は薄く弱まっていた。

　それでも長時間触れられれば、粘土の体に結びつけていた魂こん魄ぱくが引ひき剝はがされてしまうだろう。

　ゴーレム破壊は、遠距離からは術が通らない。なら宜ぎ野の座ざを嫁よめから引き離せばいい。

「間に合えッ」

　走らせていた土の召喚獣が姿を表し、宜ぎ野の座ざに体当たりした。

　宜ぎ野の座ざは、かなり押し込まれるも、その召喚獣の巨体を剣で受け止めた。

　召喚獣は、俺の想像を絶するほど、胴体が短い獣だった。

「こいつは……なんだ？　ん？　モグラか……」

　宜ぎ野の座ざは体をいなして巨大モグラを逸そらしながら、剣を一いつ閃せんした。モグラは悶もん絶ぜつしながら、それはそれは可愛かわいらしくお尻を振って穴を掘って地下へ逃げていった。

　ドラゴンを召喚したつもりだったが、出てきたのはモグラだった。モグラ＝土竜モグラ＝グランドドラゴン。って、師匠なんというしょうもないものを教えてくれたんだよ。

　いや、師匠だけを責められはしない。この程度の魔術ですらロクに使いこなせない、俺なのだから。もしドラゴンなんて召喚したら俺も喰くわれかねない。

「所しよ詮せんキングの駒こまというわけか。先に手て強ごわいクイーンを破壊しよう」

　宜ぎ野の座ざが聖属性のゴーレム破壊術を施した剣を手に、嫁よめの元へと疾走する。逃げたモグラを使おうにも、全く応答がない。コントロール不能となった。

　銃も役に立たない。魔術で床面を変形させようとするも、おそらく宜ぎ野の座ざがそうさせまいと逆位相の魔力の流れを作り出しているのだろう。うまくいかない。

　身を挺ていするなんてことも、距離があり不可能だ。近づく前に全てが終わりそうだ。打つ手が見つからない。全く無い。

「おい！　動けよ！」

　俺はそう叫ぶことしかできない。しかも、

（名前すら呼べない……）

　宜ぎ野の座ざは大剣を片手に、嫁よめに近づく。

「君にもゴーレムにも何一つ恨みはないが、俺にも守らねばならないものがあるんだ」

　時魔法を維持しているためか、宜ぎ野の座ざは嫁よめには直接触れられないようであった。間接的にゴーレム破壊術を浸透させなければいけないためか、破壊術が展開されていても、嫁よめの体はまだ無事だった。

　とはいえ、絶望的結末がやってくるのは、時間の問題。

　敗北を認め、自分のブレスレットを壊せば、嫁よめを助けられるだろう。

　それはわかっていたし、簡単なことだった。

　ただ、彼女を救うためとはいえ、早々に勝利を諦めてしまっていいわけがない。

　嫁よめはすごい力を持っている。それは未熟な魔術師である俺の目からも明らかだ。

　宜ぎ野の座ざも強いことはわかるけれども、この状況であっても、嫁よめが後おくれをとるなんて全然思えない。だから、

「嫁よめ！　お前の力がこんなものじゃないと信じてる！」

　時魔法により動きを止められた嫁よめに向けて叫んだ。

「師父せんせいのことを知りたいというお前の想いがこんなところで終わってしまうほど弱いものじゃないと知ってる！」

　左の腕から激しい熱さを感じる。その熱源が何なのか。俺は心でわかる。それは俺の心の熱意。それは、嫁よめの熱意。二人の心が生み出す熱だ。

　左腕にあった『Ｍ』の字の隣に文字が浮き上がる。

（『Ｍ』はロリ爺じじいの落書きと思ってたが違っていたな。もっと早く気づくべきだったかもな。でも反省は後だ）

「あの絵を手に入れて、お前の数百年の苦しみから解放してやる」

　M『I』

「たとえそれがお前との別れになろうとも！」

　MI『R』

「でも、こんなところで終わるなんてことは許さない」

　MIR『Y』

「こんなところで終わらせてたまるか」

　MIRY『A』

「そうだろ！」

　MIRYA『M』

「失われた力、失われた名とともに取り戻せ!!」

「真ま名なを使って力を得る気か！」

「土くれにして、最高の嫁よめよ!!　汝なんじの名はミリアム!!」

　時間を停止され、ガラスのショーケースのような箱の中で止まっていた嫁よめ・ミリアムが僅わずかに動いた気がした。気のせいかとおもいきや、宜ぎ野の座ざが、

「馬鹿な。捕縛アレスト中ちゆうに動くだと……」

　とつぶやく。俺は必死に宜ぎ野の座ざをミリアムのそばから引き離そうと床を動かす術を行使する。

　宜ぎ野の座ざは、今三つの術を同時に展開していた。

　捕縛アレスト、ゴーレム破壊、そして俺の術を止める逆位相の術。

（何で三つも自在に使えるんだよぉ。一つだけでも大変なのによぉ）

　三つどころではなく、宜ぎ野の座ざはゴーレム破壊の青白いオーラをさらに大きくする。

　時魔法ショーケースにヒビが入る。

　しかし、ミリアムはまだ捕縛アレストから抜け出ることが出来ず止まったままだ。

　俺は叫ぶ。

「俺はお前の名前を呼んだ。今度はお前が俺の名前を呼ぶ番だ」

　時魔法の罠わなにヒビが大きくなると同時に宜ぎ野の座ざも、

「壊れる前に壊してやる！」

　と力をさらに込める。ミリアムの髪の毛先が、すっと、色が抜け、少し短くなる。

　一方で、俺の魔術で宜ぎ野の座ざの体が僅かずつミリアムの体から離れ始める。

　俺は最後の賭けに出る。俺は全身全霊を捧げて叫ぶ。

「このまま負けるくらいなら、一生俺の嫁よめに、いや、肉奴隷になってもらうぞ！」

　時魔法の檻おりのヒビが縦横無尽に広がる。

　宜ぎ野の座ざは顔を歪ゆがめて、力を振り絞るが、諦めて、大剣を構えた。

　ガラスが割れるような音とともに、時魔法の檻おりが砕け、ミリアムが中から飛び出した。動き出したタイミングを狙って大剣を振ろうとした宜ぎ野の座ざに対し、

「我に触るるなノリ・メ・タンゲレ」

　という聞き慣れた詠唱で対応。いつもよりも強くはるか遠くに宜ぎ野の座ざと一緒に、なぜか俺も弾はじき飛とばされた。

　それでも嬉うれしくて、一刻も早く近くに行きたくて、走りながら魔術で床をスライドさせて嫁よめの体を引き寄せる。

「よく戻ってきた！　嫁よめ！」

　俺が両手を広げて抱きしめようとした時、

「誰が、肉奴隷よ！」

　とおもいっきり顔をビンタされた。痛い。けど嬉うれしい。

「それくらい強く言わないと通じないと思ったからさ。それより、体は大丈夫か。怪け我がしてないか？」

　ミリアムの体が少しよろめいたので支える。

「大丈夫……よ」

　そういいつつもかなり消耗しているのは明らかだった。

「それより私を肉奴隷にしようと考えたことに腹が立つ」

　ミリアムが俺の首を絞しめる。

「お仕置きは、決闘の後で頼む」

「しっかりさせてもらうわ」

　俺たちは再び臨戦態勢に戻る。

「ミリアム、待て。ちょっとあいつの様子が変だ」

　宜ぎ野の座ざは肩を揺らしていて、笑ってるのか泣いているのかわからない状態だった。

「分不相応に性能の良いゴーレム。時魔法からも逃れる事ができ、旧時代の魔術も使えるときた」

　宜ぎ野の座ざは声を出して笑った。

「そのゴーレムの中に入っているのは聖女レベルの偉大な魔術師。そしてそれを召喚した泥どろヶが崎さきも、等しく偉大な魔術師といえるだろう」

「そりゃどうも」

「お互い、魔力切れが近いだろ。どうだろう。一気に短期決戦といかないか？」

「敵の誘いに、そうやすやすと乗れるか」

「それはもっともだが、全校生徒が見ている前で卑ひ怯きような手はとらんよ」

　ミリアムは、俺に耳打ちする。

「どのみちこっちもボロボロだから、早めにケリをつけた方がいいわ」

「そうだな」

　俺は、宜ぎ野の座ざに向かって、

「その話、乗った」

「そう来ると思っていた。お前は俺と同じ匂いがするからな」

「どんな匂いだ？　童貞臭か？」

　宜ぎ野の座ざはフッと鼻で笑うと、

「無駄話は終わりだ。では本気でいくぞ」

　こちらに向かって突進してきた。

　嫁よめも剣を構え、宜ぎ野の座ざが突進してくると同時に動いていた。

　ぶつかった嫁よめと宜ぎ野の座ざの鍔つば迫ぜり合あいは、一瞬で終了した。互いの剣は弾はじけるように反発し、嫁よめは剣と一緒に飛ばされ、宜ぎ野の座ざの剣は彼方かなたの床に刺さった。

　明らかに雰囲気の変わった宜ぎ野の座ざの前に嫁よめが立ちふさがろうとしたが、

「失礼するッ！」

　漆しつ黒こくのオーラを纏まとう衝撃波で宜ぎ野の座ざは嫁よめを吹き飛ばして、俺のところに迫ってきた。

　俺は、宜ぎ野の座ざのだらりとたれた左腕に狙いを定め、両手で銃を構えた。

　嫁よめが「弾はもうないわ。逃げて」と叫んだ。

　ちらりと嫁よめの方を見ると、宜ぎ野の座ざの魔術で腰のあたりまで土の下に埋まってもがいている。

（なんか、『壁にハマって動けない』シリーズみたいだな）

　のんきな連想をしていたが、宜ぎ野の座ざは本気だし、結構危険な状況ではある。

　卜うら部べさんの言うような危険人物ならば、俺は殺されるかもしれない。

　嫁よめが、再び、

「私が抜け出るまで、逃げて」

　と叫んだ。

　けれども、

「嫁よめの前で無様な姿を見せられるわけないだろ！」

　俺は唯一の武器である銃を構えた。

　一流の剣客である網走あばしり教官と伍ごする嫁よめを吹き飛ばし、土・時・聖、少なくとも三つの属性を使いこなす稀け有うな才能を持つ宜ぎ野の座ざ。魔術協会の会長を殺やったとも言われるのも納得の、こんな規格外のやつを、俺みたいな、土の竜を召喚しようとして土竜モグラを出してしまうようなヘッポコが、まともにぶつかって倒せるわけがない。

　きっと誰しもそう思っているだろう。

　武器を失っていた宜ぎ野の座ざはすでに、走りながら床材を変性させ、小刀を創り出していた。

「私には守らねばならないプライドがある！」

　宜ぎ野の座ざがそう叫ぶと、泥まみれになり、俺の作った防壁を突き破った。

　俺は銃を構える。

「俺だって、生徒会長の座は譲れないッ」

　丸腰なのは俺。宜ぎ野の座ざにはそう見えていたはずだ。

（けど、弾はもう一発あるんだよ）

　先に六発撃ったうちの一発は、フェイクで、煙だけ見せておいたものだ。

　誘導弾は相手が近すぎると機能がうまく働かないし、遠すぎると避けられてしまう。

　ちょうどいい頃合いが、来た。

　俺も宜ぎ野の座ざも互いのブレスレットに狙いを定めていた。

　俺が引き金を引く。とっさに宜ぎ野の座ざはブレスレットの位置をずらそうとしたが、防壁を壊した時についた泥が変性。宜ぎ野の座ざの腕を一瞬だけギプスのように固定した。

（防壁は時間稼ぎのためじゃない。壊した時に体に泥をつけるために作ったのさ）

「くっ、動かない──」

　宜ぎ野の座ざがつぶやく。

　誘導弾の性質からすれば、相手を止めてしまえば確実に仕留められる。

　銃口がちょうど火を吹く。

　宜ぎ野の座ざがにやりと、

「──なんてな」

　そんな口の形をした。

「しまった！」

　虎の子の最後の弾丸を撃たされた。弾丸は、宜ぎ野の座ざをかすめただけで、ブレスレットには当たらなかった。

　宜ぎ野の座ざが俺の真正面にやって来た。

「降参しろ」

「断るッ」

　鈍い金属音がする。短い銃身で、宜ぎ野の座ざの刀を受け止める。宜ぎ野の座ざの生み出した刀には重みはないが、刃こぼれ一つなく、その鋭利な刃で斬られれば、簡単に致命傷になるだろう。

「その空っぽの銃で何ができる」

「フンッ。魔力が空っぽの魔術師が何ができるッ」

　この状況で交渉してくるのがその証拠だ。余裕があるなら、もっと大きな刀を作り出しているはずだし、行動不能のミリアムをまず狙うはず。そうしないのは、残存魔力ではミリアムを対処しきれないからだ。

「ゴーレムの協力なしに何ができるッ」

　宜ぎ野の座ざの連撃は激しく、おまけにダラリと下がっていた左腕までも動員。不意打ちの左ボディブローをまともに食らって、意識が飛びかける。

　すかさず来たブレスレット狙いの一撃をなんとか庇かばったが、右手を斬られ、弾のない拳けん銃じゆうを手放してしまった。

　それでも諦めない。いやむしろ、できることが限られたおかげで、集中力が湧いてくる。

　踏み込んでくる宜ぎ野の座ざの動きがスローに見える。

　自分のなすべきこと、相手のしようとしていること、周りの様子がとても良くわかる。

（見てろよ、ミリアム！）

　ミリアムがようやく体を土塊から引き抜いて俺と宜ぎ野の座ざの方に向かおうとしている様子を目の端に捉える。

（そう。俺一人では何も出来ない）

　宜ぎ野の座ざの一撃をかわす。避けるだけでは勝てないのもわかっている。

（でも、俺は一人じゃない。そばにミリアムがいる）

　ミリアムがいる方向をみる。

　ミリアムは大剣を携えて急いでこちらに向かっているが、間に合いそうもない。

（俺は拳こぶしも弱く、魔力も乏しく、魔術のレパートリーも少ない）

　宜ぎ野の座ざとの間に土壁をつくる。

（おまけに丸腰だ）

　そんな俺に残された武器は、俺以外の誰も持っていない唯一の武器。

「また土壁か。時間稼ぎが見え見えだ」

　宜ぎ野の座ざは軽々と、土壁を破る。

　先ほどのように変性させて宜ぎ野の座ざの体を固める、なんてことはしない。

　土煙の中から宜ぎ野の座ざの姿が現れる。

　宜ぎ野の座ざと俺の視線は、わずかに、合わない。

　宜ぎ野の座ざの予想と俺の位置は微妙にずれていた。わずかな隙。

　俺は、腕につけていたブレスレットを外し、放り投げる。

　宜ぎ野の座ざは、間かん髪はつを入いれず、反射的に宙空のブレスレットを破壊する。

（そっちもフェイクだよ）

　勝利を確信した宜ぎ野の座ざの顔にしまった、という混じりっけなしの後悔の色が広がる。

（俺は絶対諦めない!!）

　もう後ろには下がらない！

　これまでほとんど後ろに下がりっぱなしの俺が、今の瞬間だけ前のめりで、しかも、

「大剣があるだと!?」

　宜ぎ野の座ざの驚きの表情が俺だけの、ほかの誰もが持っていない武器。ミリアムとの絆きずな。ゴーレムとの装備品共有。ミリアムが持っていたはずの大剣を、俺が握っている。

　その大剣を宜ぎ野の座ざが認識し、驚きよう愕がくでイケメンフェイスを歪ゆがめていたときには、もう俺の剣先は宜ぎ野の座ざのブレスレットへと向かっていた。

「おらぁあああああッ！」

　宜ぎ野の座ざが吹き飛ぶ放物線を辿たどりながら、ブレスレットの欠片かけらがちらちらと煌きらめきながら地面へと散り落ちていた。

　場は、ウソのように静まり返る。俺は大剣を構えたまま、勝利確定の瞬間を待つ。

『──ブレスレットの破壊を確認。勝者、泥どろヶが崎さき洋ひろし』

　選挙管理委員の声が、ようやく亜空間全体に広がった。

「終わった……」

　勝利の喜びより安あん堵どのほうが大きい。

「くっ。この俺が負けただと……」

　宜ぎ野の座ざが地面にへたりこみながら、「あり得ない」とか「お終いだ」とか「どこに隠そう」だとか、ぶつぶつとつぶやいていた。

「ドロシー！」

　駆け寄ってきたミリアムが俺に飛びついてくる。

（おっぱい、めっちゃ当たってる）

　勝利より、こちらのほうが断然うれしい。

「絶対に殺されると思ったわ。本当に死ななくてよかった！」

　邪魔なので大剣から手を離すと、体の力が抜けてしまった。戦いが終わり緊張の糸が切れて、発熱中だった俺の体はもう動くことを拒絶した。

「大丈夫!?」

　倒れこむ俺をミリアムは抱きかかえ、そして膝ひざの上に寝かせてくれた。

「そんな体でどうして勝手に独りでなんとかしようとしたのよ。危ないじゃない。心配したわよ」

「ミリアムに山程殴られてタフさだけは自信があったし。『絵』を見つけるまでは殺されても死なないよ。それに、独りじゃないだろ。いつもそばにミリアムがいるようなもんだし」

　俺は横に転がっている大剣をポンポンと叩たたいた。

「私の持っていたのと共有して──ってまた頭に！」

　ふと自分の頭にかぶさっている何かに手を伸ばす。柔らかい布の感覚がする。

「あ！」

　白い綿のパンツ。

「ん!?」

　ミリアムは、自分のパンツだと気づく。

（また無意識にパンツをゲットしてしまった。というか、この膝ひざ枕まくら……スカート一枚隔ててノーパン状態。近いッ。めっちゃくちゃ近いッ）

　とりあえず嫁よめの腰周辺の空気をいっぱい吸い込んでおく。
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「ちょっと、それ返しなさいよ」

「記念に！　勝利の記念に！」

　必死にポケットにしまう。俺の体はこういう時は俊しゆん敏びんに動く。

「勝ったことと下着となんの関係があるのよ」

　嫁よめは立ち上がり、俺の胸ぐらを摑つかんでグワングワンと揺らした。

「息ができないッ。死ぬッ」

「殺しても死なないんでしょ」

「色んな意味で、君のためなら死ねるのさ……」

　嫁よめにパンツを回収される。

（回収されても、装備品共有してるんだから、すぐ手に入るし）

　と思いきや、どうやら、それを拒絶する方法があるようで、再びパンツは俺の元には戻ってこなかった。

　とはいえ、パンツよりも重要なアイテムを俺たちは手に入れなければならなかった。

「いよいよ、『絵』だな」

「そうね……」

　ミリアムの顔が、キリッと引き締まる。先程までの戦いと同じか、いやそれ以上に真剣で、目には怒りと悲しみが宿っていて、

（この表情、俺は好きじゃないんだよな）

　嫁よめの頭のなかで、師父せんせいに捨てられた記憶が蘇よみがえっているのだろう。

（『絵』が見つかって、悲しむ顔がなくなればいいんだけど……）

　師父せんせいへの怒りや悲しみが消えた時、おそらく彼女は、ゴーレムとしてこの世に戻ってきた理由をきっと失う。

「『絵』のことなんだけど、ちょっと思うことがあってさ」

　言いかけたところで、選挙管理委員の声で、

「では、元の場所へ転送の準備を始めます。近くの『黒』のタイルの上にお立ちください。転送が失敗するとここで余生を過ごすことになります。遠足は帰るまでが遠足です」

　慌あわてて近くの黒タイルを探す。二人でまた、狭いタイルの上で密着する。

　宜ぎ野の座ざが、自分の大剣と俺の銃を回収している様子を見て、

（部活とかだと、交流試合で勝ったチームが試合後グラウンドを整備したりするんだけどな）

　少し申し訳ない気がしたのと、宜ぎ野の座ざはそんなに悪いやつじゃない気もしてきた。勝者の余裕だろうか。

　決闘場全体がグラグラと大きく揺れ始め、天井板がバラバラと落ちてきた。

　天井板は、俺たちにぶつかることなく、まるで映像のように透過して、いつのまにか暗黒一色となった床の更に下へと吸い込まれていった。

　俺は、真っ黒な宇宙空間の中を漂っているような感覚に襲われた。足元に四角い魔法陣が浮かんでいる。転送が始まっているのだろう。

　フワついていたのはそれのせいだけではなく、睡魔にも襲われていたからだろう。

「悪いけど、ちょっと体支えてくれる？　ちょっと眠い……」

「分かった」

　ミリアムは俺の体をギュッと抱きしめた。

「無事に終わってよかった。ミリアムが動けなくなった時はどうしようかと思ったよ」

「お互い無事でよかったね。ありがとう。ドロシー」

　まぶたが重くて、俺は半分寝ていた。心地よかったが、ミリアムとの別れが少し近づいていると思うと、無性に悲しみがこみ上げてきた。

「ずっと一緒にいたいのに……」

　俺の頭の中でつぶやいたのか、実際につぶやいたのか、それはわからない。

　スッと俺は眠りの世界に落ち込んでいた。




　気が付くと転送が終わり、守護聖人の間に着いていた。

　選挙管理委員が、宜ぎ野の座ざから大剣を受け取って「お疲れ様でした」と労ねぎらっている。宜ぎ野の座ざの腕はすでに回復していた。宜ぎ野の座ざだけでなく、俺の体も戦う前の状態になっている。

「怪け我がが消えてる……」

　そう言うと、選挙管理委員が、

「転送しているときに、〝名も無き聖女〟様が回復されていましたよ」

「そうなんですか。ありがとうございます」

　俺は箱の中に横たわっている、聖女に礼をした。

　選挙管理委員が

「泥どろヶが崎さき様、本当にお疲れ様でした。そしておめでとうございます。こちらが決闘勝利者の証あかしです。で、ブレスレットはどこにお持ちですか？」

　俺は慌あわてて、パンツの中に隠していたブレスレットを取り出す。毛がついていないのを確認。

　選挙管理委員の顔が一瞬ひきつる。

　ミリアムが「なんてところに入れてるのよ」と呆あきれる。

「偽にせ物ものは腕につけて、本物は大事なところに隠しておいたのさ。宜ぎ野の座ざも騙だませただろ」

　ブレスレットと引き換えに、委員は鍵の入った小箱を俺に差し出した。鍵は銀製で紫色の紐ひもがついていた。単純すぎる作りなので、おそらく実際に使うものではなく、象徴なのだろう。

　伏ふし見みと奥おく尻しりさんが

「おめでとう。なんかくれ」「おめでとうございます、泥どろヶが崎さきさん」

　と近寄ってきた。放送部の腕章をした連中もどやどやと守護聖人の間に入ってきていた。

　どうやら「勝利インタビューをしたい」そうだが、「電波が悪い」とかで準備がまだの様子だった。

　宜ぎ野の座ざは、

「ゴーレム使いと二対一は、やはり卑ひ怯きようだ。やり直しを求める！」

　選挙管理委員は、

「〝名も無き聖女〟様は、お認めになっております」

「狸たぬき寝ね入いりの聖女が納得しても、見ている生徒たちが納得すると思うなよ」

　と捨すて台詞ぜりふを残して走り去った。

　伏ふし見みが、

「何だあれ。まぁ、確かにゴーレム使いは外から見ると二対一だから、卑ひ怯きようと思われてもしかたないけどね」

「卑ひ怯きようと思われようが、かっこいい勝ち方じゃなかろうが、他のやつにどう思われても構わない。ミリアムの願いを叶かなえられるなら、俺はどんな恥ずかしい思いをしても構わない」

　誰も何も言わなくなるくらいシーンとする。

　自分に似合わないセリフに少し恥ずかしくなる。

「いや、今言ったのは、ナシ。あれだ。本当は意地でも生徒会長になって、学校を珍ちん宝ぽう館かんにしてやろうと思ったんだ」

　とごまかした。

　もちろん、珍宝館にするつもりなど毛頭ない。どうして『珍宝館』などという単語が出てきたのかは自分でもよくわからない。口から出まかせに言ったのだ。

「チンポウカンとかいうのが何か知らないけど、それがドロシーの望みならそうしましょう」

　ミリアムは俺に手を差し出す。その手を俺は両手で摑つかむ。言ったとおりに受け取ってくれるミリアムの真まっ直すぐな性格のおかげで、こっ恥ずかしさをごまかすのは本当に楽だ。




　トイレ休憩のあと、おまけのような投票が始まる。

　投票箱が据え置かれた講堂に生徒が集められる。選挙管理委員が生徒会長選挙について説明する。

「これより、生徒会長選挙の投票を開始します。生徒会長になってほしい候補者の氏名を投票用紙に記入してこの投票箱に入れてください。開票結果は一時間後発表いたします」

　緊張はしていた。落選しないか、という心配からではなく、スピーチはどうしようかという心配だ。

　放送部が用意した金きん屛風びようぶの前に座る。頭上にはクス玉が浮いている。机の上にはマイクが並んでいる。新聞部がメモを手に選挙管理委員や俺たちの様子をうかがっている。

　ミリアムの隣に並んで座っていると、なんだか婚約記者会見でもしているかのような気になる。

　一時間経過し、選挙管理委員が

「では開票結果を発表いたします──。

　宜ぎ野の座ざ清せい史し郎ろうくん、一票──」

　失笑が起きる。

　一票とか、自分で入れたのかと思うと、プギャーと指して笑ってやりたくなる。イケメン宜ぎ野の座ざめ。かつての俺のような惨みじめな思いをするがいい！　と思っている間に次が発表。

「バニーボーイ　二十票」

　は？　俺のアダ名で投票した奴やつが二十人いるとか、おかしいだろう。無効票にしろよ。

「フランクフルト　三十票」

　いやいやいや。おかしい。人ですらない。完全に無効票だろう。伏ふし見みがニヤついている。あいつのしわざか。選挙管理委員は、一体なにやってるんだよ。俺の勝利が揺るぎないからって遊ぶなよ。そう言ってやりたいところだが、晴れの舞台だ。勝者の余裕とやらを見せなければ。

「えー。泥どろヶが崎さき洋ひろしくん──」

　いよいよ俺の番だ。チラリとくす玉をみる。選挙管理委員。タイミングよく割ってくれよ。

「泥どろヶが崎さき洋ひろしくん、一票──」

　は？

「おかしいだろッ」

　俺は思わず立ち上がった。なにこれ。俺に投票したの俺だけかよ。決闘で勝ったの俺なのに。いや、むしろ勝ったのに他の人から票貰もらえないとか、宜ぎ野の座ざ以下じゃないか。

　選挙管理委員は困惑の表情を浮かべていたが、

「泥どろヶが崎さき洋ひろしくんは一票でフィニッシュです」

　ダメ押しするように言ってくれやがった。目の前が一瞬真っ白になる。が、気を取り直す。

「どうなってんだ？　この選挙。フランクフルトとかバニーボーイとかに票が入ってるし」

「そう言われましても、開票結果ですから」

「宜ぎ野の座ざと戦って勝ったの俺だぞ。フランクフルトは何もしてないぞ」

「決闘はあくまで選挙の参考資料にすぎず、決闘の結果が選挙の結果につながるという保証はされていないわけでして……」

「じゃあ、誰が生徒会長になるんだよ。フランクフルトか？　立候補もしてない無生物が生徒会長になるのか？」

「以前、バナナが生徒会長になった例もあるようです」

　噓うそだろう、と言いかけたが、歴代生徒会長像の中に、バナナや野球ボールがあったの思い出す。作者近影的なものじゃなかったのだ。

「本気でフランクフルトが生徒会長かよ……」

　俺は椅子の上に腰を落とした。今までの苦労は一体何だったのか。面目の次第もない。

「いえ、まだ、発表が残っています。えー。では、最多得票者を発表します」

　会場がシーンとなる。

「最多得票者は、ミリアムさん、一二四六票です」

　クス玉がパーンと割れ、紙吹雪が俺とミリアムの頭に降り注ぐ。あんぐり開いた俺の口の中に紙吹雪が入ってくるのも構わず、俺はミリアムの方を見た。

　ミリアムも俺の方を見て、

「ふふふふ。びっくりした？」

　と少し不敵な笑みを浮かべた。

「知ってたのか？　自分が生徒会長になるの」

「あなたがトイレに行ってる間に、生徒会長になるか意思確認されたからね」

「どうして黙ってたんだよ。俺が落選した瞬間、どれだけ申し訳ない気持ちになったかわかってるのか？」

「仕方ないじゃない。言う前に結果発表がはじまっちゃったんだから」

　選挙管理委員が「では、次は新生徒会長へのインタビューに入りたいと思います」とマイクでアナウンスした。

　なるほど、やらなきゃいけないことがドシドシ目の前に迫ってくる。

　新生徒会長就任のインタビューが始まる。落選したのに、俺はミリアムの隣に座らされ、さらし者になった。肩身が狭い。

　新生徒会長であるミリアムに、新聞部や放送部から質問が出た。

「まず、宜ぎ野の座ざくんと生徒会長の戦い方について、二対一での戦いはアンフェアではないかという声がかなり上がっていますがどう思われますか」

　宜ぎ野の座ざと同じように考える奴やつはやはりたくさんいるのだろう。

「土属性の魔術師がゴーレムを使役するのは当たり前です。それに私たちは二人で行動してきました。たとえば先日、校門前で二人揃そろってバニーガールとなりビラを配っていたのはよくご存知のことと思います。ずっと二人でいることは戦う前から明らかでしたし、勝利するまで何の反対もありませんでした」

　そうだ。そうだ。俺は心のなかで激しく首を縦に振った。

「では、マスターである泥どろヶが崎さきくんが、『この学校を珍ちん宝ぽう館かんにする』と発言されて、全校生徒から激しい反発があったようですが、どうお思いですか？」

　俺が「え、なんで全校生徒に知られてるの？　ミリアムに冗談で言っただけだけど」と釈明するも、新聞部のインタビュアーは、

「放送部のマイクが拾ってまして、その様子が全校に流れていましたよ。それで多くの生徒が反対票としてミリアムさんに投票したようです」

　と答えた。周囲の人も頷うなずいている。冗談だったのに。マスコミ怖い。冗談をマジに捉えるマスコミ怖い。

「で、どうなんですか、ミリアムさん。マスターと同じくこの学校を珍ちん宝ぽう館かんにしてしまうんですか」

「皆さんが反対される珍ちん宝ぽう館かんが一体どんなものなのか、私はわかりかねますが……」

　新聞部の人が「こんな感じです」と、春しゆん画がや男性の大事なところのオブジェが立ち並ぶ予想図をＣＧで作成したものを印刷したパネルを取り出す。

　ミリアムは、俺の方を睨にらんでから、

「安心してください。この学校を珍ちん宝ぽう館かんにしたりしませんよ」

「マスターの意に反するとしても」

「はい。もし学校に破は廉れん恥ちなものを持ち込んだ場合は、すべて焼き払います」

　焼き払うなんてもったいない……。

「以前から学校内を巡回し、揉もめ事ごとの仲裁や解決をされていたことが、ミリアムさんの選挙での勝利に結びついたと考えますが、生徒会長になることをみこしての行動だったのでしょうか？」

　ミリアムに打算的な行動ができるはずはない。ミリアムはキョトンとした顔になり、

「え？　いえ？　そんなことは考えていませんでした。目の前に見過ごせないことがあっただけの話です」

　選挙管理委員が、

「ではここで、前生徒会長に登場してもらいましょう。独立魔術師リサ・ハウプトマン前生徒会長です」

　リサ先輩が登場する。会場は少しザワつくが、リサ先輩は動じることなく進み出た。

　独立魔術師とは、要は、誰かの弟子になっていない魔術師のこと。そのまんまだ。魔術師は必ず最初は各おの々おの誰かの弟子となり（こき使われながら）魔術を学ぶ。独立魔術師というのは、一人前と認められて師匠のもとを卒業したということだ。羨うらやましい。俺も早く卒業したい。

　そう思っているのは俺だけではなく他の連中もそのようであった。皆それぞれ苦労しているのだろう。

「では、前生徒会長から新生徒会長への花束贈呈です」

　リサ先輩が、「おめでとうございます」と花束をミリアムに差し出し握手した。

　拍手が沸き起こる。

　俺がミリアムから花束を受け取った時に、リサ先輩から、

「ありがとう。おかげで独立できたから」

　と耳打ちされた。

　俺はなんのことかわからなかったが、ここで訊たずねる雰囲気ではなかったので、とりあえず「はい」と答えておいた。

　選挙管理委員が「時間ですので、新生徒会長から最後に一言お願い致します」と告げる。

「急に選ばれたので準備不足は否いなめませんが、生徒会長の仕事をがんばりますのでよろしくお願いします」

　万ばん雷らいの拍手の後、インタビューを終えた。




　金きん屛風びようぶをあとにした俺たちは、生徒会長の正式な任命を受けに〝名も無き守護聖人〟の元に行く。厳格な儀式らしく、参加するのは俺とミリアムだけだった。

〝名も無き守護聖人〟の前に決闘勝利者の証あかしである鍵を供える。

　すると、鍵が浮き上がり、金色に輝きはじめる。そしてゆっくりと降りてきた鍵を、ミリアムは両手を差し出し受け取った。

　魔術師として素人しろうとの俺でも、その鍵が特別なマジックアイテムであることがわかる。

　ミリアムは鍵に持参した紐ひもを通すと、

「これはあなたが持っていて」

　と俺の首に掛けた。

「これはお前のだろう？」

「私の代わりにあのペンダント売ったんでしょ。その代わりよ。言ったでしょ。やられたらやり返す主義なの」

「じゃあ、秘密の部屋に入りたいっていう、お前の願いを叶かなえたんだから、俺の願いも叶かなえてくれるんだな」

　俺は冗談で言ってみた。

「うん。いいよ。私ができることなら……」

　何でも。なんでも。ナンデモ。その魔法の言葉が頭のなかでリフレインする。

　言い方が本当に文字通り、何でも構わない、と聞こえる。ミリアムも少し紅潮している気もする。

　つまり、ミリアムと合体したい、というのもＯＫそうな気がする。いや、そこまで行かなくてもキスしたいといえば、叶かなうかもしれない。ミリアムの本心でなくても、嫌でも意地を張って俺とキスしたりするかもしれない。

　けれども、俺はそういうのを第一に求めているわけじゃない。ミリアムの本物の、本心からのものが一番欲しいのだ。

　目の前にかつてあれほど欲しかったものがぶら下がっている。ほしくないわけじゃない。でもそれを手にすると本物が手に入らなくなる気がする。

　俺は自分の冗談を恨めしく思った。こんな大変な選択肢を俺につきつける事になったのだから。俺は迷いに迷った。そして、

「俺の願いは──」

　ずっとそばに居てほしい。でも、そんな無理を言ってミリアムを困らせたくなかった。

　俺もミリアムも同時に固かた唾ずを吞のんだ。

「俺の願いは、階級や差別の激しいこの学校を、ミリアムの正義感で、もっといいものにしてほしいってことだ」

　そういうと、ミリアムは少し目を丸くした。いきなり外国語で話しかけられたみたいに。

　でもすぐに、笑顔になり、

「わかりました。一緒に頑張りましょう。マスター」

　これまでの人生で、はじめて向けられた女の子からの笑顔だった。とびきりかわいいミリアムの、とびきり透き通った笑顔だった。俺が欲しかった本物は、それだったように思う。

　モテなさすぎた俺が、とうとうかわいい女の子の笑顔を手に入れた。














　第五章　世の中、知らない方がいい事もあるし、知らなきゃ損なこともある









　完全下校時間となり、生徒会関連の雑務を一旦終える。

　それでも俺たちにはまだやることがある。

『秘密の部屋』へと向かうミリアムの足取りは、最大の目的を前にしているというのに、ゆっくりとしたものだった。てっきり追いつけないほどの速さで向かうものと思っていたのに。

（別に、絵は逃げたりしないもんな）

　ミリアムの横顔をちらりとみる。悲しみの色が深くなっている気がした。

　ミリアムが、

「そういえば、花束をもらった時、前の生徒会長さんと何か話してたけど、何話してたの？」

「なんか、『ありがとう』とか言ってたな」

「何かしてあげたの？」

「いや、全く記憶にない。何もしていないのに感謝されるなんてのは、正直居心地が悪いもんだな」

　居心地の悪さから逃れるため、記憶を辿たどる。

　前の生徒会長リサ・ハウプトマン先輩は、父親であるロリコン（現ロリコン爺じじい）が死んで不ふ祥しよう事じがバレて、学校も辞めると言っていたけど、独立魔術師として学校に戻ってきていた。

「うーん。俺たちは、『扉を開けてくれ』って頼んだだけで、何もしてないんだよなぁ」

「そうね。あっちからも何もしてもらってないし。ん？　でも何か渡してなかった？」

「そういえば、ロリ爺じじいの落書きを先輩に渡したなぁ」

　ピカソ的キュビズムで描かれた肖像画というか、落書きを思い出す。

（でもだからなんだってんだ？）

「うーん」

「そんなに悩むなら、本人に聞いたら？」

　本人に理由を聞くのはなんだか無ぶ粋すいに思えた。しかし、俺は『本人』にすぐ会って理由を聞ける立場なのだ。

「そうだな」

　ミリアムは本人である師父せんせいに〝自分が捨てられた理由〟を聞けないのだ。無粋だろうが、聞けるときに聞いておいたほうがいいだろう。

（自分の弟子がこんなに可愛かわいかったら、俺なら捨てたりしない。むしろ一生囲っておきたくなる。独立などさせてなるものか）

　逆に、早く自分は今の師匠から独立したいとも思う。あの師匠の下だと命がいくつあっても足りない。

　そんなことを思っている間に、『秘密の部屋』の前に着いてしまった。

　秘密の部屋。特別なルートでしか見つけることのできない隠された部屋。

「この部屋にミリアムと師父せんせいの過去を知る手がかりがあるんだよな」

「そうだといいけど……」

「まあとにかく、まずこの封印が解けるかどうかだ」

　この鍵があれば学校内のありとあらゆる部屋に入れるという話について、実際どうなのかは半信半疑だった。トイレの個室で試したら開いた（中にいた人、ゴメンネ）けれど、魔法で封印されている扉を開けるのはこれが初めてだった。

　俺が生徒会の鍵をかざす。鍵から放たれた光が扉の魔法陣に注がれた。

　封印の魔法陣は、うなり声のような重低音を奏かなでて光に抵抗したが、やがて一度大きく震えると静かになり、魔法陣は消え去った。

　ミリアムは、扉をじっと見つめたまま動かない。いや、たぶん、ミリアムが見つめていたのは扉のずっと先の、もっと先だろう。

　ミリアムがふぅと一息深呼吸したのを見て、俺は

「じゃあ、入ろうか」

　と促うながした。

　カップルがラブホテルに入るときに使うだろうセリフが、まさかこの俺の口から出てくるとは。ラブホテルじゃないけど。予行演習だと思おう。

　しかし、俺がドアを開けようとすると、

「ちょっと待って！」

　と俺の腕をぐいっと後ろに引っ張った。

（え、ラブホテルじゃないよ、なんでグダるの……。そっちもラブホ前の予行演習してるの？）

「心の準備がまだ……」

「師父せんせいとかミリアムの過去がわかる手がかりが摑つかめるだけだよ。すぐに過去のすべてがわかるわけじゃないよ」

「でも、それでも、もし、私が、師父せんせいに見切りをつけられるような悪い人間だってわかったら、どうするの……」

「過去のミリアムが殺人鬼だろうが大泥棒だろうが（そんなことはたぶんありえないだろうけど）、俺はなんとも思わない。今のミリアムがまっすぐで正義の人だとわかってるから」

「でも知らない方がいいことだって世の中たくさんあるでしょ。もし私が娼しよう婦ふだったり、淫いん乱らんで奔ほん放ぽうだったらどうする？」

「構わないよ。今は、身持ちが堅かたいだろ（むしろ堅かたすぎる）。それとも、過去が淫いん乱らんだとわかった途端、ミリアムは今日から淫いん乱らんになるの？」

　それはそれでウェルカムだ。

「そんなことないけど」

「なら大丈夫だ。俺たちが命がけで見つけようとしたものじゃないか。これからわかるだろう過去も、ミリアムにとってきわめて不都合で不愉快なものかもしれない。けど、曖あい昧まいなままにしておいても何も変わらないだろ。はっきりさせて、新しい一歩を踏み出そうぜ」

　俺はミリアムの背中を押す。

「勇気を出して扉を開けよう」

「うん」

　俺たち二人で扉を開けた。

　薄暗い部屋をイメージしていたが、中は灯あかりで煌こう々こうと眩まぶしかった。そして部屋の中を見て驚嘆する。

「なんだ、ここは……」

　部屋中に、日本の春しゆん画がや外国のポルノグラフィ、三角木馬、ろうそくや鞭むち、石棒やディルド、ボンテージやナース服などセクシー衣装を着たマネキン、そしてＶＨＳやレーザーディスク、ＤＶＤなど様々なメディアのアダルトビデオであふれていた。

　ミリアムも、

「いやらしい物がいっぱい」

「珍ちん宝ぽう館かんだな」

「珍ちん宝ぽう館かん？　まさか、ドロシーの物じゃないでしょうね」

　ミリアムが俺をじっと見据えてくる。

「いや、俺のじゃないに決まってるだろ。この部屋に一緒に入って来たんだから」

「それもそうね。でもこういうの集めるのってドロシーくらいじゃないの？」

「健康な男子高校生なら、多かれ少なかれこういうものの一つ二つは持ってるだろ」

「一つや二つとかいうレベルじゃないと思うけど。早くこの部屋から出て行きたいから、早く絵を見つけましょ」

　そう言い終わらないかくらいの瞬間、部屋の奥でガタッという音がした。

　ミリアムが半はん身みを切って構え、

「下がってて」

　と俺に指示する。

「誰。姿をあらわしなさい」

　ぬっと現れたのは、赤い頭髪。

「宜ぎ野の座ざ！」

「とうとう、お前もこの地にやって来たか」

「いや、そんなかっこいい言い方されてもな」

　周囲は性具でいっぱい。おっぱいもいっぱいの、男のネバーランドだ。

「宜ぎ野の座ざ、封印があったのに、どうやってここに？」

「この部屋の封印は俺が施したものだ」

「もしかして、このコレクションは、宜ぎ野の座ざ、全部お前のものなのか……」

「俺が五歳の時から集めていたコレクションだ」

「五歳……なんて早熟な」

　変態歴十年を超えるエリートか。

「何が、早熟よ。ただのマセガキじゃない。こんなの学校に持ってきていいと思ってるの？」

「このコレクションを守るために俺は生徒会長を目指したんだ」

「家でこっそり保管しろよ……」

「家に保管するスペースなんて最も早はやないんだよ。他に部屋も借りたがそこも一杯だ」

「どんだけコレクションあるんだよッ」

「コレクションというものは勝手に増えるもんなんだよ！」

　ミリアムは

「こんなしょうもないもののために命を張るなんて……愚かね」

「そうだな」

　俺が深く頷うなずくと、ミリアムも頷うなずくが、俺が同意したのは、ミリアムではない。

「買うときは興奮してて、保管場所とか隠し場所とか考えるの忘れちゃうもんだよな」

　俺は、ミリアムを作った時のことをしみじみと思い出した。

「そっちに共感しないでよ」

「お前と俺は──」

「同類だ」

　俺と宜ぎ野の座ざとががっちり握手するさまを、ミリアムがげんなり顔で見ていた。

「た、たのむ。泥どろヶが崎さき。このコレクションをここに置かせておいてくれ。俺のことは煮ても焼いてもどうしようと構わない。このコレクションだけはッ」

　宜ぎ野の座ざは天井高く跳ちよう躍やくしたと思ったら、体を一回転させ、そしてそのまま床に土下座姿で着地した。スタイリッシュな土下座だった。

「本当はコレクションは未使用でおいておきたいが、捨てられるくらいなら二人で自由に使っていいから」

「使わないわよ！」

　三角木馬が俺の妄想を搔かき立たてる。

（使うとしたら俺が乗る側だろうな。全裸で猿ぐつわをさせられ、背中にロウをたらされながら『こんなことされて興奮するんだ。変態ね』などとミリアムに言われながら鞭むち打うたれるんだろうな）

「何ぼーっとしてるのよ。どうするの？」

　その声に俺はハッと我に返る。

「俺たちとしては、別にこのコレクションがここにあっても問題ないだろ。移動したくても移動する先がないんだし。変に動かすと、それこそ学校に珍ちん宝ぽう館かんを作ろうとしていると誤解される」

　ミリアムは悩みに悩んでから、

「しかたないわね。正直焼き払いたいところだけど、目をつぶっておいてあげるわ」

「ありがとう。お二方！」

　宜ぎ野の座ざは、俺と固く握手をしたあと、ミリアムにも手を差し出したが、ミリアムは握手を拒否した。それでも、宜ぎ野の座ざは、

「恩に着るよぉ。恩に着るよぉ」

　そういって滂ぼう沱だの涙を流した。そこにはプライドのかけらもイケメンの面影もなく、ミリアムは、冷たい目で、

「こんなやつと命がけで戦ったと思うとホント、残念だわ」

　とつぶやき、溜ため息いきをつく。

「それより、ミリアムの過去の手がかりの絵があるかだよ」

「師父せんせいの絵ね」

　宜ぎ野の座ざが「絵を探しているのか。なら、奥の部屋にたくさんあったと思うよ。そっちは狭くて臭くさいから俺のコレクションは置いてない」と教えてくれた。

　ミリアムは「他の人に見られたくないから」といって、宜ぎ野の座ざを帰らせた。宜ぎ野の座ざは「約束を守ってくれよ。絶対だぞ」と何度も念押ししてから、立ち去った。




　コレクション部屋の奥の扉を開けると、カビ臭くさい部屋があった。

　そこにはいくつもの棚たなが並んでいて、絵画が飾られないまま棚たなに詰め込まれていた。

「こんなたくさんの中から探すのか……」

　俺が辟へき易えきとしているそばで、ミリアムは猛然と絵を検分しはじめた。

　俺はミリアムの反対側から攻めることにした。

「でもこれだけあれば、あるかもな」

　小一時間、ミリアムは曖あい昧まいな記憶を頼りに、俺は走そう馬ま灯とうでみた映像を頼りに肖像画を探す。

　肖像画ばかりが並んでいる。

（ちょっとぐらい、風景画とか混じっててもいいのに、どうして肖像画ばっかりなんだよ）

　ずっと大量に見ているうちに、ミリアムの肖像画の脳内イメージに自信がなくなる。

（大体肖像画の構図は同じだし、モデルは美人か美化されてるし）

　目的の絵が岸きし田だ劉りゆう生せい『麗れい子こ像ぞう』クラスの特徴ある絵ならすぐに判別できるだろうが。

　途中、裸婦の絵に少し目を奪われる。がよくよく考えてみれば、これより使えそうなのが、宜ぎ野の座ざのコレクションに山程ある。

　集中力も切れはじめ、

（本当にここにあるんだろうか）

　弱音はミリアムに聞かれたくないから吐はかないが、かなり弱気になってきた。その時だった。

「これ……」

　と、俺の手が直感でその肖像画を棚たなから取り出していた。

　画面が黒くなった一枚の肖像画に俺は少し戸惑った。

「どれ!?」

　ミリアムが俺のところに飛んで来る。

「これなのか？」

　単に積年のススやカビだけで黒いのではない。焦げや穴も散見される。火災あるいは戦災に遭ったのだろう。

　魔術で単なるススを払っても、変色変形した画面は元には戻らない。薄うっすらと『椅子に座った、三つ編みを左肩に垂らした女性』が描かれていることがわかるのみである。それでも、

「これで間違いないわ」

　ミリアムは一呼吸おいてから、署名を探す。しかし、

「署名が消えてる……」

　署名の一部だろう文字が一文字Ｈと書かれているだけで、残りの部分がちょうど穴が開いていて見えなくなっていた。男は死んでもＨな部分は無くならないのだろうか。

　ミリアムは少しの間、じっと絵を見つめたあと、

「ま、しかたないわね」

　ミリアムは、指先に小さな炎を創り出した。

「何する気だ？」

「いらないから、燃やすの」

　俺は慌あわてて、ミリアムの前から絵を没収する。

「何言ってるんだよ。師父せんせいとお前の唯一の手がかりだろ。直接名前がわからなくても、描かれた年代を測定したり、似た絵があるかもしれないだろ」

「こんなの……ないほうがいいのよ」

「どうして。せっかく見つけたんじゃないか」

「……。この絵を見ると……怒りと悲しみがあふれてきて……」

　震える右腕の手首を左手で握って押しとどめるのに精一杯で、頰ほおを伝う涙を拭ぬぐうことすらできないでいた。

　ミリアムの涙が、『この絵は師父せんせいからミリアムに贈られたものだろ。大事にしろよ』と声をかけることを躊躇ためらわせた。優しくしてもらった記憶を思い出せば思い出すほど、捨てられたことのショックは大きくなる。大事な絵がミリアムを苦しめる元げん凶きようのように思える。

「絵を、焼かせて……」

　ミリアムの懇願するような声に、俺の心は揺れる。

　悪い意味で、俺の心が鷲わし摑づかみにされた。

　この声を、俺は聴いてはいられない。

　この苦しそうな表情を、俺は見ていられない。

　絵をじっと見る。黒焦げだが、走そう馬ま灯とうでみた映像が脳内に再現されて、微笑ほほえむミリアムの姿がキャンバスの中にはっきりと見える。

（こんな絵をわざわざ描いて贈った弟子を、それも娘同然の弟子を捨てるだろうか）

　自分ならありえないことを、自分以上の善人だろう師父せんせいがするはずがない。

（絵を贈る。そういえば、ロリ爺じじいも先輩に変な絵を贈っていたな。それから、先輩が少し軟なん化かして……。ん？）

　俺は、ふと、再び棚たなを再び漁あさり始はじめた。ミリアムが探していた側の棚たなだ。

「何しているの？」

　ミリアムが怪け訝げんそうに訊たずねてきた。

「いや、まだ確証はないけど……」

　ミリアムが探していた側の棚たなも、すべて肖像画であった。

　なんで、わざわざこの学校に、絵が保管されているのか。それも肖像画ばかり。

　その答えは、

（肖像画には、何か意味があるから）

　保管状況からして、肖像画は学校にとってさほど重要なものではない。かといって、捨てることもできないのだろう。とすると、肖像画にあるのは、学校が尊重に値する私的な意味。

　そして、その意味に俺は心当たりがあった。

「わかった。絵は俺が焼こう」

　泣なき腫はらした顔のミリアムが頷うなずく。

「その代わり、ミリアム。絵を焼くのは一日待ってくれ」

　ミリアムは怪け訝げんそうな顔で俺を見てから、

「一日？　どうして？」

「ちょっと、気になることがあるんだ」

　俺は、手近にあった風ふ呂ろ敷しき（たぶん宜ぎ野の座ざのもの）で絵を包むと、戸惑うミリアムの手を引いて、死し霊りよう術じゆつ研究所に向かった。




　死し霊りよう術じゆつ研究所に入ると、いつも以上に賑にぎやかだった。床にはビール缶や一いつ升しよう瓶びんが転がっている。運うん慶けいくんも快かい慶けいくんも酔いつぶれていた。

「なんですか、この有あり様さまは」

「なんだ～貴様。貴様も飲むか～」

　師匠が俺にビールをすすめてくる。

「酒クセェ。俺は未成年だから飲まない」

「何が未成年だ。ヒック。私の酒が飲めないって言うのかぁ～。このビールはロシア語で女の股またのピーを意味するんだぞ。大好きだろピー」

「何言ってるんですか。そんなことより、ロリ爺じじいに聞きたいことがあって。どこにいます？」

「体が小さくなっているのを忘れて飲みやがって。どいつもこいつも、潰れやがる。おい、べっぴんゴーレム。お前、運うん慶けいくんたちの代わりに、私に酌しやくをしろー」

　いつも以上に面倒くさい感じの師匠の対応はミリアムに任せる。

「で、ロリはどこに……」

「たぶんそっちらへんで寝てる。ヒィック」

　アバウトに指し示された方へ行く。床にロリ爺じじいが寝ていた。

　ロリ爺じじいの頰ほおを軽く叩たたく。

「おい。起きてくれ。体はロリで、頭はおっさんの人。聞きたいことがあるんだ」

「なんだぁ、小僧ぅ。気持よく寝ているところを起こさなくちゃいけないくらい大事な話か？」

「ああ。すごく大事な話だ。リサ先輩──あんたの娘が、独立魔術師になってたけど、どうして？」

「そんな話か。実力が認められたら独立するだろ」

「いや、手続きの話だ」

「そりゃ、師匠の作った独立認定証と一緒に申請書を協会に提出すれば、弟子は晴れて独立だ」

　ロリ爺じじいはあくびを一つする。

「リサ先輩に渡した、独立認定証って、もしかして……」

「あ？　お前に届けてもらっただろ。絵だよ、絵」

「あれが、認定証……」

　キュビズムな肖像画。しかもメモに描いただけでもＯＫとは。

「ああ。わかりにくいだろ。普通に書類にサインしてポーンと投げておしまいにすればいいのに。昔からのしきたりなんだと。めんどくせーよな」

　ロリ爺じじいは、手て酌じやくで酒さか瓶びんから酒を注いだ。

　なるほど。だから、大量の肖像画が捨てられることなく学校に保管されていたわけだ。

「お前も飲むか」

　また勧められたのを「いらないです」と断っていると、師匠が、

「なんだ？　『独立』とか言ってたが、お前、私から独立する気かぁ？」

「違いますよ」

「ちょっと、生徒会長戦で勝ったからって、調子にのるなよ。あんなの、お前のゴーレムの性能がいいから勝てただけで、お前の実力なんてゴミなんだからなぁ」

「いや、だから俺のことじゃないんですってば」

　酒飲みにありがちな耳の遠さで、全然俺の話は聞かない。ロリ爺じじいが、

「だが、一番喜んで酒あおってるのはお前じゃないか」

　ロリ爺じじいが師匠を指差す。

「別に私は酒を飲む口実ができたから喜んだんだ。独立の話は、あれか。独立すれば成人だから、酒が飲めるようになるからか。そんなに酒が飲みたいか。飲みたいよなぁ」

　俺の頰ほおにビール瓶びんの口をグリグリ押し付けてくる。

「飲みたくないっす。で、なんで娘を独立させたんですか」

　師匠が「そりゃ、一緒に酒を吞のむため──」

「ちょっと黙っててください」

　酔っぱらいは素直に黙った。ロリ爺じじいは、

「なんで独立させたかって、そりゃ、独立しないまま学校辞めたら、徴兵されるだろ。ま、結局学校はやめなかったらしいけどな」

「徴兵……」

　師匠が、

「そんなことも知らんのか。半人前の魔術師が学校にも行かずフラフラしてたら碌ろくなことしないだろ。だから、徴兵されて厳しい環境で骨を抜いておくのさ」

「つまり徴兵逃れのために独立させたってことですか」

　ロリ爺じじいは、頭を搔かいて、

「まあ、そうかな。腐っても父親だからな」

　なるほど、それがリサ先輩の言っていた、父親としてやるべきことはやったとはこのことか。

　師匠が、

「またゴーレムの師父せんせい絡がらみか」

「学校で嫁よめの肖像画が見つかりました」

　俺は、黒焦げの肖像画を取り出した。

　ロリ爺じじいが「ほう。ゴーレムのくせに独立魔術師か。なるほど、術者の小僧より強いわけだ」と感心した。

「独立魔術師になったなんて私、知らないわ」

　ロリ爺じじいは、

「そりゃ、師匠のほうが全部手続き終わらせたんだろ。むしろその後なんら気づかなかったほうがおかしいと思うが」

「師匠に捨てられたあと、世間との交流を絶って生活してたから……。師父せんせい以外に信頼できる人なんて知らなかったし、もう誰も信じられなかったから」

　師匠は、

「ますます、徴兵逃れの線が濃厚だな」

　ミリアムは信じられないといったふうに首を振り、

「ありえないわ。確かに戦争の多い時期だったけど、それだったら、私にそういえばいいじゃない。それにその後私を捨てて失しつ踪そうしなくたっていいじゃない」

　師匠は、

「そんな戦争の時期に、簡単に徴兵逃れができると思うか？　当然穴は塞ふさごうとするよな」

　ロリ爺じじいも

「当然だ。わたしが徴兵する立場なら、兵役免除に新しい条件をつける。徴兵される人数が減らないように」

　ミリアムの独立手続き直後に、師父せんせいが失踪したことを考えると、その条件は一つ。

　俺も、師匠も、ロリ爺じじいもわかっていた。

　それを口にしようとしたとき、

「いいのかい？」

　師匠が俺に耳打ちした。

「忘れてないとは思うが、ゴーレムの中の魂は、この世への未練でもって繫つなぎ止とめられている。もしそれがなくなれば──」

「わかっています」

　ミリアムは、師父せんせいに捨てられた理由を求めて、この世へ来てくれた。

　理由がなくなれば、この世界にいる理由もなくなる──。

　真まつ狩かりや宜ぎ野の座ざに破壊されそうになったときとは違う。

「それでも、これ以上苦しんでいる姿は見ていられませんので」

　俺には覚悟があった。

「ミリアム。聞いてくれ。師父せんせいがいなくなった理由を」

「聞かない！」

　耳を押さえて、後ろを向こうとするミリアムの肩を摑つかんで、

「いや、ちゃんと聞けよ」

　とこっちに向かせる。

「師父せんせいは、ミリアムを徴兵から逃れさせるために、独立させた。独立させるだけじゃダメだから、師父せんせい自らが戦地に赴おもむいたんだ」

　徴兵逃れを防ぐため、おそらく『召集後に弟子を独立させた場合、師匠が兵役に就つかねばならない』という条項が付け加えられていたに違いない。こうすれば、徴兵逃れのための独立の濫らん用ようは防げるし、仮に弟子を独立させても師匠が兵役に入るので頭数は変わらない。

「もしそうなら師父せんせいは私に一言言うはずで──」

「言えば、ミリアムはきっと『独立なんかしない』っていうだろうし、師父せんせいと一緒に戦地に行くだろう」

　ミリアムは首を激しく振り、

「信じられない。証拠もない」

　往おう生じよう際ぎわの悪いミリアムに、俺は言った。

「ミリアムが一番知っているんじゃないか──」

　もうミリアムもわかっている。

「──師父せんせいが君を捨てるなんてことしないって」

　ミリアムは顔を手で覆い、床に座り込んだ。

「私は……。私は……師父せんせいに守ってもらって……。出会ってから別れるまで、ずっとずっと守ってもらっていたのに……。お、おとうさぁんッ」
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　大泣きしているミリアムを一人部屋に残して、俺と師匠とロリ爺じじいは隣の部屋に移った。

　師匠が持ってきた酒一本を飲みながら、

「いいのかい。お前の『嫁よめ』、あの調子だと次に見た時は土つち塊くれになってるぞ」

　ロリ爺じじいも「やけ酒ならいくらでも付き合ってやる」と肩を叩たたいてくる。

　どうにかして飲ませようとするの止めろ。

「まあ、崩くずれていく様を見るほうが残酷かもしれないな」

「この世に未練がなくなって、嫁よめが苦しみから解放されるのが一番いいんです」

「あれだけ命張って、尽くして、頑張った割には、あっさりしてるんだな」

「その代わりたくさんのものをもらいましたから……」

　運うん慶けいくんと快かい慶けいくんが、隣にあった酒を幾つか追加で持ってきた。

「こいつの嫁よめはまだいたか？」

　そう聞くと、運慶くんも快慶くんも首を横に振った。

　酒を飲みたい気分に初めてなったが、

「ジュース余ってます？」

　と運慶くんに頼んだ。

　しばらく、塩っぽいジュースをたくさん飲んだが、喉はいつまでも渇かわいているようだった。




　ロリ爺じじいは、

「しみったれた話は酒がまずくなるな。あれだ。生徒会長になったんだろ。それでパーッと喜べばいい」

　俺が生徒会長になれなかったことを説明すると、

「結局、生徒会長に本人は落選して、ゴーレムが当選。ハハハ。お前らしくて笑える」

　相変わらず、師匠とロリ爺じじいは一緒になって大笑いした。

「でもまあ、生きて帰ってきただけでも褒ほめてやる。別に死んでくれても構わんがな！」

　ロリ爺じじいが師匠に、

「学生同士の決闘ごときで死人が出るわけないし」

　師匠は、ロリ爺じじいに

「そう言っても、お前を殺したんだろ？」

「誰が？」

「対戦相手の宜ぎ野の座ざって奴やつだよ」

「ああ。あれはウソ。自分を殺した犯人なんて覚えてるわけないじゃろ。脳みそ壊されたときに記憶なんて一緒に飛んでしまうに決まっておろう」

　それを聞いた俺は、

「はあ？　なんで、そんなウソついたんだよ。こっちは殺されるかも知れないってビクビクしてたんだぞ」

「ビビらせて反応見るのが面白いからに決まってるだろが。口の利きき方かたも知らない若造めが！」

　ロリ爺じじいからデコピンを食らった。痛ぇ。

「そういえば、お前に渡したい物があったんだ」

　師匠がそう言うと、新聞紙に包まれた長い棒状のものを投げ渡した。

「何です？」

　包みをあけると、触媒の〝悪魔の触覚〟だった。

「こいつを見ての通り、実験が失敗したから、新たな死体が必要になってな。まあ、すぐにとは言わん。またゴーレムづくりに挑戦して欲しくてな」

　また『死んでくれ』発言だ。〝悪魔の触覚〟は、師匠の頭からポンポン生えてくるんじゃないか？

　いや、逆に、寂しかったらまたゴーレムを作れということかもしれない。

　どちらが本心かは分かりかねた。

「まあ、用事はそれだけだ。帰ってよし。いや、とっとと帰れ」

　この師匠には振り回されっぱなしだなぁと思いながら、もらった〝悪魔の触覚〟を抱えて帰り支度をしていると、師匠が、

「ああ、一つ忘れていた。これをお前にやろうと思ってたんだ。ほれ、落選祝いだ」

　と赤く光るものを俺に投げ渡した。手にとったそれを見てみる。

「これは……」

　見覚えのある輝き。紅の輝き。質入れした宝玉〝ジェルタース〟だ！　特別な存在だと思い込ませてくれるあの〝ジェルタース〟だ。

「師匠、これ、どうやって手に入れたんですか？　質屋から買ったんですか？」

　セコい質屋に買かい叩たたかれ、あとで買い戻そうと思っていた矢先に誰かに買われてしまったものだ。

　先ほどもらった〝悪魔の触覚〟も一緒に質入れしたものだ。

　俺が質入れした後すぐ、師匠が質屋から買ったとしか思えない。しかし、

「そんなくだらんこと、覚えてないな」

　師匠は興味なさげに耳に小指を突っ込んで俺に背を向けた。

「でもこれって……」

「さっきも言っただろ、とっとと帰れ」




　手元には、自分の荷物以外に師父せんせいの絵があった。

（俺が持っていても仕方ないし）

　学校へ戻り、師父せんせいの絵を元の場所に戻す。俺は少しあくびをしてから、

「一仕事したな。自分へのご褒ほう美びになんか借りてくか」

　秘密の部屋に並ぶ宜ぎ野の座ざコレクションを幾つか拝借し、カバンに入れた。




　家に帰る。誰もいない現実が俺を襲った。

（嫁よめを作る前の、モテなさすぎた頃に戻っただけじゃないか）

　そう思っても、涙が止まらない。

　散々泣く。泣いて泣いて泣き疲れる。

（このままではいけない。何か別のことを考えよう）

　寂しさをごまかすように、二階の自室にて宜ぎ野の座ざコレクションを並べて吟ぎん味みする。

　コレクションというのは並べて飾っているだけでも素晴らしい。とはいうものの、ちょっと使ってみたくなるのも人情というもの。

　痛みは与えても傷はつけないムチ。これで自分の体を鞭むち打うってみる。確かに傷はつかないが、自分で自分を鞭むち打うってもただ痛いだけで虚むなしさが残る。鞭むちを媒ばい介かいにして倒とう錯さくした人間関係の中に身を置いていると認識して初めて快楽というのはやってくるのだ。一人で鞭むち打うっても意味は無い。

（もしミリアムがいてくれたら）

　そう思ったが、俺は頭を振ってそんな無駄な考えを振りほどく。

　つぎに、緊きん縛ばく用ようの縄に似た『誰でも緊きん縛ばく師し』という魔道具を手に取る。緊きん縛ばく師しという職業が存在していることからわかるとおり、ちゃんと緊きん縛ばくするには技術がいる。小学校の頃、好きだった女の子の縄跳びの縄を借りて自己緊きん縛ばくに挑戦したが、残念ながらうまくいかず、好きだった女の子に『変なことをしている』とバレて冷たい目で見られた。思えばいろいろ早すぎた。

　成長した今、俺の目の前に緊きん縛ばくを簡単に実現させてくれるアイテムがあるというのだから、試してみない手はない。そう思う俺はやはり何も成長していない気もするが気にしない。

　今思えば、緊縛は出るところが出ている女の子がするほうがビジュアルとしては圧倒的だ。

　ぜひともミリアムを説き伏せて試してみたいものだが、ミリアムの体に傷をつけるようなことはあってはならない。まずどんな具合なのか自分で確認するのが先だ。そして、

（ミリアムはいない）

　俺は一呼吸する。そんなのわかっているつもりだが、ミリアムが近くにいることを前提に妄想を巡らせてしまう。つらい。

　体の痛みが、心の痛みを和らげてくれる。物理的な痛みに耐えている時間は、心の痛みと向き合わなくて済む。そんな気がする。

　ムチや縄といった自分を痛みつける魔道具を持ち帰ったのは、きっと無意識でそう考えたからに違いない。

（……とりあえず、使ってみるか）

　まず服を脱ぎます。パンツ一丁になったら、『誰でも緊きん縛ばく師し』に魔力を供給。すると、スルスルと縄が動き出します。縄の先が俺の股こ間かんを二回くぐったと思ったらいつの間にやら、俺の体に見事な亀きつ甲こう縛しばりが出来上がり。食い込みと痛みの絶妙な加減に感動すら覚える。

（これなら体に傷を負わせることもない）

　そうとわかり、一旦『誰でも緊きん縛ばく師し』を停止させようと魔力の供給をやめたが、緊きん縛ばく縄なわは止まらない。縄は俺の手首足首を縛り、俺を横倒しにすると、俺の体を天井から吊つるした。

「ちょっと待ってくれ」

　自力で脱出を図ろうと、まずは手足から自由になろうとするが、縄は少し緩んだと思うとすぐに締め直されてしまう。何をしても体はぷらんぷらんと揺れるだけだ。

　やばい。このままだと最も恥ずかしい死に様の一つとして後世に語り継がれるだろう。満場一致でダーウィン賞にも選出されるに違いない。

　そう思ってそれまで以上に藻も搔がいても足あ搔がいても、俺の体はぷらんぷらんとするだけでどうにもならない。ピンチに陥って能力が覚かく醒せいするほどの主人公力を持っていないことは、宜ぎ野の座ざと戦った時に嫌というほど思い知っている。覚醒するのは能力ではなく、性せい癖へきばかりだ。

　すごい冷や汗が全身を覆う。自力ではどうしようもない。

　無意味だと思いつつも、

「ミリアムがいてくれたら」

　と弱々しく叫んだ。

（いや、死んだら、煉れん獄ごくでミリアムと会えるかもしれない）

　そう思ったが、現世に未練のないミリアムの魂は煉獄ではなく天国の方へ行ったかもしれない。そうなら会えないじゃないか。ああ、会いたい。ミリアムに会いたい……。

「ミリアム……君はどこにいるんだよぉ」

　そう言った時、

「隣にいるわよ」

　ミリアムの声が聞こえた。俺の頭が勝手に作り出したミリアムの声だろう。

（『ミリアムとの思い出はずっと俺の心のなかに残るから、いつもそばにいるのと同じ』的なありがちな話だ。そんな観念的な存在ではなく、実体として隣にいて欲しいんだ、俺は）

　そんなことを思っていると、さらにミリアムの声で、

「ずっと部屋から出てこないけど、何してるの？」

　と訊きいてきた。

（いよいよ幻聴まで聞こえ出した）

　俺は死期が近いと悟った。師匠のケケケと喜ぶ顔が見える。

「ねぇ。どうしたの？」

　壁越しに、再びミリアムの声がした。

「ミリアム？」

　愚かとわかっていても、聞き返してしまった。

　返事がない。

「やはり幻聴だったか。ミリアムはもうこの世には……」

　そうつぶやいたとき、

「何言ってるの？　勝手に殺さないでよ」

　幻聴でも構わない。話がしたい。

「なんで、ミリアムがそこにいるんだ？」

「なんでって、着替えてるんだけど」

「そういうことじゃなくて、お前、この世に未練がなくなって消えたんじゃないの？」

「どういうこと？　私に消えて欲しかったってこと？」

　ミリアムの怒りが声に伝わってくる。

「違う違う。そうじゃない。ミリアムは、師父せんせいに捨てられたわけじゃないってわかってもうこの世にいる目的がないだろ。だから──」

「この世にいる目的がないなんて、よくも言ってくれたわね。一応生徒会長の仕事が残ってるし、『差別や偏見のない学校を作る』って約束したでしょ。約束はきちんと果たすのが師せん父せいの教えなのよ」

「ホントにホントに、ミリアムなの？」

「どうしてウソを言わなくちゃいけないのよ」

　信じられない。ミリアムの姿が見たいと、必死で縄から抜けようとするも、縄は解けない。

「あと、それに……それにあなたに、ドロシーに言わなくちゃいけないこともあるから」

「ん？」

「面と向かって言うのは恥ずかしいから、ここで言うね」

　長い沈黙。そして、




「ありがとう。あなたのおかげで救われたわ」




　俺はどう返事したらわからなくて、少し沈黙してから、

「ど、どういたしまして」

　と絞り出すように応えた。

（というか、本来なら、こういう場面って結構いいシーンだよね……。絶対感動的なシーンだよね。ほら。ミリアムも黙ったまんまだし。なんで俺、こんな時に限って、亀きつ甲こう縛しばりで天井から吊つるされてるの？）

　顔を覆いたいぐらいの失策だったが、両手を縛られてて顔も覆えない。

　ミリアムがいてくれたお蔭で、世界一情けない死に方をしないで済みそうだが、逆にこのまま死にたくなるほど情けない状況になっている。

（ミリアムがこの部屋に入ろうとする前に、縄を解かないと）

　ぷらんぷらんしながら、俺は時間を稼かせぐように、

「運うん慶けいくん快かい慶けいくんが、ミリアムはいないって言ってたのはなんだったんだ」

　とさほど必要もないことを訊きく。

「なんか密室になっていて気持ち悪かったから外に出てたのよ。それで勘違いしたんでしょ」

　ミリアムが隣の部屋を出てこちらに向かっている足音がする。

　縄は解けない。縄の特殊効果か、魔術も使えない。

　いきなりこの亀きつ甲こう縛しばりの俺を見ればミリアムの誤解を招き（いや誤解でもなんでもないけど）、閻えん魔まさまと化したミリアムに地獄の業ごう火かで丸焼きにされるだろう。慎重にことを進めソフトランディングせねばならない。

「そのまま、扉は開けないでくれ。扉を開ける前に聞きたいことがあるんだ」

「別にいいけど、何？　どうしたの？」

　ミリアムは素直に扉の向こう側から返事をしてくれた。亀きつ甲こう縛しばりで吊つるされた状態の俺は、その素直さに感服しながら深呼吸して訊たずねた。

「差別・偏見のない学校を作るって約束を果たすために残ってくれたんだよな」

「え、うん。さっき言ったでしょ」

　亀きつ甲こう縛しばりの俺は、

「そうか。じゃあ、学校だけじゃなくて普段からも差別や偏見なく物事を見ていかないとダメだよな」

「そうね。いいこと言うじゃない」

　だが亀きつ甲こう縛しばりだ。

「もう一度聞くけど、本当に偏見なく物事を見るんだな」

「曇りなき眼で見てあげるわ」

「じゃあ、その曇りなき眼のまま、その扉を開けてくれ」

　扉が開き、俺の目に飛び込んできたのは、スク水姿のミリアムだった。

「なんていう格好しているんだ、ミリアム」

「それはこっちのセリフよ。こっちはせっかく正装でしっかりあなたと今後のことを話そうと思ってたのに」

　ス・クミズという正装だという俺のウソをまだ信じているなんて。この状態でウソだったなんて言えばどんなことになるか。ここは黙っておこう。

「こんな姿になったのは、あ、あれだ。ミリアムと初めてあったとき、宙吊りにされたのを思い出して、再現してたんだよ」

「絶対ウソ！　どうも様子が変だと思ってたのよ。これもあれも、あの変態が持ってた変態アイテムよね。こんなのを家に持ち込まないでよ。もう最低！　最悪！」

　ミリアムの右手が俺の頰ほおに炸さく裂れつ。俺の体は、吊つるしている縄を中心にぐるぐるまわった。

「なんでそんな怒ってるんだよ。曇りなき眼で物事を見るって言っただろうが。誰にも迷惑かけてない人畜無害な趣味で人を最低呼ばわりするのは偏見だぞ」

「どこが人畜無害よ。その様子だと自分で解除できないんでしょ。私がいなかったら死んでるじゃない。それに、性せい癖へきはこっそりやるものでしょ」

「こっそりやった結果がこれだよ！」

「変な性癖持ってるからそうなったんでしょ。反省しなさいよ！」

　ミリアムは傍そばにあったムチを引ひっ摑つかむと、

「更生してもらわないと、生徒会長として他の生徒に示しがつかないわ。それにドロシーのためにもならない」
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　と俺の体にムチを打った。当たり前だが、痛い。けれども魔道具の効果か、相手の愛情も伝わってくる！　悪くない！

「恨まないでね。これは愛のムチなんだから。あなたの将来のためを思ってやってることなんだから」

「『あなたの将来のため』って、俺のお母さんかよ！」

「違うわ」

　この決まりきったような受け答えに俺は満足する。

「どう？　変態趣味やめる？」

「やめない！」

　俺がそう言うと、再びムチがとぶ。

「ほんと、変態の趣味は理解できないわ」

　ピシバシと鞭むち打うつミリアムに、

「理解してる！　完璧に理解しすぎてる！」

　何だこれは。夢か。幻か。天国か。

　『誰でも緊きん縛ばく師し』を見つけた時は感動した。天井に吊つるされたときは絶望した。ミリアムの存在は地獄に仏だったけど、すぐに閻えん魔まさまに変わった。と思ったら女王さまだった。

　人間万事塞さい翁おうが馬うま。何が起きるかわからない。




　そんなことを考えていた恍こう惚こつの時間に、家のチャイムが水を差した。

「宅配かな。また母ちゃんがコメでも送ってきたんだろう。また、コシヒカリ送ってきたんだろうな。きぬむすめのほうがいいのに」

　鞭むち打うつ手が止まる。

　ミリアムが、「私、出てくる」

「いや、俺が出る」

　ミリアムの艶つやな姿をほかの人に見せたくない！　そんな思いは、

「しばらくそこで反省してなさい」

　と一いつ蹴しゆうされる。

　ミリアムは、「はーい」とムチを持ったまま二階から降りていった。

　だがおかしい。宅配にしては呼び出しが静かだ。いつも宅配業者は名前を呼んで在宅か確認してくれるのだが。違和感を確信に変えたのは、

「ただいまー。洋ひろし、鍵出すの面倒だから、玄関開けてぇ」

　外から聞こえる母親の声だった。

「俺のお母さんかよ！」

　返答はない。

「誰か『違うわ』と言ってくれッ！」

　親というのは、都合の悪い時に限ってきっちり現れるものだ。予告もなく。

　俺のアゴの先から冷や汗が滴したたる。

　ミリアムが玄関を開ける音がした。

　ミリアムはスク水姿。ムチを持ったまま。

　玄関で荷物がバサッと落ちる音。自室で亀きつ甲こう縛しばりで吊つるされたまま、身動きとれない俺。

　階段を慌あわただしく昇る親の足音がする。

　ああ、本当の地獄がやってくる。

　俺は思う。

　モテなさすぎるからと言って、安易に玩具に手を出すのはおすすめしない。

　ただし、人形は除く。


（了）









　あとがき




　はじめまして、著者の手ちよう水ず鉢ばち直なお樹きと申します。このたびは、『モテなさすぎた俺は、とうとう人形に手を出した』に手を出していただき、誠にありがとうございます。




　魔が差した──。

　この小説を書き上げたとき、頭に浮かんだのがこの言葉でした。

　本当は、もっとおしゃれなタイトルの、スタイリッシュな主人公が大活躍する小説を書いて、大きな賞をとり燦然とデビューするつもりでしたが、フタを開けてみれば、このとおり、へんてこりんなタイトルの小説となりました（ほんと、親類にどう説明したらいいものやら）。

　そんな私の小説を「世に出したい」と編集者さんから電話をいただいたのは、英国標準時で四月二日、つまり英国内はエイプリールフールを終えたばかりの日でした。前日はBBC（英国国営放送）が恒例の気合いの入った噓ニュースをテレビで流しており、ブリティッシュ（英国国民）たちも皆いかに笑える噓を言えるかを競っていましたので、せっかく編集さんからきた電話も「噓ではないか」と身構え、にわかには信じられませんでした。

　電話の後、店で買った不味い料理を食卓に残したまま、ネット環境の貧弱なフラット（注:アパートのこと）をとりあえず出て、サブウェイ（地下鉄）に乗ってネットカフェに。そして一昔前のDellのパソコンの前に座り、確認のため編集さんから送られた電子メールを受信してようやく出版の話は本当だとわかりました。

　打ち合わせは、遠隔地なのでスカイプを使うのかなと思いきや普通に電話でした。時差は別段問題ないのですが「出版社持ちとはいえ、電話代大丈夫かなぁ」などと、心配しなくていい心配もしました。ちなみに、「これ読んで参考にして」と、ハリネズミのように無数の付箋が貼られた参考資料を東京から遥ばる我が家にまで発送していただいたときは、本当にありがたい気持ちでいっぱいになりました。が、改稿作業が結構大変で、「生まれ変わってフィッシュアンドチップスになりてぇ」と何度ラナウェイ（現実逃避）しかけたことやら。

　とまあ、まるで私がイギリスで生活しているような表現をしてみましたが、英国在住経験どころか海外に行ったこともありません。英国紳士ではなく、少し見栄っ張りなただの『紳士』です。すみません。でも噓は「フィッシュアンドチップス」云々のところだけで、それに改稿作業時に死んだ魚のような目にはなっていました。はい。

　うまく字数が埋まってきたところで、最後に、こんな変な題名の小説のイラストを引き受けていただいたＵ３５さん、Thanks a lot!　色々尽力していただいた担当編集さん及び出版社のみなさまもありがとうございました。そして何より、購入して下さった勇敢で慈しみ深き読者さま、本当にありがとうございました。
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手ちょう水ず鉢ばち直なお樹き

兵庫で生まれ、大阪で育ち、京都で学ぶ。

北緯34度と36度の間に生息。齢よわい０歳（十の位を四捨五入）。睡眠を趣味とし、快眠効果があるというバナナを食べすぎてバナナアレルギーとなる。
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イラスト／Ｕう３み５こ

島根県出身／神奈川在住。

粘土は一度作り始めると楽しくて、つい夢中になってしまいます。夏休みの課題で貯金箱作ったなぁ…。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「手水鉢直樹先生」係

「U35先生」係














本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。









[image: ]









[image: ]電撃文庫
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